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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　いのうえ空
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〈八月十五日──晴はれ〉





　天地宇宙万ばん物ぶつの真しん理りの中で、どうにも気に入らないことが二つある。


　時間を過か去こに戻もどせないこと。


　そして、死んだ人間が生き返らないことだ──








　　　　一





　慶けい一いち郎ろうが桶おけに水を汲くんでくると、待っていた鉄てつ斎さいと美み雪ゆきは、竹ちく林りんの奥へと続く緩ゆるやかな石段を上のぼりはじめた。


　さっきまで耳みみ障ざわりなほどだった蟬せみの声が急きゆう速そくに遠ざかっていく。


　肌はだを撫なでて吹ふきすぎる風が生なま温ぬるい。


　照りつける真夏の陽ひ射ざしも、どこか蒼あおく翳かげって見える。


　世界のすべてが息をひそめている──そんな錯さつ覚かくを覚おぼえる静けさだった。


　埼さい玉たま県朝あさ霞か市──


　市し街がいから外はずれた閑かん静せいな場所に、鬼おに塚づか家けの菩ぼ提だい寺じはあった。


　喪も服ふく姿すがたで杖つえをついている鉄斎の後に、菊きくの花はな束たばを抱だいた黒いワンピースの美雪が続く。慶一郎も黒いスーツを着きているが、体格が良すぎるため、その姿は要よう人じんを警けい護ごしているボディガードにしか見えなかった。


　石段を上りきると、丘おかの斜しや面めんに作られた墓ぼ地ちが目の前に現あらわれた。


　慶一郎にとっては初めての場所である。


　一いち望ぼうしたところ新しい墓ぼ石せきはほとんど見当たらない。長い間の風ふう雪せつにさらされてきたと思おぼしき古い墓石ばかりである。しかしどの墓も手入れはきちんと行き届とどいており、荒あれた雰ふん囲い気きはどこにもなかった。


　前を歩いていた二人が足を止める。そこが鬼塚家代々の墓だった。特別な囲かこいや飾かざりなどはなく、シンプルな墓石が立っているだけである。


　慶一郎は竹たけ箒ぼうきで墓の周まわりを掃はき清きよめ、桶の水で墓石を洗った。美雪が墓ぼ前ぜんに花を供そなえ、鉄斎が線香の束に火を点つける。


　今日きようは鉄斎の娘むすめであり美雪の母親である鬼塚美み咲さきの五回忌きだった。墓ぼ参さんの作さ法ほうなどよく知らない慶一郎は、神しん妙みような面おも持もちで手を合わせる。


　美咲は鬼塚家にとって──何より慶一郎にとって太陽のような女性であった。


　十代の頃ころの幸こう福ふくな記き憶おくのほとんどは美咲とともにあったといっても過か言ごんではない。自分が今日まで（世せ間けんでの評ひよう価かはともかく）人間としてまっとうに生きてこられたのも、美咲との思い出があればこそだと慶一郎は思っていた。


　慶一郎が七年間に及およぶ海外放ほう浪ろうを経へて帰き国こくし、美咲の死を知らされてから三か月余あまりの時間が過ぎようとしている。気持ちの整理はすでについているつもりだったが、こうして墓前にやってくると、あらためてその事実の重さが胸むねにこたえた。


（美咲さん……俺おれもようやく、美咲さんの味み噌そ汁しるの味が出せるようになってきました）


　この三か月は、慶一郎が鬼塚家の台所に立つようになってからの時間でもあった。


　放浪している間に覚えた世界各地の料理を振ふる舞まうかたわら、美咲とともに失うしなわれた『鬼塚家の家庭の味』を再さい現げんするという秘ひそかな目もく的てきがある。それが慶一郎なりの恩おん返がえしだった。


（でも、肉ジャガなんかの煮に付つけ関係が全体的にどうもひと味足たりません。せめてレシピのメモ書き一枚でも残して置いてくれたら──）


　少々恨うらみがましいことを訴うつたえていると、美雪が上うわ着ぎの裾すそを引いた。顔を上げて振り向いた慶一郎は、鉄斎がすでに帰ろうとしていることに気付いて驚おどろいた。慶一郎も桶おけを摑つかんでその後を追う。


（自分の娘の墓はか参まいりだというのに、ずいぶんとあっさりしたもんだな……）


　慶一郎の不ふ満まんげな気け配はいを察したのか、鉄斎は背を向けたまま言った。


「……その墓に美咲の骨はない」


「え？」


「ひどい事じ故こでな……骨は拾ひろってやれなんだ」


　それだけを言って歩き出す。


　慶一郎は足を止め、鉄斎の背中と鬼塚家の墓を交こう互ごに見た。


　美咲とその夫・克かつ弥やの命を奪うばい、美雪に重じゆう傷しようを負おわせた事故について、鉄斎からは大まかにしか説明されていない。飛行機事故だったというが、それがどういった経けい緯いでの事故だったのか──墜つい落らくしたにせよ、その現場が陸なのか海なのかすら知るところではなかった。


（遺い骨こつがない……!?　遺い体たいを回かい収しゆうできないような事故だったのか？）


　慶一郎はにわかに湧わき出した疑ぎ念ねんに囚とらわれ、身じろぎもせず立ち尽つくしていたが、自分に注そそがれている視し線せんに気付いて我われに返った。


　美雪が上うわ目め遣づかいに慶一郎を見ている。


　身長差のため美雪が慶一郎を仰あおぎ見る形になるのは当然だが、その深い闇やみを宿やどしたような黒い瞳ひとみからはどんな感情も読みとれなかった。普ふ段だんから感情表現に乏とぼしい少女ではあるが、今日はいつになく表情が硬く強こわ張ばっているように見える。


（ああ──そうか）


　慶一郎は自分自身が美雪と同じように強張った顔をしていたことに気付き、頰ほおを弛ゆるめた。


　事故の経緯がどうあれ、鬼塚美咲が亡なくなったという事実が変わるわけではない。今さら何を詮せん索さくすることがあるだろうか。残された者にできるのは悲しみを分わかち合うことくらいだった。


「……行こうか」


　歩き出そうとする慶一郎の喪も服ふくの袖そでを美雪が引いた。引き止めているのかと思ったがそうではなかった。美雪は太い腕うでに摑まるようにして身を寄せてくる。


　いつもと違ちがう美雪の行動に戸と惑まどいを感じたが、すぐにそれが自分に対する気き遣づかいではないかと気付き、戸惑いはとたんに気き恥はずかしさに変わった。


　美咲が亡くなってすでに四年が経けい過かしている。その事実をつい三か月前に知ったばかりの自分に、美雪と鉄斎の抱いだいている想おもいの何が理り解かいできるというのか。


　美雪の冷たい手の感かん覚かくを腕に感じながら、慶一郎は自分がまだ何ひとつ恩おん返がえしができていないことを自じ覚かくし──心の裡うちでため息を吐ついた。
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　同日──板いた橋ばし区の飛ひ天てん道どう場じようには、板を踏ふみ鳴ならす軽けい快かいな足音が響ひびいていた。


　すべての戸を開け放はなした道場の中を、足音が端はしまで移動しては同じ速はやさで戻もどってくる。すでにそれは数十往おう復ふくも繰くり返されていた。


「……よし、掃そう除じ完かん了りよう！」


　立ち上がって道場内を見回した袴はかま姿すがたの御み剣つるぎ涼りよう子こは、ニンマリと満まん足ぞくげに微笑ほほえんだ。念ねん入いりに雑ぞう巾きんがけされた道場の床ゆか板いたは見み事ごとに黒光りしている。


　かつて名だたる剣けん士したちの流した血と汗あせと涙なみだの染しみついたこの道場を今、自分がこの手で磨みがいているんだ──そういった想いがあるため雑巾がけにもつい熱ねつが入ってしまうのだった。ただし涼子が頭の中で思い描えがく剣士たちの大たい半はんは架か空くうの人物ではあったが。


　バケツの水を捨すてて雑巾を干ほすと、今度は竹たけ箒ぼうきを手に飛天神じん社じやの境けい内だいに向かう。今日は朝から鬼塚家の人間が出で払はらっているため、涼子は留る守す番ばんをしながら道場と境内の掃除を一手に引き受けていた。


　ケヤキとヒノキの巨きよ木ぼくに囲かこまれた境内には、真夏でもどこからかひんやりとした空気が流れ込こんでくる。涼子はその空気を胸むね一いつ杯ぱいに吸すい込んで深しん呼こ吸きゆうし、気合いを入れて掃はき掃除を始めた。ほどなくして、石段の方から奇き妙みような声が聞こえてくる。


『──アホ、もっと手ェ伸のばさんかい！』


『そっちこそ動かないでくださいよ。バランスが取れないんだから』


　聞き慣なれた声である。境内の端から下へ続く石段を覗のぞき込んだ涼子は、石段の両側に立ち並ならぶ巨木の一本に目を留とめた。その根ね本もとに二人の少年がいて、小こ柄がらな方の少年がもう一人の肩かたを足場にして幹みきによじ登ろうとしている。見るからに危あぶなっかしい体たい勢せいだった。


　涼子は腹ふく式しき呼吸で目め一いつ杯ぱい息を吸い込むと、腰こしに手を当てて、気合いのこもった大声を張り上げた。


「こらあああァ────ッ!!」


　木々の葉を震ふるわすほどの怒ど声せいが響き渡る。


　二人の少年は仰ぎよう天てんして体勢を崩くずし、折おり重かさなるようにして倒たおれた。まるで自分の声が直じかに物ぶつ理り的てきダメージを与あたえたようで、涼子は思わず声を上げて笑った。


「うにゅら～～～っ！」


　意味不明の奇き声せいを発しながら二人の少年が石段を駆かけ上がってくる。一人は一八〇センチを超こえる大おお柄がらな体格で、南なん海かいの漁りよう師しを思わせる赤しやく銅どう色いろの肌はだの持ち主ぬしだった。よく観かん察さつすれば美び形けいと言っていい顔立ちなのだが、全身から発はつ散さんされる濃のう厚こうな野や性せい味みのため暑あつ苦くるしい印いん象しようだけが強い。


「いきなりアホみたいな大声出すな！　危ないやろが！」


　草くさ[image: ]なぎ静しず馬まは発達した犬けん歯しを剝むいて抗こう議ぎした。


「神社の敷しき地ち内で妙なことやってる方が悪いのよ。それより、あんたらのその格かつ好こう……なに？」


　涼子は静馬の頭から足の先までしげしげと眺ながめた。


　白いランニングシャツにバミューダパンツ。頭にかぶった麦むぎわら帽ぼう子し。足元はサンダルである。片手に柄えの長い捕ほ虫ちゆう網あみ、首からは虫かごを下げている。相あい棒ぼうである小柄な方の少年──神かみ矢や大だい作さくもほぼ同じ格好をしていた。


「いったい、いつの時代の小学生よ!?　まあ静馬はバカだからしょうがないとして……大作君くん、恥はずかしくないの？」


「そりゃあ恥ずかしいに決まってますよ──でも、その恥ずかしいのがいいんじゃないですか！」


　大作は耳まで赤くしながら、しかし真しん剣けんに、かつ嬉うれしそうな顔つきで力りき説せつする。


（静馬のアホアホ菌きんに脳のうをやられているのね……可哀かわい想そうに）


　涼子は気の毒どくそうな目つきで大作を一いち瞥べつすると、静馬に視し線せんを戻もどした。


「ところで何をやってるわけ？」


「そんなもん見て分わからんか？」


「……セミ捕とり？」


「分かっとるんやったら訊きくな」


「だから～、なんでセミ捕りなんてやってるのかと訊いてるのよ！」


「むっ？　いきなりそんな哲てつ学がく的てきな問といをぶつけられてもなあ……」


「どこがよ！　だいたい言葉の意味も知らないくせに」


「まあまあ、それについては僕ぼくがお答えしますよ」


　大作が間に割わって入り、胸むねを張って説明した。


「なぜセミ捕りをするのか──？　それは夏だからですよ、涼子さん」


「はあ？」


「僕らは一生に一度しかない高二の夏を満まん喫きつするため、全力を尽つくして遊び倒たおすことに決めたんです。セミ捕りもその一いつ環かんなんですよ！」


「……要するに暇ひまはあっても遊ぶ金はないわけね。それで、何匹びき捕れたの？」


「大たい漁りようですよ、大漁」


　二人は首から下げているプラスチック製の虫かごを摑つかんで振って見せた。捕ほ獲かくされた十数匹のセミが腹ふく部ぶを震ふるわせてビービーと鳴なきわめく。


「逃にがしてやんなさい」


「ええ～!?　朝から苦労して捕ったのに～」


「セミの成せい虫ちゆうがせいぜい一週間くらいしか生きられないことぐらい知ってるでしょ？　無む駄だに人生を送ってるあんたらとは違ちがって、セミは子し孫そんを残すために必ひつ死しに生きてんだから」


「オレらはセミ以下か？」


「いいから逃がしてやんなさいって言ってるの」


「おいおい〈生しよう類るい憐あわれみの令〉やで。お前は綱つな吉よしか？」


「綱吉じゃないわよ！」


「いや、綱吉で合ってますよ。五代将しよう軍ぐんは」


「そんなことはどうでもいいのよ！」


　涼子は強ごう引いんに二人の虫かごを奪うばい取って蓋ふたを開けた。四し方ほうへ飛び去っていくセミたちを、静馬と大作が名残なごり惜おしそうな顔で見送る。


「……まあええわ。それより、お前こそ何やっとんねん？」


「見りゃ分かるでしょ。境けい内だいの掃そう除じよ、掃除」


「ああん？　掃除やとぉ～？」


　今度は静馬が涼子の格かつ好こうを見けん分ぶんした。涼子は一七五センチのすらりとした長身に稽けい古こ用の白い上うわ衣ぎと白しろ袴ばかまを着つけている。髪かみはいつものポニーテール。足元は素す足あしに草ぞう履りである。作業の邪じや魔まにならないように襷たすきがけして袖そでをまくっている。


　静馬はにわかに眉まゆをつり上げると、人差し指を突きつけながら大声を上げた。


「違ぁ～う！　お前は間ま違ちがっとる!!」


「そうですよ涼子さん。不謹慎じゃないですか！」


「ふ、不ふ謹きん慎しん!?」


「掃除の意味が根こん本ぽん的てきに分かってへん！　はき違えとる」


「静馬さんの言う通りですよ！　涼子さんがそんな人だったなんて……幻げん滅めつです!!」


「何を言ってるのかさっぱりよ！　いったいあたしのどこが悪いっての？」


　いきなり二人がかりで責せめ立てられ、涼子は当とう惑わくした。


「アホ、自分の格好をよう見てみい！　それが掃除する格好か？」


「別に変じゃないと思うけど……」


　涼子は袴をつまんで少し持ち上げて見たが、とくに変わったところはない。


「それや！　その袴が問題なんや!!」


「なんでよ？」


「境内の掃除ゆうたら巫女さんの仕事やろが！　なんで赤い袴を穿はいてけえへん!?　それが分かってへんっちゅうんじゃ！」


「そうですよ涼子さん！　境内を掃除する時は巫み女こ衣い裳しようじゃないとダメなんですよ！　それこそが神じん社じやの掟おきて!!」


　力りき説せつする二人を見る涼子の目がスッと細められた。冷ひややかな据すわった目である。


「あんたらの勝手な基準で人をなじるんじゃないわよ!!」





　墓ぼ参さんから戻もどってきた慶一郎は、境内で木ぼく刀とうならぬ竹たけ箒ぼうきを振り回している涼子の姿すがたを発見して声をかけた。


「御剣、何をやってるんだ？」


「掃除です！」


　涼子はそう答えながら、狛こま犬いぬの上に登のぼって避ひ難なんしている静馬と大作の無む防ぼう備びな足を狙ねらって竹箒で突ついている。


「もうすぐ昼だぞ。飯めしにするから着き替がえてこい」


「メシやと？」


　静馬はしがみついていた狛犬から跳ちよう躍やくし、慶一郎の前に降おり立った。


「南な雲ぐもォ、今日の昼メシは何や!?」


「ん？　まだ決めてないが……かた焼きそばにでもするかな。あさりのパスタもいいが」


「かた焼きそば？　パスタ？　アホか！　おのれはいったい何のために日本に戻ってきたと思とんねん!?」


　文ぶん脈みやくからして無関係としか思えない唐とう突とつな問いに、慶一郎は顎あごに手を当てて思し案あんした。


「お前をコテンパンに叩たたきのめすため……だったかな」


「ちゃうわ！　日本の夏の味み覚かくをたっぷり思うさま満まん喫きつするためじゃ！」


「そうだったのか……しかし夏の味覚というと？」


「日本の夏ゆうたら素そう麵めんに決まっとる！　それも流し素麵や!!」


「あれは家庭でやるものなのか？　だいたい素麵を流すための設せつ備びが──」


「青あお竹だけならあるぞ」


　不ふ意いに横から会話に割わり込んできたその声に、全員の視し線せんが集中した。いつの間まにか現あらわれた鉄斎がそこに立っていた。鉄斎は射い抜ぬくような鋭するどい眼まな差ざしを静馬に向ける。


「たまには変わった趣しゆ向こうも面おも白しろかろう。だが準じゆん備びは言い出したお前がやれ。よいな、小こ僧ぞう」


　そういうことになった。





　　　　☆





　それからおよそ一時間後──


　鬼塚家の台所から廊ろう下かを渡り、居い間まを横切って縁えん側がわまで、流し素麵用の樋といが青竹で組まれていた。静馬と大作の労ろう作さくである。


「……あっ、来た来た！」


　右手に箸はし、左手に自じ家か製せいつゆの入ったガラスの碗わんを持った涼子がはしゃいだ声を上げた。


　青竹の樋を伝つたう水に乗って白い素麵が流れてくる。それを箸ですくい上げ、つゆに通して口に運ぶ。つゆは水っぽくならないようにやや濃のう厚こうになっているが、決して強すぎる味付けではなく、舌した触ざわりはまろやかである。つゆをからめた素麵を口に入れると、つるっと滑すべるように喉のどまで落ちてくる感かん触しよくがあった。


「美お味いし～い！　これって本当に素麵？」


「こんなの初めて食べましたよ」


　大作も思わず舌した鼓つづみを打つ。他ほかにも具として錦きん糸し卵たまごや煮に染しめた椎しい茸たけの細ほそ切ぎり等が用意されているが、つゆと素麵だけでもいくらでも食べられそうだった。鉄斎と美雪は黙もく々もくと素麵をすすっている。無口なのはいつも通りだが、箸の動く速度に躊ちゆう躇ちよがない。


「ちょっと待たんかい……これはいったいどういうことや!?」


　四人の視線が庭にわの方に向けられた。苦く情じようの主ぬしは樋の終しゆう点てんの桶おけの前にいる静馬だった。


「何か文もん句くでもあるの？」


「大ありじゃ！　何でオレが一番下流なんや？　お前らばっかり食いやがって……一本しか流れてきてへんやんけ！」


　静馬は箸の先に一本の素麵をつまんで見せながら抗こう議ぎした。居間を横おう断だんする樋の上じよう流りゆうから鉄斎、美雪、涼子、大作、そして静馬という順で座すわっている。


「しょうがないですよ静馬さん。これが鬼塚家のヒエラルキーなんですから」


　縁側に座っている大作が口だけ申し訳わけなさそうに言う。


「アホか、誰だれのおかげで流し素麵が食えると思とんねん！」


「南雲先生」


「ちゃうわ！　流し素麵のアイデアを出したんは誰やて訊きいとんねん！」


「誰なんでしょうねえ？　あいにくと流し素麵の発はつ祥しようについては詳くわしくなくて……」


「誰が歴れき史しを語れゆうた!?　とにかくオレが最初に食う権けん利りがあるはずや！」


「確たしかに、お前の言うことにも一理あるな」


　居間に顔を出した慶一郎が口を挟はさんだ。片手に持ったガラスの碗わんを差し出す。


「特製の素麵を流すからこのつゆで食ってみろ。お前に最初に試し食しよくさせてやる」


「先生、このバカに気を遣つかってもつけあがるだけよ」


「いいから」


　不ふ満まんげな涼子をよそに、慶一郎の持ってきた碗は大作経けい由ゆで静馬の手に渡された。入っている特製つゆは他のものよりも色が薄うすく黄色っぽい。


　慶一郎が台所に引っ込んでからほどなくして、新たな素麵が流れてきた。


「よっしゃ来～～い！」


　特製素麵は四人の目の前を素す通どおりし、待ち構かまえる静馬の元へ運ばれる。静馬は素麵を素す速ばやく箸でつまみ上げ、その色つやを観かん察さつした。素そ材ざいや製法が違うのか、普ふ通つうの素麵に比くらべて透とう明めい感かんがある。


「白しら滝たきだったりして」


「黙だまっとれ！」


　静馬は涼子をにらみ返すと、見せびらかすように一度麵を持ち上げてから特製つゆにひたした。たっぷりとつゆをからめた素麵を一気にすする。


「むぐっ!?」


　素麵を口に含ふくんだ直後、静馬の表情が凍こおり付いた。


　全身が小こ刻きざみに震ふるえ始めたかと思うと、やにわに立ち上がり、身をよじりながら飛び跳はねる。非ひ常じよう事じ態たいが起きているのは明らかだった。


「ど、どうしたんですか静馬さん!?」


　慌あわてて駆かけ寄る大作に、静馬は口をモゴモゴさせながら何事かを耳打ちする。


「……え？　酸すっぱい？　辛からい？　どっちなんですか？　え、両方!?」


　居い間まに戻もどってきた慶一郎に涼子が訊たずねる。


「特製素麵って、何を食べさせたの？」


「タイ風流し素麵だ。ビーフンを冷たいトムヤムクンで食べるんだが……どうかな？」


「──殺す気かァァッ!?」


　ようやく素麵ならぬビーフンを飲み下くだした静馬が、目を潤うるませながら抗議した。


「何がタイ風や。オレの口は完全に和風の素麵を迎むかえる体たい勢せいになっとったんやぞ？　そこへいきなりトムヤムクンはないやろ！」


「予よ告こくしない方がインパクトがあると思ったんだが」


「カルチャーショックにもほどがあるわい!!」


「そいつは悪かったな……で、味は？」


「味やと？」


　静馬は一いつ瞬しゆん、思し案あんしてから答える。


「そんなもん一口で分わかるわけないやろ。もっと食わさんかい！」


「……どうやら不ま味ずくはないようだな」


　結局、静馬は一人でタイ風流しビーフンをたらふく食べることになった。試ためしに一口だけ食べてみた大作の感想は『和風素麵とは一いつ緒しよに食べない方が吉きち』であった──





「──よっしゃ！　腹もふくれたことやし、そろそろ行こか」


　箸を置くなり、静馬は立ち上がって麦むぎわら帽ぼう子しをかぶった。


「行くってどこへ？」


「荒あら川かわでザリガニ釣つりや。行くで、大作！」


「ああっ、待ってくださいよ～」
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　いきなり全力疾しつ走そうする静馬を、大作が慌あわてて追っていく。二人を見送りながら慶一郎は呟つぶやいた。


「……奴やつらはなんであんなに元気なんだ？」


「バカだからよ」


　涼子は一言のもとに切って捨すてると、残った素麵のつゆをすすった。





　　　　三





　神か奈な川がわ県・真まな鶴づる──


　夏草の生おい茂しげる広い庭にわに、涼すずやかな胡こ弓きゆうの音ね色いろが流れていた。


　胡弓は三しや味み線せんに似にた東洋の弦げん楽がつ器きである。バイオリン等と同じく馬の尻尾しつぽの毛を張った弓ゆみによって奏かなでられるその優ゆう雅がな音色は、西洋のそれとは趣おもむきが異ことなっている。


　いつもならただ美しく儚はかなげに響ひびく胡弓の調しらべは、今日きようはどこか晴はれやかな清せい冽れつさがあった。聴きく者の心に自由な風を感じさせる調べである。


「真ま琴こと様……」


　縁えん側がわに座すわって胡弓を奏でていた京きよう極ごく真琴は、弓を弦げんから離はなすと、その遠えん慮りよがちな声に振り向いて柔にゆう和わな微笑ほほえみを見せた。


　お盆ぼんを持った美み月つきが、私し室しつを挟はさんだ向こう側の廊ろう下かに立っていた。


　美月は少し驚おどろいたような表情で立ちすくんだが、すぐに気を取り直して真琴の傍そばまで歩いてくる。お盆にはガラスの器うつわと湯ゆ呑のみが二つずつ、それに急きゆう須すが載のせられていた。


「あんみつです。大おお伯お母ば様が持っていけって……」


「ありがとう。美月さんもお座りなさい。一いつ緒しよにいただきましょう」


　真琴はそう言って自分の隣となりを手で示しめす。


　美月はぎこちない手つきでお盆を置くと、そのお盆を挟んで真琴の左隣に正せい座ざした。真琴の差し出した手を取って、あんみつの器とスプーンに導みちびく。どちらも昔むかしから使われている真琴の手に馴な染じんだ食器であるため、手に触ふれさえすれば扱あつかいには困こまらなかった。


　真琴は好こう物ぶつの白しら玉たまをスプーンですくい上げると、童どう女じよのような笑えみを浮うかべて口に含ふくんだ。


「うふふ……冷たくて美お味いしい」


　真琴があんみつを味わっている間に、美月は湯ゆ呑のみに緑りよく茶ちやを注ついだ。真琴はその音で正せい確かくに位置を把は握あくしている。手を伸のばして湯呑みを摑つかむ動作に迷まよいがなかった。


　真琴は幼よう少しようの頃ころに視し力りよくを失っている。だが京極家に伝つたわる〈神威カムイの拳けん〉の呼こ吸きゆう法ほうによる鍛たん錬れんもあって視し覚かく以外の五感は常じよう人じん以上に鋭えい敏びんであり、ことに生き物の気け配はいを察する能力に秀ひいでていた。手入れの行き届とどいていない雑ざつ草そうだらけの庭にわも、真琴には無数の生命の息い吹ぶきが感じられるお気に入りの場所だった。


　京極家の当とう主しゆである真琴が屋や敷しきの外に出ることはまれである。しかし屋敷内のことは熟じゆく知ちしており、杖つえさえあれば付き人をほとんど必要とせず、目の見える者と同様に自由に敷地内を歩き回ることができた。実際、美月は一〇歳さい頃まで真琴が盲もう目もくであることに気付かなかった。杖を持っているのも足が不自由なためだろうと思い込こんでいたのである。それほど真琴の立たち居い振ふる舞まいは自然だった。


「何か心配事ですか？」


　不ふ意いに訊たずねられて、美月はハッと顔を上げた。真琴の闇やみを映うつす目が美月を見ている。


　真琴は心を読んだわけではない。美月が自分のあんみつに手をつけていないことから推すい理りしたにすぎなかった。


　美月は浅あさ葱ぎ色いろのワンピースの裾すそをいじりながら、消え入りそうな声で呟つぶやいた。


「叔お父じ様のことで……」


「あら、幻げん弥や様がどうかしまして？」


　真琴の言葉にはどこか弾はずんだ調ちよう子しがあった。美月はわずかに眉まゆをひそめる。


「私、あの方が苦にが手てです。だっていつも酷ひどいことを言って……」


「そうね。少しだけ意い地じ悪わるなところがあるわね」


「少し……ですか？」


　美月はいかにも不ふ満まんそうに唇くちびるを尖とがらせた。幻弥の態たい度どは『意地悪』などという生やさしい言葉では足たりなかった。示しめされているのは明めい白はくな『悪意』に他ほかならないのだ。


「私が心配なのは真琴様の方です。真琴様は、その……」


　その先を言葉にできずに美月は口ごもった。童どう女じよのように屈くつ託たくのない真琴の顔を横目でちらりと見て、再ふたたび視し線せんを落とす。


　美月は真琴が好きだった。美月だけではない、京極家の人間なら誰だれでも真琴を慕したっていた。麗れい人じんであることはもちろんだが、盲目であるがゆえの無む垢くで純じゆん真しんな人ひと柄がら、それでいて傍かたわらにいるだけで人を穏おだやかな気持ちにさせる不ふ思し議ぎな魅み力りよくの持ち主である。あえて嫌きらうことが困こん難なんな人物といえる。


　その真琴に、美月の目から見ても明らかな変化があった。


　この一週間ほどの間に、真琴は見み違ちがえるほどに美しくなり、艶つやを増ましていた。外がい見けん的てきには何も変わっていないはずだが、それでも別人かと思えるほどに印いん象しようが変わっている。裡うちからあふれ出す精せい神しん的な輝かがやきがそう見せているのだ。以前までの姿すがたは蕾でしかなく、それが今になって不意に花開いた──そう例たとえる他はない目め覚ざましい変へん貌ぼうであった。


　真琴の変貌は幻弥の行動の変化と時期を同じくしていた。これまでは半月に一度顔を出す程度だった幻弥が、最近は二日とあけずに京極本ほん家けに現あらわれては、半日近くも居い座すわるようになっていた。そしてそのほとんどの時間を真琴と過ごしている。


　真琴に何らかの意味で幸福が訪おとずれたことは疑うたがいようがない。それ自体は喜よろこばしいことには違いないが、それをもたらした人物が幻弥であるらしいという事実に、美月は言いようのない不安を感じていた。京極家の要かなめであり宝たからである真琴が、幻弥という毒どく蛇じやによって汚けがされるのではないかという危き機き感かんである。それは美月一人の危き惧ぐではなかった。


　美月の心しん情じようを察して、真琴は諭さとすように言った。


「幻弥様は威い徳とくのある方です。でも不ふ遇ぐうなめぐり合わせの故ゆえに、常つねに誰かと争あらそわずにいられない性質が染しみついておられるのでしょう。確たしかに、あの方は京極本家を憎にくんでこられました……ですが決して美月さんや刹せつ羅らさんたちを嫌きらっているわけではありませんよ」


「そうでしょうか……」


　美月は訝いぶかしげな表情で小首を傾かしげる。


「意地悪な口を利きくのはきっと、見ていて苛いら立だたしく感じるからでしょう。みずからの運うん命めいに立ち向かうことをしない者を責せめているのですわ──」


　真琴は素す足あしのまま庭にわに降おりると、踊おどるような足取りで日向ひなたに出た。両手を広げ、全身に真夏の陽ひ射ざしを浴あびると、白い絣かすりの着き物ものが透すき通るように輝かがやいた。


「私のことなら心配せずともよいのですよ。飾かざりばかりの当主として生かされているだけの私にも、自分の意い志しで何かを変えることができるかもしれない……そう思えるだけで嬉うれしいのです」


「真琴様……」


　誇ほこらしさと力強さを秘ひめた真琴の微笑ほほえみを見て、美月は胸むねが締しめ付けられる思いだった。真琴はすでに覚かく悟ごを決めている。そしてそこに今の美月が口を挟はさむべき余よ地ちはなかった。


　真琴が何かに気付いて顔を上げた。耳をそばだてる素そ振ぶりを見せると、ピンク色の頰ほおに笑みが浮うかぶ。


「……いらしたようですわね」


　美月には聞こえないが、おそらく幻弥の愛車のエンジン音を聞きつけたのだろう。


　その証しよう拠こに、真琴の顔は恋こいする女のそれに変わっていた。





　　　　四





　夏のイベントを満まん喫きつする──静馬と大作のこぢんまりとした野や望ぼうは、流し素そう麵めんだけで終わらなかった。むしろそれは始まりにすぎなかったのである。





　八月十六日──早そう朝ちよう。


『♪タ～ンタ～タタンタンタンタン、タ～ンタ～タタンタンタンタン……』


　いきなり大音量で鳴なり響ひびいた元気潑はつ剌らつとしたメロディに、夢ゆめの中でまどろんでいた涼子は強ごう引いんに現実へ引き戻もどされた。


「……なに？　なに!?」


　鬼塚家の二階の客きやく間まで寝ていた涼子はわけも分わからず飛び起きた。寝ね間ま着き代がわりのＴシャツとホットパンツ姿すがたのままで階段を下おり、サンダルを突っかけて外へ出る。問題の音は境けい内だいの方から聞こえてきていた。


「……いったい何をやってるの？」


「そんなもん見て分からんか？　ラジオ体操に決まっとるやろ！」


　腕うでを振ふり上げ背せ伸のびの運動をしながら静馬が答える。境内にやってきた涼子が目まの当たりにしたのは、ラジカセから流れる『ラジオ体たい操そう第一』に合わせて体操をしている静馬と大作の姿であった。


「あたしが訊ききたいのは、なんでラジオ体操をやってるのかってことよ！」


「そりゃあ、もちろん夏だからですよ！　夏の朝はラジオ体操から始まるものと相そう場ばは決まってます」


　ピョンピョン跳とびはねながら大作が答える。早朝の爽さわやかな空気とは裏うら腹はらに、朝っぱらからこんなバカ二匹ひきを相手にしなければならないことに涼子は軽い目め眩まいを覚おぼえた。


　二人は『ラジオ体操第二』まで完かん璧ぺきにこなすと、呆ぼう然ぜんと眺ながめている涼子の元へ詰め寄った。


「ほら、ハンコ！　ハンコや！」


「ハンコって……？」


「寝ぼけんな！　カードにハンコ押さなラジオ体操やったことにならへんやろが！」


「そうですよ涼子さん！　何のために朝早くから来てると思ってるんですか!!」


　静馬と大作は口々に罵ののしりながら、首からヒモで下げたカードを涼子に押し付けてくる。


　とりあえず涼子が次にとった行動は──二人に蹴けりを食らわせることであった。





　八月十七日──午前。


「真夏につきもんの飲み物ゆーたら何や!?」


　炎えん天てん下かを歩いてきたらしく汗あせだくの静馬が、稽けい古この合あい間まに道どう場じようの軒のき先さきで涼すずんでいた涼子に唐とう突とつな問といをぶつけてきた。


「夏の飲み物ねえ……」


「カッチ、カッチ、カッチ、カッチ、カッチ、カッチ……」


　静馬は急せかすようにストップウォッチの口くち真ま似ねをする。時間切れを待たずに涼子はすっくと立ち上がり、母おも屋やの方へ向かった。


「これでしょ？」


　数分後、涼子が持ってきたのは急きゆう須すと湯ゆ呑のみだった。


　急須から白い湯ゆ気げを上げる番ばん茶ちやを湯呑みに注つぐ。静馬は湯呑みをわしづかみにすると、唇くちびるを尖とがらせて吹ふき冷さましながら番茶をすすった。ダラダラと汗を流しながら、ほぼ熱ねつ湯とうに近い番茶を半分ほど飲んだところで急に顔を上げる。


「アホ、熱あつすぎるわ！」


「暑い時には熱いお茶って相場は決まってるのよ」


「そんな生活の知ち恵えはいらん！　オレが言うとんのはもっと冷たいやつや!!」


「……わがままなやつ」


　再ふたたび母屋に行った涼子は、発はつ泡ぽうスチロールのケースを抱かかえて持ってきた。


「ほ～ら、冷たいわよ」


　ケースに入っていたのは分ぶ厚あつい氷の塊かたまりであった。


「ああ～冷ひやっこいわ～～めっちゃ気持ちええ～」


　静馬は氷ひよう塊かいに抱だきついて頰ほおずりし始めた。氷塊を舐なめ回し、全身で冷たさを味わうかのように抱きついたままゴロゴロと転ころげ回る。幸こう福ふくの絶ぜつ頂ちようを体たい現げんしているかと思われた静馬は、しかし突とつ然ぜん起きあがって氷塊を投げ捨すてた。


「オレは動物園のシロクマか!?　なんで大おお喜よろこびして氷の塊と戯たわむれなアカンのや！　しかもこの氷、めっちゃ魚臭くさいやんけ！」


「築つき地じの魚うお河が岸しから持ってきたんだからしょうがないわよ」


「もっかい言うぞ？　飲み物や！　しかも冷たいの!!」


「はいはい」


　三度、涼子は道場と母屋を往おう復ふくした。


　戻もどってきた涼子は、ガラスコップを載のせたお盆ぼんを持っていた。水すい滴てきのついたコップには茶色の液体が満たされている。


「そうそう……夏っちゅーたら、こめかみがキーンてなるくらいよう冷えた麦むぎ茶ちやや！」


　静馬はコップを摑つかんで一気に飲み干ほそうとしたが、途と中ちゆうで激はげしくむせた。


「誰だれがそばつゆ持ってこいゆーた!?　しかも微び妙みようにボケにくいわ！」


「うるさいわね。飲めないわけじゃないでしょ」


　二人のやりとりを横目に、大作がようやく飲み頃ごろになった番茶をすすってため息を吐く。


「このコントは……僕が突つっ込こむまで終わらないんだろうなあ」





　八月十八日──午後。


「夏っちゅーたらかき氷や！　そやろ？」


　いきなり鬼塚家の庭にわに現あらわれた静馬は、誰に同意を求めているのかそう訴うつたえた。庭に面した居い間まには鉄斎と美雪、それに涼子がいたが、三人はちらりと庭の方を一いち瞥べつしただけで、完全に静馬を無む視しした。


「何やその態たい度どは！　オレが何か間ま違ちがったことでも言うたか？」


「要するにかき氷が食べたいんでしょ。自分でお金出して勝かつ手てに食べれば？」


　文もん句くのつけようのない正せい論ろんである。静馬は口をパクパクさせたが、結局言うべき言葉が思いつかず、隣となりにいる大作の肩かたを叩たたいた。


「大作、お前の口からバ～ンと言うたれ！」


「まかせてください」


　大作は一歩前に出ると、胸むねを張って宣せん言げんした。


「僕らは単にかき氷を食べたいわけじゃありません！　ロハで食べたいんです!!」


「い、言い切りやがったわね……」


　清すが々すがしさすら感じさせる図ずう々ずうしい物言いに、涼子は返す言葉もなく頰ほおを引きつらせた。静馬が大作の後こう頭とう部ぶを平ひら手てでひっぱたく。


「アホ、正しよう直じきに言うやつがあるか！　もっとこう、オブラートに包つつまんかい！」


「かき氷くらい安いもんだ。せいぜいシロップ代だろ」


　居間に現れた慶一郎が助け船を出した。


「お前たちの望み通り、ロハでかき氷を食わせてやってもいいぞ」


「マジか？」


「ただし条件がある。この樽たるのハンドルを回してもらおう」


　慶一郎が持ってきたのは直径四〇センチほどの寸ずん胴どうの樽だった。上うわ蓋ぶたの中心から金きん属ぞく製せいの軸じくが出ていて、摑つかんで手で回すためのハンドルが付いている。


「何じゃこりゃ？」


「遅おそすぎず速はやすぎず、適当な速さでハンドルを回すんだ。三〇分ほどで終わる」


　正しよう体たい不ふ明めいの樽を二人に託たくすと、慶一郎は奥に引っ込んだ。静馬と大作は仕し方かたなく縁えん側がわに樽を置き、交こう替たいでハンドルを回し始める。


「あれ？　ハンドルが重くなってきたような……」


　一〇分ほど回し続けたところで大作が変化に気付いた。静馬が替かわって回し始めて数分も経たつと、ハンドルの重さは倍になった。


「どんどん重たなってくぞ。これ、中なか身みはいったい何やねん？」


　文もん句くを吐はきつつも、静馬は言われたとおりにハンドルを回し続ける。回し始めて三〇分が過ぎる頃ころには、静馬の額ひたいから汗あせの粒つぶが滴したたり落ちていた。


「ご苦労だったな。約やく束そくの物だ」


　慶一郎が持ってきた特製かき氷を見て、二人はヒュウと口くち笛ぶえを吹ふいた。


　大きなガラスの器うつわに盛もられたかき氷の山の高さはおよそ三〇センチ。中ちゆう腹ふくは三色のシロップで毒どく々どくしく染そめられ、頂ちよう上じよう付ふ近きんには冠かん雪せつに見立てた練れん乳にゆうがたっぷりとかかっている。天てつ辺ぺんにこんもりと盛られている黒い塊かたまりは小豆あずき餡あんであった。


「わーい、いっただっきま～す！」


　大作が子供のような声を上げる。二人は喜よろこび勇いさんで特製かき氷の山をスプーンで切り崩くずし始めた。


「あ～っ！　ナギーったらいいもの食べてる～」


　裏うら口ぐちから庭にわに入ってきた姫ひめ川かわ沙さ羅らが、飛び跳はねるようにして駆かけ寄ってきた。日本の夏が蒸むし暑あついこともあって、沙羅は普ふ段だんからショートにしている金きん髪ぱつをさらに短く切ってボーイッシュなスタイルにしている。チューブトップに、お尻しりがはみ出そうなほど短くしたジーンズという露ろ出しゆつ度どの高いいでたちである。


　特製かき氷に目を輝かがやかせた沙羅は、静馬に背中から抱だきついて甘あまえた。


「ねーねーねー、アタシにもちょうだ～い」


「あかん！　これは労働の報ほう酬しゆうとしてもろたんや。働かざるモノ食うべからずや」


「ブゥ──、ケチ～～」


　頰ほおを膨ふくらます沙羅の肩を、美雪が指先でつっつく。振り向いた沙羅の目の前に差し出されたのは、ブルーベリー・ソースのかかったアイスクリームであった。


「食べていいの？」


　美雪は黙だまって頷うなずくとスプーンを沙羅に手渡した。沙羅はさっそくアイスクリームをすくって口に運ぶ。滑なめらかな舌した触ざわりと濃のう厚こうなミルクの風ふう味みが口の中に広がった。プレーンなアイスにブルーベリー・ソースの上じよう品ひんな甘さが絶ぜつ妙みようにマッチしている。


「んん～～、ちょ～美味しいデリシヤス～～!!」


　沙羅はとろけるような恍こう惚こつの表情になり、身体からだを震ふるわせた。味を確かく認にんするためにもう一口、我が慢まんできずにさらにもう一口とアイスを口に運ぶ。


「他ほかにもまだあるぞ。試ためしてみてくれ」


　再ふたたび台所から戻もどってきた慶一郎が言った。アイスクリームをサービスしている慶一郎の手元には、ブルーベリーの他に数種のフルーツ・ソースと、トッピング用のチョコレートやアーモンドのチップが用意されている。


「ちょっと待たんかい！　そのアイス、まさか自じ家か製せいか？」


「もしかしてさっきの樽たるは……」


「ああ、さっきお前たちに手て伝つだってもらったろ」


　慶一郎は脇わきに置いてある樽を叩たたいた。樽の中は二重構こう造ぞうで、外側には氷、内側の金きん属ぞく製のボウルには牛乳や卵らん黄おう、砂さ糖とう等を混まぜたものを入れるようになっている。外に出ているハンドルを回すことで材料をかき混まぜながら冷やし固めることができる、手しゆ動どう式のアイスクリームメーカーであった。


「結局そのアイスはオレらが作ったようなもんやんか！　オレにも食わさんかい」


　静馬は沙羅からアイスの皿さらを奪うばおうとしたが、沙羅はサッと身を退ひいてその手を躱かわした。マンゴー・ソースをアイスにかけて食べている涼子が横から口を出す。


「かき氷が食べたかったんでしょ？　だったらアイスはいらないわよね～」


「おのれ～、さてはお前……最初から知っとったな!?」


「だったら何よ？　言い出したのはあんたの方でしょ。文もん句くを言われる筋すじ合あいじゃないわ……それにしてもこのアイス、抜ばつ群ぐんに美お味いしいわね～」


　涼子は二人に見せつけるようにアイスをすくって食べる。およそ料理としての手て間まのかけ方や味付けの繊せん細さいさにおいて、かき氷はアイスクリームに及およぶべくもなかった。特製かき氷は見た目こそ豪ごう勢せいだが、慶一郎の仕事はかなり大おお雑ざつ把ぱである。


「その特製かき氷を完食した後でなら、こっちのアイスを分けてやってもいいぞ」


「よっしゃ！」


　慶一郎の言葉に、静馬と大作は猛もう然ぜんとかき氷を食べ始める。しかしすぐにスプーンを取り落とし、頭を抱かかえて悶もだえ苦しんだ。


「むぐおおっ……頭が！　頭が割われるよーに痛いたいィィ！」


「一気に食べるからでしょ？　ほんっとにバカね」


　涼子に冷たい言葉を浴あびせられながらも、二人は必ひつ死しでかき氷を食べ続ける。


　ガキッ。


　山の高さが半分ほどに減へった頃ころ、スプーンの先せん端たんが何か硬かたい物に触ふれた。怪け訝げんな顔でかき氷の山を掘ほった大作は、その正しよう体たいを知って青ざめた。


「こ、氷ですよ！　この山の中心部は氷の塊かたまりだったんです！　道どう理りでなかなか溶とけないと思った……」


「ええい、負けるかァ！」


　涼子や美雪たちが自家製アイスを味わっている間、静馬と大作は激はげしい頭痛に苛さいなまれながらも執しゆう念ねんでかき氷と格かく闘とうした。


　しかしその努力も虚むなしく、彼らがアイスを口にすることはついになかった。完食した頃には、アイスはすっかり食べ尽つくされていたのである──





　　　　五





　残ざん暑しよの昼下がり──


　真琴の奏かなでる胡こ弓きゆうの音ね色いろを楽しみながら、幻げん弥やは古びた日記に目を通していた。


　京きよ極うご本くほ家んけ、幻弥の私し室しつとして使われている客きやく間まである。


　部へ屋やの床ゆかの至いたる所に、書庫と見み紛まごうばかりに大量の書しよ物もつが積つみ上げられていた。それらはすべて京極家秘ひ蔵ぞうの門もん外がい不ふ出しゆつの文ぶん献けんである。現当とう主しゆである真琴の口くち添ぞえがあって初めて幻弥が読むことを許ゆるされた特別な書物も少なくない。京極家の先々代当主が記しるした日記もその一つであった。


　幻弥は日記を閉じると、積み上げてある他の書物の上に無む造ぞう作さに置いた。


　文ふみ机づくえの前から立ち上がり、書物の山を跨またいで縁えん側がわにいる真琴の傍そばへ向かう。縁側に腰こしを降おろし、そのままゴロンと横になると、幻弥の頭がちょうど真琴の膝ひざの上に載のった。真琴は胡弓を横に置き、幻弥の頭の据すわりがいいように座すわり直した。


　胡弓の音色に代かわって、遠くのセミの鳴なき声と、時おり風に揺ゆれる風ふう鈴りんの涼すずやかな音が聞こえてくる。


「……やはり〈神威カムイの拳けん〉そのものが問題だな」


　真琴の膝ひざ枕まくらでくつろぎながら、幻弥は独ひとり言ごとのように呟つぶやいた。真琴にしか聞こえない小声である。


「京極家はかつて内だい裏りにおいて貴き人じんの警けい護ごを生なり業わいにしてきた一族だ。武ぶ士しだか忍にん者じやだかはっきりしないが、強力な武ぶ術じゆつと諜ちよう報ほう術を誇ほこった組そ織しきだったことは間ま違ちがいない。その京極家に〈神威の拳〉が伝つたえられたのが四〇〇年前──歴史で言やあ戦せん国ごく時代の末まつ期きだな。もっとも『伝えられた』ってのは正確じゃない……『盗ぬすんだ』ってのが実際のとこだろう」


　遠目には睦むつみ合っているようにしか見えないが、淡たん々たんと語る幻弥の口く調ちように甘あまさは微み塵じんもなかった。


「ある時、京極一族は恐おそるべき敵てきと巡めぐり会った。仙せん術じゆつ気き功こう闘とう法ほう〈神威の拳〉の使い手──東ひがし方かた流りゆう玄げんとな。一族の誇りをかけて多くの猛も者さが流玄に勝しよう負ぶを挑いどんだが、どんな手を使っても仕し留とめることはできなかった。ところがその中に一人、京極の素す性じようを隠かくして流玄に近付き、腕うでを見み込こまれて弟で子しになった男がいた……その男が京極流〈神威の拳〉の元がん祖そというわけだ」


　幻弥が語っている内容は、京極家の古い文ぶん献けんを読み漁あさり、様さま々ざまな記録を照てらし合わせることで導みちびき出された〈神威の拳〉伝でん承しように関する経けい緯いであった。京極家に伝えられている正せい統とうな伝承とは食い違う部分もあるが、それは一族に都つ合ごう良く隠いん蔽ぺいされ、改かい竄ざんされ、捏ねつ造ぞうされたと思われる箇か所しよを幻弥が独自の解かい釈しやくで修しゆう正せいし、推すい理りを加えたためである。真しん実じつとして語れば長ちよう老ろうたちから猛もう反はん発ぱつを食らうことは明めい白はくだったが、幻弥自身はかなりの部分で事実に近いところにたどり着ついたという確信があった。


「京極流〈神威の拳〉は、その始まりからして一つの宿しゆく命めいを背せ負おっていた。東方流玄を倒たおすことが悲ひ願がんであり、究きゆう極きよくの目もく標ひようだったわけだ。同じ技わざを使うなら勝てないはずはない……が、ところがそう上う手まくはいかなかった。〈神威の拳〉は使いこなしが非常に困こん難なんなうえ、持って生まれた体質に大きく影えい響きようされるからだ。〈仙せん骨こつ〉のあるなしの差ってところか。事実、京極一族で〈神威の拳〉の強力な使い手になれたのは、流玄の弟子になった男の直ちよつ系けいの血けつ族ぞくだけだった。そして京極流〈神威の拳〉を極きわめんとする者には避さけがたい試し練れんが待っている──」


「それが〈闇やみ神威〉……ですね」
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「そうだ。過か去こその世代で最強と呼よばれた使い手のうち、闘たたかいで命を落とした者はほとんどいない。みな記録上は病死だが、発はつ現げんした〈闇神威〉の力で自じ滅めつした者も多いはずだ。たまたま〈闇神威〉に耐たい性せいがあった者がいても、そこから先へは行けなかった……〈闇神威〉を克こく服ふくするためだけに分ぶん家けが作られたが、現在に至いたるまで成せい果かはないときた」


　幻弥は自じ嘲ちよう気ぎ味みに鼻はなで笑った。


「で、肝かん心じんの東方流玄だが……京極家の記録では二度、接せつ触しよくしている。京極家に〈神威の拳〉が伝えられてからほぼ一〇〇年後と、さらにその一〇〇年後だ。その時々の一族最強の使い手が対戦しているが、勝ったという記録は残っていない。京極流〈神威の拳〉の歴史が四〇〇年だから、単純に計算すりゃあそろそろ現あらわれる頃ころだな」


「その東方流玄という方は何者なのでしょうか。同じ人物ではないのでしょう？」


「どうかな。仙せん術じゆつとか仙道ってのは究極的には不ふ老ろう不ふ死しを目め指ざす法だと言うからな。京極一族にも〈神威の拳〉の鍛たん錬れんによって驚おどろくほど長生きした者もいる。あの乾かん物ぶつババァとかな。それに三人の……いや、現代のも含ふくめた四人の東方流玄が同どう一いつ人物でないとしても、〈神威の拳〉によって不老長ちよう寿じゆの体質になっていると考えた方が理に適かなう。それほどの使い手でなければ『東方流玄』の名は継つげないってことだろう」


　言いながら、幻弥は手を伸のばして真琴の形のいい尻しりに触ふれた。


「……もう、幻弥様ったら」


　真琴はお返しに幻弥の耳をつまんで引ひっ張ぱる。幻弥は少々だらしなく口元を弛ゆるめてニヤついたが、触ったのは別に助すけ平べい心ごころからではない。強こわ張ばった膝ひざ枕まくらの柔やわらかさを調ちよう節せつしたのだ。


「でも……どうして一〇〇年ごとなのでしょうか。何か意味でも？」


「研究成果を試ためしに来るんだろうよ。東方流玄はけっこう気き前まえよく〈神威の拳〉を人に教えているようだ。見込みがあるから教えるんだろうが、たいていはそいつ一代限りで、後こう継けい者しやもいないのが普ふ通つうだ。そういう意味で京極一族は確たしかに特別だと言えるな。〈神威の拳〉を伝でん承しようするのはよほど大変なことらしい」


　真琴は黙だまり込こんだ。京極流でさえ謎なぞが多いというのに、それ以外の個々の使い手となるともはや理り解かいの及およぶところではない。雲を摑つかむような話だった。


「こいつは俺おれの想像だが……東方流玄はある種の〈実験〉をやっているんじゃないかと思う。生きた人間の身体からだを使ってな」


「実験──!?」


「〈神威の拳〉は人間の身体から超ちよう常じよう的てきな力を引き出す仙術だ。恐おそろしく複ふく雑ざつなパズルに似にている。そしてそれを解といた者だけが人間を超こえたその先へ行くことができる……」


「それもまた推測に過ぎないのでは……？」


「ああ。だが〈神威の拳〉は言わば京極一族にかけられた呪のろいのようなものだ。誰だれかがそのパズルを解かねば……少なくとも答えがあることを確かめねばならん。〈闇やみ神威〉は一つの答えだ。だがそれは終わりではない……終わりであってはならないんだ」


　幻弥は深く息を吐はいた。もともと血けつ色しよくがいいとは言えない顔に疲ひ労ろうの色が濃こく浮うかんでいる。


「手て掛がかりがないわけじゃない……先々代の当とう主しゆが遺のこした日記には、『〈神威の拳〉の極みに至いたる方法を見つけた』という一文がある。それを書いてすぐに、本人は箱はこ根ねの山に入ったまま帰らなかったが、あるいは──」


　幻弥の目ま蓋ぶたがゆっくりと落ちていく。真琴の膝の上で、幻弥はやがてゆるやかな寝ね息いきをたてはじめた。





　　　　六





　八月二十二日──夜。


「氷が足たりないな……」


　冷れい凍とう庫こ内の製せい氷ひよう皿ざらを覗のぞき込こみながら、慶一郎は独ひとりごちた。


　テーブルに出されているコップは一〇個近くあるが、氷の数は明らかに足りていない。慶一郎はヤカンごと水で冷やしていた麦むぎ茶ちやをピッチャーに移すと、氷をまとめて放ほうり込んだ。そのピッチャーとコップと一いつ緒しよにトレーに載のせて運ぶ。


　明かりの消された廊ろう下かを進んで居い間まの前までやってきた慶一郎は、障しよう子じ戸ど越ごしに中の様よう子すを窺うかがった。唯ゆい一いつの光こう源げんである蠟ろう燭そくの明かりが揺ゆらめき、障子に奇き妙みような影かげ絵えを映うつしている。耳を澄すますと、ボソボソと喋しやべる女の声が聞こえてきた。


『……で、その女の子に「お母さんはどこにいるの？」って訊きいたら、その部へ屋やにある古い洋服ダンスを指さしたんだって。なんかイヤ～な感じがしたんだけど、しょうがないから観かん音のん開びらきになってる戸を両手で摑つかんで、バンッて開いてみたんだって。そしたら──』


　誰かが息を呑のむ気け配はい。


『洋服ダンスの中には誰もいないから「お母さんなんていないじゃないか」って言うと……女の子が「そこじゃない」って言うのよ。それでよくよく女の子の指さしてる方を見ると、洋服ダンスの下の方にある抽ひき斗だしをさしてるの。でも、そんなバカなことがあるわけがないわよね。だってその抽斗は人間が入るにはあまりに小さすぎたから。でも女の子の言うこと確たしかめたくて、彼女はその抽斗を開けようとしたんだって。そしたら、抽斗が変に重いのよ……』


　ヒッ、と短い悲ひ鳴めいが聞こえてくる。抑よく揚ようをつけない単調な語り口だが、それがかえって聴きく者の想像力を刺し激げきしていた。


『力一いつ杯ぱい引いてようやく二〇センチくらい抽斗が開いたんで、中を覗のぞき込こんでみたんだって。そしたら……真っ暗な抽斗の中にいる誰かと目が合ったのよ。彼女はびっくりして尻しり餅もちをついたんだけど、抽斗の中からゴロンって丸い物が転ころがり出てきて、それの正しよう体たいをはっきり見ちゃったの。それは……包ほう帯たいでグルグル巻きにされた人の生首だったのよ──』


　スパァン！


　慶一郎は障子戸を一気に開いた。


「ギャァァァァ──────ッ!!」


　恐きよう怖ふに裏うら返がえった絶ぜつ叫きようが上がる。


　慶一郎は手を伸のばして蛍けい光こう灯とうのヒモを引いた。明かりが点つくと、一本の蠟ろう燭そくを囲かこんで車くるま座ざになっている客たちの視し線せんが集中した。皆みな一いち様ように引きつり青ざめ、今にも泣き出しそうな顔つきになっている。完全に腰こしを抜ぬかしている者もいた。


「そろそろ一いつ服ぷくするか？」


　その提案に異い論ろんを唱となえる者はいなかった。





「夏っちゅうたら怪談や！」


　そう言い出したのは当然ながら静馬である。


　発言した場所が大だい門もん高校だったこともあり、耳ざとく聞きつけた怪かい談だん好きのメンバーがこぞって参加を申し出た。当初の企き画かくではそれぞれが持ち寄った怪談を披ひ露ろうしていく『百物語』の予定だったが、参加者の中に、その段取りを完全にぶち壊こわしにしてしまうほどの強力な人物がいるとは誰も予想していなかった。


　その問題の人物とは──校こう医いの菱ひし沼ぬま奈な々な子こである。


　雰ふん囲い気きたっぷりの蠟燭と古い燭しよく台だいを自前で用意してきた段階で、奈々子が『プロ級の怪談女』だと察した慶一郎は接せつ待たい係がかりを引き受けて台所へ避ひ難なんしていたが、その判断は正しかった。蠟燭に火を点つけ、蛍光灯を消したその瞬しゆん間かんから、鬼おに塚づか家けの居間は奈々子の独どく壇だん場じようと化したのである。


　ありふれた雑ざつ談だんをきっかけに「○○といえばこんな話があるんだけど……」と自然に恐怖エピソードへ話を持っていく奈々子のやり口は実に巧こう妙みようで、エンターテインメントとして格段に洗せん練れんされていた。ネタも異い常じように豊ほう富ふで、リアリティと恐怖が絶ぜつ妙みようにブレンドされている奈々子の怪談に、一同は自分の怪談を披露することも忘れて聞き手に回るしかなかった。


「でも、菱沼先生はどうして怪談の時だけ流りゆう暢ちような話し方になるんでしょうねえ？　いつもは間ま延のびしてるのに……」


　乾かわいた喉のどを麦茶で潤うるおしながら、大作は当然の疑問を口にした。他の参加者も気持ちは同じだったが、怖がり疲れてもはや賛さん同どうする元気すら残っていなかった。平気そうに見えるのはスイカを食べることに夢む中ちゆうになっている静馬と、そもそも怖がっているのかどうかよく分からない美雪くらいである。


「あの～、涼子ちゃん……」


　結ゆう城きひとみが申し訳わけなさそうに言った。


「腕うでを摑つかむ時に思いっきり爪つめを立てないでほしいんだけど……」


「え？　あたし……爪立ててた？」


「そうよ。ほら見てよ」


　ひとみは自分の左腕を見せた。二の腕に手の形に赤くなった部分があり、爪の食い込んだ跡あとがくっきり残っている。奈々子の怪談を聴きいている間じゅう、涼子が摑んでいた部分だった。


「あら～、すごいアザになってるわね～」


　奈々子が校医らしい手つきでひとみの腕を診しん察さつする。


「でも～……ホントにこれ、涼子ちゃんが摑んでたの～？」


「……え？」


「涼子ちゃんにしては手て形がたが大きいような気がするのよね～」


「な、何を言ってるんですか？」


「だってほら～、怪談をしてる場所にはよく寄ってくるって言うじゃない～？　涼子ちゃんじゃなくて、この場にいるはずのない誰だれかの手だったりして～～」


　一いつ瞬しゆん、居い間まが静まり返り、生なま暖あたたかいそよ風が吹ふきすぎていった。


「いやああぁ～～～っ！」


「お、おお落おち着ついてよ、ひとみ！」


　恐怖のあまり錯さく乱らんするひとみを、涼子が必ひつ死しになだめた。


（Ｓだ……この女、完かん璧ぺきにＳだ）


　涼すずしい顔の奈々子を見て誰もがそう確信した。凍こおり付いた雰ふん囲い気きを和なごませようと、大作が慌あわてて慶一郎に話を振る。


「そ……そういえば南雲先生は何かないんですか？」


「何かって、何がだ？」


「だから怪談話ですよ。地球を一周してきたんですから、それらしいエピソードの一つや二つあるでしょう？」


「あ～、聞きたい聞きた～い」


　口直しのつもりなのか、ほぼ全員が興きよう味みを示しめして慶一郎の周まわりに集まってきた。奈々子が気を利きかして蠟ろう燭そくを目の前に置く。やれやれと思いながらも、慶一郎は語り始めた。


「そうたいした話じゃないんだがな……オランダのある街まちで安いホテルに泊とまった時のことだ。入った時から雰ふん囲い気きの悪い部へ屋やだなと思ったが、どうせ一晩だけだから別に気にはしなかった。ところが夜中に寝てると、上の方から誰かに見られてるような感かん覚かくがある。どうせ強ごう盗とうか殺し屋だろうと思って、襲おそってくるのを待ってたんだが、一いつ向こうにその気け配はいがないんだ。だが視し線せんが消える気配もない。どうも気になったんで、ベッドの脇わきのスタンドの灯あかりをつけた。すると、壁かべの天てん井じように近いところから金きん髪ぱつの男の首が生えていて、俺を見み下おろしていたんだ──」


　しばしの沈ちん黙もく。しかし一〇秒以上待っても慶一郎が口を開かないので、しびれをきらした大作が催さい促そくした。


「……で、それからどうしたんですか？」


「ん？　いや、それだけだが」


「その続きがあるやろ、続きが！」


　静馬に突つっ込こまれて、慶一郎はムッとした顔で答える。


「翌よく朝あさ、従じゆう業ぎよう員いんに話を訊きいてみると、俺の泊まった部屋で以前に急性アルコール中ちゆう毒どくで死んだプロレスラーがいたそうだ」


「アホ、オチを先に言うてどうすんねん!?　その外人の生なま首くびがどうなったか訊いとんのや！」


「壁から出てきたけどな」


「首だけか？」


「身体からだもちゃんとあったが……」


「それで？」


「うむ……なかなか手強かったぞ。幽ゆう霊れいだけに関かん節せつ技わざが効きかなくてな。なにしろ摑つかみ所がない」


「闘たたかうなよ！」


　怪談としては最悪のオチがついたところで、百物語はお開きとなった。





　　　　七





　温ぬくもりを求めて伸のばした手が空むなしく布ふ団とんを摑む。


　自分が独ひとりであることに気付き、真ま琴ことは目を覚さました。


　瞼まぶたを開いてもそこには闇やみがあるばかりだが、盲もう目もくの者にも昼ちゆう夜やの区別はある。真琴の体内時計では午前二時──虫の声もひそやかな時じ刻こくだった。


　真琴は布団から身を起こすと、辺あたりの気配を探さぐった。庭に面した障しよう子じ戸どが開いていて、そこから夜や気きが流れてきている。その先の縁えん側がわに人の気配を感じた真琴は、襦じゆ袢ばんを羽は織おって立ち上がった。


　幻弥は下した着ぎ一枚の姿すがたで縁側に腰こし掛かけていた。


　長ちよう身しん瘦そう軀くだが決して貧ひん弱じやくな体つきではない、無む駄だな筋きん肉にくが徹てつ底てい的てきに削そぎ落とされた見み事ごとな肉体である。上じよう弦げんの月の光を浴あびたその肌はだ色いろは病的なまでに青白く見える。


　真琴は幻弥の隣となりに座すわって身を寄せた。腕を絡からませ、幻弥の肩かたに頰ほおを預あずける。幻弥の肌はまるで死人のように冷たかった。虫に刺さされた跡あと一つない。


　どうかしましたか──などと真琴は訊かない。幻弥に語りたいことがあればそれを聴きくだけだった。


「俺はこれでも……自分のことをけっこう慈じ悲ひ深い男だと思っていたんだがな──」


　しばらくして口を開いた幻弥はそう自じ嘲ちようすると、鼻で笑った。


「アメリカまで出で向むいて東ひがし方かた流りゆう玄げん本人に会うことも考えたが……京極一族が〈神威カムイの拳けん〉という呪のろいから解とき放はなたれるためには、やはりその謎なぞは自分の手で解かねば意味がない。だが〈闇神威〉の使い手には無む理りな話だ」


　真琴は触ふれ合った肌からただならぬ緊きん張ちようを感じ取った。幻弥の身体からだは震ふるえていた。


「何か……恐おそれることがあるのですか？」


「俺以上に修しゆ羅ら場ばをくぐり抜ぬけてきた男を敵てきに回そうというんだ……恐れもするさ。だが、もっと恐ろしいのは俺自身だな」


　怪け訝げんな顔つきになる真琴に、幻弥は薄うすい唇くちびるを歪ゆがめて白い歯を見せた。


「〈神威の拳〉の謎を解き明かす画かつ期き的な方法を思いついた……我われながら反へ吐どが出そうなほど最悪の、しかしこれ以上はないっていう代しろ物ものさ。上う手まくいけば一いつ石せき二に鳥ちよう、失敗すればすべてを失うしなうことになる。本物の悪あく党とうでなければ思いつかないアイデアをな──」


　もし毒どく蛇へびが笑うことができるとしたら、そんな笑い方をするだろう──そう思わせずにはいられない邪じや悪あくさを含ふくんだ笑えみであった。





　　　　八





「夏っちゅうたら──」


「カレーだろ。しかもとびっきり辛から口くちのな」


　慶一郎に台詞せりふを取られた静馬は、言葉を失って金魚のように口をパクパクさせた。





　八月二十七日──昼。


　残ざん暑しよも少し弛ゆるんできたその日、鬼塚家の昼ちゆう食しよくは欧おう風ふうカレーであった。


　鬼塚家のヒエラルキーにおいては猫ねこにも劣おとる最さい下か層そうに位置する静馬は、一人だけ縁えん側がわに追いやられ、板張りの上に直じかに置いたお盆ぼんの前に正せい座ざさせられていた。ただでさえ暑あつ苦くるしい赤しやく銅どう色いろの顔に滝たきのような汗あせを流しながらカレーライスを口に運ぶと、カレーとほぼ同量のラッキョウと福ふく神じん漬づけを頰ほお張ばってボリボリと嚙かみ砕くだき、それを麦むぎ茶ちやで一気に流し込む。


　コップの麦茶を飲み干ほして一息ついた静馬は、自分に向けられた視し線せんに気付いてにらみ返した。


「何や？　人がメシ食うとるのがそんなに珍めずらしいか!?」


「ここんとこ飽あきるほど見てますけど……大だい丈じよう夫ぶなんですか？」


　食しよく卓たくの末まつ席せきに座すわっている大作が口く調ちようだけは心配そうに訊たずねた。静馬は憮ぶ然ぜんとして、


「大丈夫に見えるようやったら、お前の目玉は腐くさっとる」


「よかった、まだ腐ってないや。食事というより苦行に見えますからね」


「……それって、遠回しに当てつけてるわけ？」


　鼻はなの頭から滴したたり落ちそうになる汗の粒つぶを手で拭ぬぐいながら涼子が言う。


「言いたいことがあるならはっきり言いなさいよ」


「おう、言うたるわい。辛からいにもほどがあるんじゃ!!　しかも辛いばっかりで味に深みっちゅうもんがあれへん！」


「あたしだって同じの食べてるのよ！　タダで食べられるだけ有あり難がたいと思いなさいよ」


「有り難迷めい惑わくじゃ！　タダどころかカネもらわんと割りに合わんわ。お前の作るモンは食い物の名を借かりた凶きよう器きや!!」


「ぬわんですってェ～～～ッ!?」


「……もう少し静かに食えないのか？」


　慶一郎が殺さつ気き立だつ二人に釘くぎを刺さした。


　事の起こりは、慶一郎が煮に込こんでいる最中のカレー鍋なべの番を涼子に任まかせたことだった。後はカレー粉こを入れるだけという話を聞いた涼子は、ちょっと気を利きかせたつもりで、小さな缶かん入りのカレー粉こ──本ほん来らいは小さじ三～四杯はいで十じゆう分ぶんな──を全部鍋に投とう入にゆうしてしまったのである。


　匂においで異い変へんに気付いた慶一郎が駆かけつけた時にはすでに手て遅おくれだったが、それでもかき混まぜる直前だったため、多量のカレー粉に冒おかされた部分を取り出して別の鍋に移すことで半分は救すくうことができた。慶一郎の必ひつ死しのリカバリーの結果、『普ふ通つうに食べられるちょっと辛めのカレー五人前』に加えて『人類の食用に適てきするかどうかギリギリの超ちよう激げき辛からカレー五人前』が出で来き上あがったのである。涼子と静馬が食べているカレーが異い様ように毒どく々どくしい色をしているうえに具が少ないのはそのためだった。


「お代かわりはまだあるからな。ドンドン食べていいぞ」


「これはもう舌したに対する拷ごう問もんやな……」


　静馬は麦茶を口に含ふくんでバカになった舌を洗った。


「この家に来るたび味み覚かくを破壊されるようなモンばっかり食わされるわ」


「なぁに言ってるのよ。ここんとこ呼よびもしないのに毎日顔出しては食べてくじゃない。あんた一人でスイカ何個食ったと思ってるの!?」


「何個も食うてへんやろ。せいぜい一個半や」


「そんだけ食べりゃ十分よ。だいたい、なんで南雲先生の作ったご飯はんを平気な顔で食べてるのよ？　倒たおす倒すと言いながら、いったいつになったら勝しよう負ぶするの!?」


「フッ……アホやな」


　静馬は余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべる。


「南雲の作ったメシを食ってすくすく育ったこのオレが、やがてその南雲を倒すっちゅう皮ひ肉にくな運うん命めいを演えん出しゆつしとるわけや」


「すくすく育ってどうすんのよ！」


「完かん璧ぺきに恩おんを仇あだで返すつもりですよ。どうします？」


　大作の問いに答えたのは慶一郎ではなく、意外にも鉄てつ斎さいだった。


「構かまわん。食った分はいずれ身体からだで払はらってもらうからな」


「身体でって、具体的に何をさせるんですか？」


「いずれ御み剣つるぎに皆かい伝でんの試し験けんを受けさせることもあろう。その時にでも働いてもらう」


「試験というと……もしかしてアレですか？　真しん剣けんで静馬さんを見み事ごとぶった斬ぎったら免めん許きよ皆かい伝でんとか？」


「そういうことだ」


「嫌いやじゃボケェェェ！」


　ジョークの要素が一いつ切さいない鉄斎の言葉に、静馬は生命の危き機きを感じて慌あわてた。


「たかがメシぐらいで斬り殺されてたまるかい！」


「じゃあ仕し方かたないな。お前のお姉ねえさんのところへ請せい求きゆ書しよを回しておこう」


「待て待て待て待てェェ～～～ッ!!」


　慶一郎の代だい替たい案あんにも静馬は蒼そう白はくとなった。顔色からすると、むしろこちらの方が斬られるよりも痛いたいことらしい。


「オレを家なき子にするつもりか!?　せめて普ふ通つうの労働で勘かん弁べんしてくれ」


「……だそうですよ。本人もああ言ってることですし、思う存ぞん分ぶんアゴで使ってやってください」


「大作君、あんたもね」


「ええっ？　でも──」


　大作は美雪の家か庭てい教きよう師しという立場から反論しようとしたが、涼子の剣けん呑のんな目つきを見て断だん念ねんした。いわば自じ業ごう自じ得とくの激げき辛からカレーによる怒いかりが、理り不ふ尽じんにも自分に向けられようとしていることに気付いたからである。


　一いつ方ぽう──その愚おろかな会話をよそに一人不参加を決め込んでいる美雪は、スプーンですくったカレーに息を吹ふきかけて冷さまそうとしていた。





　　　　☆





　午後三時過ぎ──


　稽けい古この合あい間まの休きゆう憩けい時、袴はかま姿すがたのまま母おも屋やの方へ戻ってきた涼子は、戸を開け放はなした広ひろ間まで寝ね転ころがっている静馬と大作を発見した。二人は風ふう鈴りんの音ね色いろを聞きながら仲良くうたた寝を決め込んでいる。


「なぁにゴロゴロしてんのよ？　ザリガニ釣つりにでも行けばいいのに」


　二つ折おりにした座ざ布ぶ団とんを枕まくらにしている静馬が、薄うす目めを開けて面めん倒どうくさそうに答える。


「アホか。夏の午後ゆうたら昼ひる寝ねに決まっとるやろ」


「そうですよ涼子さん。僕ぼくらは意味もなくゴロゴロしてるわけじゃないんですよ」


「誰だれがどう見たって意味もなくゴロゴロしてるわよ！」


　涼子は肩かたに掛かけていた手て拭ぬぐいを振り回し、二人の生なま足あしをビシビシ叩たたいた。見た目以上に威い力りよくのある手拭い攻こう撃げきに打たれた足はたちまち真まっ赤かになるが、二人は転げ回るだけであくまで昼寝をやめようとしない。


「……また妙みような遊びを始めたな」


　新あら手てのパフォーマンスに見えなくもないその光景に、居い間まに入ってきた慶一郎は呆あきれ顔になった。


「ところでお前たち、今日きようは何日だ？」


「二十七日ですけど」


「そうだ。夏休みも今週一いつ杯ぱいで終わりだ。お前たちも分わかってるだろうし、俺も言いたくはないんだが、仕事だから一応訊きいておく……宿題はもうやったのか？」


「フン……余よ計けいな心配は無む用ようや！」


　静馬は寝たまま部へ屋やの端はしまで転がっていき、たどり着ついた押し入れの襖ふすまを開けた。上じよう半はん身しんを突つっ込こみ、奥から取り出してきたのは数冊さつのノートだった。


「いつの間まにか他ひ人との家の押し入れを勝かつ手てに使って……」


　啞あ然ぜんとなる涼子を無む視しして、静馬は畳たたみの上にノートを広げた。色いろ鉛えん筆ぴつにこんな色があったのかと思えるほど毒どく々どくしい色いろ遣づかいで描かかれた下へ手たくそな絵と、その下に文章が添そえられている。


『八月十五日──きょうはナグモのアホにまずいソーメンをくわされた。しぬかとおもった。そのあとあらかわでザリガニをつってあそんだ。かわらでザリガニをやいてるとヤーさんがガンとばしてきたのでかわにほうりこんで「じゅうたんばくげきごっこ」であそんだ。たのしかった』


　読むなり、涼子はそのノートの角かどで静馬のこめかみを一いち撃げきした。


「なんで高校生の宿しゆく題だいが絵日記なのよ!?」


「殴なぐらんでもええやろ。それに絵日記だけちゃうぞ、ちゃんと自由研究もやっとる。この家の庭にわの隅すみっこに生はえとる変な植物も観かん察さつしたし」


「観察すんじゃないわよ。それにこっちは……漢字の書き取り!?　あんたの学力レベルは小学校の低学年？」




[image: ]


　高校生の宿題としてはまったく無む駄だな成せい果かで埋うめられたそれらのノートを、涼子は完全に呆あきれ果はてた顔でパラパラとめくる。ノートの中には分ぶん数すうの計算ドリルもあった。


「こんなしょーもないことによくもまあ本気で取り組めるもんだわ。あんたのアホさ加か減げんは重々承しよう知ちしてるつもりだけど、時々あたしの理り解かいを超こえるのよね」


「フフ～ン、参まいったか」


「誉ほめてないわよ！」


　静馬の宿題の中でもくだらなさではナンバーワンと思われる絵日記帳をめくっているうち、涼子は奇き妙みようなページを発見した。二十七日より後に、すでに書き込まれているページがあったのだ。


『〇〇月〇〇日──きょうは「ぶいわんえくすとりーむたいかい」のひ。このひにそなえてしんちょうしたカッコイイいしょうでめだちまくった。なみいるきょうごうをばったばったとぶちのめしてついにゆうしょう！　やっぱりオレさまがいちばんつよい』


　その日記とともに、虎とら縞じまの派は手でな衣い裳しようを着きた人物が、バイパーズらしい人間たちの折おり重かさなってできた山の上に立っている絵が描えがかれている。偉えらそうにふんぞり返ってポーズを取っているところがいかにも静馬らしい。


「これは……？」


「おう、ついでに未み来らいの予定も書いといたんや。だいたいその通りになんのは間ま違ちがいあれへんし」


「たいした自信ね。ロクに鍛たん錬れんもしてないのに……どうせ暇ひまなんだから山やま籠ごもりの特とつ訓くんでもすりゃいいのに」


「ダメですよ涼子さん。静馬さんが山に籠もると、野生化して降おりてこなくなりますよ」


「誰だれが山やま猿ざるやねん!?」


　静馬はいきなり大作に飛びかかると、鼻はなをベロベロ舐なめて唾つばだらけにした。単に気持ち悪さから嫌いやがる大作だったが、数秒遅おくれて別のダメージに襲おそわれ、のたうち回った。


「うっ……く、臭くさ！　臭い！」


「フハハハッ、必ひつ殺さつ〈ハナナ～メ〉の威い力りよく、思い知ったか」


「その下げ品ひんな技わざ……あたしにやりやがったらマジで死なすわよ」


　涼子は静馬との間ま合あいを測はかりながらそう忠ちゆう告こくした。慶一郎は絵日記帳を取り上げて、


「〈Ｖ─１エクストリーム〉か……日ひ付づけがないが？」


「まだ招しよう待たい状じようが来けえへんねん。夏休みにやれへんとなると九月やろ。まあ大会用の衣裳は十じゆう分ぶん間に合うように注ちゆう文もんしとるし、なーんも問題あらへん」


「衣裳って、これ？」


　涼子は絵日記に描かれている虎縞衣裳を指さした。静馬はニヤリと不ふ敵てきな笑えみを浮うかべると、再ふたたび押し入れに頭を突つっ込こみ、丸めた画が用よう紙しを取り出してきた。


「ババ～ン！　これがオレ様直じき筆ひつデザイン画や！」


　静馬は画用紙を開いて涼子に見せた。しかし一いつ瞬しゆんチラリと見せただけですぐに丸めて隠かくしてしまう。


「黄色と黒の縞模も様ようしか見えなかったんだけど……」


「前まえ払ばらいで一八万もしたんやぞ!?　なんでタダで見せなアカンねん」


「お金払ってまで見たかないわよ。それより一八万ですって？　はは～ん、それでここんとこ金きん欠けつだったのね？　遊びも小学生レベルになるわけだわ。納なつ得とく……」


「僕は金欠じゃないんですけどね。お金も持たずに静馬さんを一人で放ほうっておくと、その辺の雑ざつ草そうとか平気で食べ始めるんで……」


「誰がロバやねん!?」


　不用意な発言により、大作は二度目の〈ハナナ～メ〉攻撃を食らった──





　　　　☆





　再ふたたび夏の午後に特有のまったりとした時間が流れ始める。


　洗せん面めん所じよで顔を洗って臭においを落としてきた大作は、おやつのトコロテンを食べるとすぐにまた畳たたみの上にゴロ寝して、風ふう鈴りんの涼すずやかな音に耳を澄すました。


　ここしばらくはデジカメ片手にスクープを追いかけることもなく、目の回るような忙いそがしさから解放されて本当に小学生並なみの生活を送っているため、曜よう日びや時間の感かん覚かくがほとんどマヒしていた。週明あけには二学期が始まることも、すぐにＶ─１エクストリーム大会が開かい催さいされることも、どこか別の国のことのように思える。


　けだるい眠ねむ気けに誘さそわれて、大作は大きなあくびをした。


「あ～あ……こんな毎日がずう～っと続けばいいのになあ──」


　玄げん関かんの呼よび鈴りんが鳴なった。大作は身体からだを起こしかけたが、自分が応対に出ることもないと判断して横になった。


　呼び鈴がもう一度鳴り、それからしばらくして荒あらっぽい足音が近付いてきた。


「大作君、ちょっと大作君!?」


　涼子の尖とがった声を聞いて、大作は飛び起きた。顔を上げると、仁に王おう立だちの涼子が自分を見み下おろしている。稽けい古こ着ぎのままのところを見ると、稽古を中ちゆう断だんして涼子が応対したらしい。


「南雲先生も美雪ちゃんもさっき出かけちゃったんだから、寝てないであんたが出なさいよね！　それにほら、これ」


　涼子は大作に封ふう筒とうのような物を手渡した。


「電でん報ぽうだって。しかもあんた宛てよ」


「僕に？　おかしいですね……」


　大作が鬼おに塚づか家けに出入りしていることを知っていて、なおかつ電報を送ってよこすような人間には心当たりがなかった。首を捻ひねりながら電報を開いた大作は、その文面を一目見て表情を固くした。


「涼子さん……この電報を届とどけに来た人って、頭がモジャモジャでしたか？」


「さあ？　帽ぼう子しかぶってたから、そこまでは注意して見てないわ。じゃあ、あたしは稽古に戻もどるから。ちゃんと留る守す番ばんしててよね！」


　涼子は呼び止める暇ひまもなく颯さつ爽そうと去っていった。残された大作は、再ふたたび電報に目を通した。さっきまでの気け怠だるさは吹ふき飛び、代かわりにじっとりとした暑あつさがぶり返してくる。


　大作はやにわに立ち上がると、縁えん側がわから庭にわに降おり、サンダルを突つっかけて神じん社じやに向かった。境けい内だいの端はしまで走り、下へ続く石段の先を覗のぞき込こむ。降りた先の道路に停とまっていた白いベスパが急発進し、すぐに見えなくなった。


「右う京きようさん……なんでまた？」


　大作は左手を開き、しわのついた電報を開いた。その文面はカタカナで書かれていた。


『ザンネンナガラソウハイカナイナ──ウキョウ』


　大作のこめかみから頰ほおに、一ひと筋すじの汗あせの滴しずくが流れ落ちた。










　第四十話　Ｖ─１エクストリーム、開始!!







〈九月十二日──曇くもり時々晴はれ〉





　いよいよストリート・バイパーズのチャンピオンを決定する〈Ｖ─１エクストリーム〉が開かい催さいされる。


　仕し掛かけ人はあの京きよう極ごく幻げん弥やだ。


　アマチュア格かく闘とう家かを寄せ集めたところでショーとして成なり立つのか怪あやしいものだが、あの男のことだ、単なる趣しゆ味みや酔すい狂きようから大会を開くわけがない。何か別の狙ねらいが──それもロクでもない目もく的てきがあるに違ちがいない。


　俺おれ宛あてに招しよう待たい状じようは届とどいていないが、草くさ[image: ]なぎ静しず馬まが大会に参加する以上、専せん属ぞくコーチ（？）としては無関係ではいられないだろう。


　何にせよ警けい戒かいしておくに越こしたことはないが……さて、どう来るか？








　　　　一





　少女は紅い夢を見ていた。


　それは、ここ半月ばかりの間、毎夜のように見続けている夢ゆめであった。


　すべてが真しん紅くで染そめられた映像ヴイジヨン──そこに登場するのは決まって一人の男だった。


　少女から見るとそびえる山のごとき大男である。


　無限の活かつ力りよくを秘ひめた巨きよ体たいの持ち主ぬしである。


　夢の内容はその都つ度ど違ちがっていたが、男はいつも何かと闘たたかっていた。


　闘いといっても格かく闘とう技ぎの試し合あいのような一対一の対決ではない。


　一対多数──それも武ぶ装そうした集団を相手にした戦せん闘とうである。


　それは死し闘とうであった。


　それは時に、一いつ方ぽう的てきな虐ぎやく殺さつと見える時もあった。


　敵てきがあまりに多すぎることと、男があまりに強すぎることが、そう錯さつ覚かくさせるのだ。


　血で血を洗う死闘を繰くり広げるその男の姿すがたは、さながら悪あつ鬼き羅ら刹せつであった。


　男を闘いに駆かり立てているのは凄すさまじいばかりの〈怒いかり〉である。


　敵ばかりか自分自身をも滅ほろぼしかねない狂きよう気きじみた怒りに、男は身を任まかせていた。


　抑おさえきれない激情が灼しやく熱ねつの炎ほのおとなって男の巨体から噴ふき出しているようだった。


　夢に出てくるたびに、男の身体からだは傷きずついていった。


　男が血を流すたびに、少女は胸むねを引き裂さかれるような痛みを感じた。


　その血が、自分のために流されたものだと理由もなく知っていたからだ。


『俺が君を守る。君を悲しませるすべてのものから──』


　かつて、男は少女にそう約やく束そくした。


　男が血を流して闘うのも、その約束を果はたすために他ほかならなかった。


　それが解わかるからこそ、痛いたい。


　少女の前では優やさしい顔しか見せない男である。


　その男が修しゆ羅らと化して闘う姿は、それが少女のためでないとしても悲しい映像ヴイジヨンだった。


　夢に変化があったのは昨夜ゆうべである。


　その夢の中で、少女は男の逞たくましい腕うでに抱だきしめられていた。


　男を支配していた怒りの炎は消えていた。


　死闘は終わったのだ──少女は心から安あん堵どし、男の胸にしがみついた。


　しかし、悪あく夢むはそれで終わりではなかった。


　その続きを今、少女は見ているのだ。


　男は、少女を残して立ち去ろうとしていた。


（行かないで──）


　少女の心の叫さけびは声にならなかった。


　少女は男の背中に向かって手を伸のばす。


　しかし、その目の前で、男の背中は巨きよ大だいな鉄の扉とびらの向こうに消えた。


　その時少女は気付いた。


　伸ばした自分の手が、真しん紅くの血にまみれていることに──





　少女はベッドから飛び起きた。


　心しん臓ぞうが、胸を突つき破やぶりそうなほど激はげしく鼓こ動どうを打っている。


　それは動どう悸きだけの痛みではなかった。


　夢の終わりに見た映像ヴイジヨンのためである。


　少女が最後に見たのは、白い暁ぎよう光こうの中に照てらし出された破は滅めつの光景であった。


　崩くずれ落ちる巨大な塔とう。


　そして、その塔の頂ちよう上じようから墜つい落らくする男の姿だった──





　　　　二





　大門高校の昼休み──


　校長室には、藤とう堂どう鷹たか王おう校長とＫファイト実行委員会の面々が集合していた。二学期に入ってから大きなＫファイトイベントがなかったため、六名の主要スタッフ全員が顔を合わせるのはこれが最初だった。


　マホガニーのデスクに両肘ひじをついた藤堂は、サングラスの下の目を鋭するどく光らせて委員会メンバーの顔を一通り眺ながめてから、おもむろに口を開いた。


「諸しよ君くんらにこうして集まってもらったのは他ほかでもない──」


「回りくどい言い方をしなくたって分わかってますよ。〈Ｖ─１エクストリーム〉でしょ？」


「待ちたまえ、神かみ矢や君。そんな言い方はないだろう」


　代表の石つわ蕗ぶきが制止した。五人を自分の周まわりに呼よび集めると、声をひそめて相そう談だんする。


「校長はああいうことを言いたい年とし頃ごろなんだ。あのノリに付き合ってやるのも我われ々われ委員会の仕事の内だと思うが、どうだ？」


「そうですね。冷たくあしらってヘソを曲げられると厄やつ介かいですもんね」


「ではそのように……」


　再ふたたび校長に向き直った六人は、これ以上はないというほどに愛あい想そうのいい笑顔を浮うかべていた。


「それで校長！　我々をお呼びになったのはどんな理由からでしょうか？」


「〈Ｖ─１エクストリーム〉だよ。諸君らの察する通りにな」


　藤堂は苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔で答える。目の前で相談したため聞かれていたらしい。だが、さすがにその程度でふて腐くされる藤堂ではなかった。


「草[image: ]君が活かつ躍やくしているとはいえ、バイパーズ・レイヴに関してこれまで我々は静せい観かんするだけだった。校内のイベントだけで手て一いつ杯ぱいなのに池いけ袋ぶくろまで出しゆつ張ちようする余よ裕ゆうなどなかったからな。しかしストリート・バイパーズのナンバーワンを決める大会が開かれるとあっては黙だまっているわけにはいくまい」


「単に自分が見たいだけなんじゃ？」


「それは言うな」


　石蕗が小声でたしなめる。藤堂はパイプをくわえ直して話を続けた。


「つい先日、草[image: ]君をはじめとして主おもだったバイパーズ全員に正式な招しよう待たい状じようが届とどいたそうだな。神矢君、報ほう告こくしてくれるかね？」


「は～い！」


　大作は元気よく手を挙あげて、レポートを挟はさんだクリップボードを取り出した。報告しようとする大作の顔を、藤堂はしげしげと眺ながめる。大作の日焼け具合いは六人の中でも群ぐんを抜ぬいていた。


「それにしても……君きみは見れば見るほどよく焼けているな。海かね？」


「いえ、主に荒あら川かわです。土ど手てに寝ねっ転ころがってるだけでけっこう焼けるんですよ。これがホントの土手焼き……な～んちって」


　乾かわいた笑いで場の空気が和なごんだところで、大作は報告を始めた。


「招待状に同どう封ふうされていた大会スケジュールによると、本日午後六時から池袋にて予よ選せんバトルロイヤルが開始されます。予選は三日間続き、終しゆう了りよう時点で生き残ったバイパーズが決勝トーナメントに進む権けん利りを得えるそうです」


「予選に三日も費ついやすのかね？」


「そのようです。丸々三日間というわけじゃなくて、時間は夕方六時から深しん夜や十二時までと限定されています」


「それにしても長いな……それで、会場はどこなのかね？」


「ええと……招待状に書いてある通りに言いますね。予選バトルロイヤルの舞ぶ台たいとなるのは──池袋全域です」


　藤堂と他のメンバーは一いち様ように怪け訝げんな顔つきになった。大作の言葉がにわかには理り解かいできなかったのである。


「待ちたまえ、神矢君。もう一度言ってくれるかね？」


「ですから『池袋全域』なんですよ。招待状にそう書いてあるんだからしょうがないじゃないですか」


「すると何かね？　池袋に集まったバイパーズ同士が出会うなり、その場で即そくバトルが始まるということかね？」


「まあ……そうとしか思えないですね。なにせバトルロイヤルですから」


「そいつは面おも白しろそうだな」


　委員会メンバーの背はい後ごで声が上がった。声の主は、応おう接せつセットのソファに二メートルを超こえる巨きよ体たいを沈しずめている大男──慶けい一いち郎ろうである。


「本当のストリートファイトで予選をやろうってのか。なかなか豪ごう勢せいな趣しゆ向こうじゃないか。だが、その闘たたかいをどうやって管かん理りするんだ？　池袋といっても狭せまくはないぞ」


「それは僕にも分かりませんよ。招待状には書いてませんでしたし」


「バイパーズといってもチームごとに人数はバラバラだろ？　多い方が断然有利じゃないか」


「ああ、それは大だい丈じよう夫ぶです。〈Ｖ─１エクストリーム〉はあくまで個人戦で、チームによる対抗戦じゃありませんから」


「建たて前まえはそうでも、実際はどうかな？　奴やつらがそんなにお上じよう品ひんな連中とも思えんが」


「それはそうなんですけどね」


　大作の返事はなんとも歯は切ぎれが悪かった。そもそもケンカ好きの不良と区別のつかないアマチュア格かく闘とう家かの有ゆう志しが集まって始めたバイパーズ・レイヴである。それをどうやって格闘大会に仕し立たて上げようというのか、まるで分からないことが多すぎるのだ。


「招待状と一いつ緒しよに、大会参加者の〈身み分ぶん証しよう〉みたいな物が同どう封ふうされてました。これなんですけど──」


　大作は数枚のカラープリントを取り出し、ホワイトボードに磁じ石しやくで貼はり付けた。デジカメで撮さつ影えいした画像をカラー印いん刷さつしたものである。


　そこに映うつっていたのはクロム製らしい銀色の腕うで輪わだった。〈自分の尻尾しつぽを嚙かむ蛇へび〉を模もしたデザインで、真しん紅くの勾まが玉たまが三個、その輪に通されている。大作はボードに挟んだ大会要よう項こうのコピーを読み上げた。


「大会に参加するバイパーズはこの腕輪を身に付けます。この紅あかい勾玉は〈命の勾玉〉という物で、バトルロイヤルで敗はい北ぼくするたびに一つずつ失うしなわれ、三つとも失う……つまり計三敗ぱいすると決勝トーナメントへの出しゆつ場じよう権けんを失います。また勝利するたびに相手の勾玉が勝ち星として腕輪に加えられますが、〈命の勾玉〉が増ふえるわけではないので、何勝しても三敗した時点でやはり予選敗はい退たいとなります。ちなみに決勝トーナメントの会場は予選終しゆう了りよう後ごに告こく知ちされるそうです」


「むう……そのルールで、しかも池袋全ぜん域いきを舞ぶ台たいに三日間も闘たたかうというのかね？　審しん判ぱん員いんや記き録ろく係がかりだけでも一〇〇人を超こえる規き模ぼになるぞ」


　藤堂は低く唸うなった。石蕗も腕組みして顎あごに手を当て思し案あん顔がおになる。


「それだけの規模となると、我われ々われの人数では予選のすべてを取しゆ材ざいすることは不可能ですね」


「まあそれほど心配することもないでしょう」


「君はいつでも楽らく天てん的てきだな。神矢君、何か手だてがあるのかね？」


「手だてなんて必要ないですよ。一番面おも白しろい勝負が見られるのは、静馬さんがいる場所に決まってるんですから」


「我々は草[image: ]君を追いかけているだけで十じゆう分ぶんだと？」


「その通りです。僕が静馬さんについてってカメラを回せば事こと足たりると思いますが」


「なるほど」


　藤堂はニヤリと笑った。


「予選に関しては神矢君に一いち任にんしよう。他のメンバーで手て空すきの者がいれば手て伝つだってくれたまえ。それに南な雲ぐも君、君には現地で彼らの監かん督とくを頼たのむ」


「俺がですか？」


　慶一郎は心しん底そこ意外そうな口く調ちようで答える。


「予選が池袋全域を舞台に行おこなわれるとするなら、取材に行ってトラブルに巻き込まれることもあるだろう。生徒を危き険けんから守るのは教師の務つとめだ」


「俺だって忙いそがしいんですよ。夕ゆう飯はんを作らないといけないし」


「早めに作っておきたまえ」


　藤堂の言い方はにべもなかった。





　　　　☆





「ねえ涼子ちゃん……今日きようの予定は？」


　ひとみの問いに、涼子はうどんをつまんだ割わり箸ばしを止めた。


　大門高校の食堂である。


　涼子の前には天てん玉たまうどんとコロッケカレー、それに焼きそばパンとパック牛ぎゆう乳にゆうが並ならんでいる。差し向かいに座すわっているひとみの昼食はきつねそば一品である。


「放ほう課か後ごは部ぶ活かつだけど……」


「その後は？」


「今日は飛ひ天てん道どう場じようは休みだから、そのまま帰るわ」


「ふうん……」


　ひとみは頰ほお杖づえをついて、涼子が勢いきおいよくうどんをすする様よう子すを眺ながめた。涼子が天玉うどんを平たいらげて割り箸をスプーンに持ち替かえたのを見て、再ふたたび口を開く。


「池袋には行かないの？」


「池袋？　何しに？」


「だってほら、バイパーズの大会があるんでしょ？　草[image: ]君だって出るわけだし」


「例のＶ─１ナントカってやつね。どうせ予選だし、三日もやるんでしょ？　それに六時から十二時までなんて、時間が遅おそすぎるわ」


「それはそうだけど……」


「早く食べたら？　伸のびるわよ」


　涼子はひとみのきつねそばを指さすと、自分のカレーを食べ始めた。しかし半分ほど食べたところで、ひとみの箸が動いていないことに気付き、やれやれという顔で言った。


「……で、見に行きたいわけね？」


　ひとみは照てれたようにはにかんで、こくりと頷うなずいた。


「分わかったわよ……付き合ってあげる。ただし、今日だけよ」


「ありがとう、涼子ちゃん！」


　ひとみはにっこり笑うと、きつねそばの丼どんぶりを引き寄せた。





　　　　☆





　四よツ葉ば中学校──


「〈Ｖ─１エクストリーム〉……？　なるほど、姫ひめ川かわさんが落おち着つかないわけだわ」


　担たん任にんの草[image: ]巴ともえは、手にしたチラシをしげしげと眺めながら呟つぶやいた。


　一風変わったデザインのチラシだった。


　黒地に真しん紅くの文も字じで〈Ｖ─１エクストリーム〉予選の開かい始し日時と、主おもな参加バイパーズの名が記しるされている。大会の主しゆ催さい者しや側がわで印いん刷さつされた物ではなく、バイパーズ・レイヴの情じよう報ほう誌しを発はつ行こうしている同人サークルの号ごう外がいである。


「優ゆう勝しよう候こう補ほは先生の弟おとうとさんですよ。何か聞いていませんか？」


　チラシを持ってきた風ふう紀き委い員いんの泉いずみ谷や万かず騎きが訊たずねる。


「あいつなら夏休み中ず～っと遊び呆ほうけてたわよ。大会に備そなえて練習してる様子なんてなかったけど……」


　巴はチラシを畳たたんで万騎に返すと、二年Ｃ組の教室に入っていった。


　Ｃ組の五時限目は担当教きよう諭ゆが出しゆつ張ちようのため自じ習しゆうになっている。教室の隅すみに机つくえを集め、その上に大きな白い布を広げて作業をしている生徒がいた。生まれつきの明るい金きん髪ぱつをボーイッシュなショートにした女子生徒──姫川沙さ羅らである。


「姫川さん、何を作っているの？」


「ＢＡＮＮＥＲよ」


　沙羅は巴に一いち瞥べつもくれずに、色鮮あざやかな極ごく太ぶとのマーカーを使って白い布に文字を書いている。


「バナー……？」


「よーし、で～きたっと！　ほら、そっち持って」


　巴は言われるままに布の端はしを持った。広げた布は幅はば一メートル、長さが四メートル近くもあり、派は手でな色いろ遣づかいで『GO! GO! SHIZUMA!!』と大きく書かれている。沙羅の言うバナーとは横おう断だん幕まくのことだったのだ。


「これを持って応おう援えんに行くつもり？」


「もちろんオフ・コース！」


「それはダメよ！　格かく闘とう大会は池袋のあちこちで、それも夜中まで続くんでしょう？　中学生が夜中までそんなところにいたら、トラブルに巻き込まれるに決まってるわ」


「そんなこと命めい令れいされる理由はないわよ！」


「教師としては見過ごすわけにはいきません」


「それでは説せつ得とく力りよくは十じゆう分ぶんとは言えませんね」


　万騎が珍めずらしく沙羅の味み方かたをして口を挟はさんだ。


「彼女はバイパーズ・レイヴにはいつも応援に行っています。いまさら禁止したところで無む駄だでしょう」


「これまでだって止めてはきました。でも今回はとくに危あぶないから──」


「言って聞く相手でないことはすでにお分かりだと思いますが？　先生は弟さんほどには彼女から好すかれてもいなければ尊そん敬けいもされていないようですし」


　口こう舌ぜつの刃やいばが背中に刺ささるのを感じ、巴の血けつ圧あつはわずかながら上じよう昇しようした。しかし事実は事実である。認みとめざるを得えなかった。


　人型怪獣による〈被ひ災さい〉以後、四ツ葉中における教師と生徒の関係は極きわめて微び妙みような均きん衡こう状じよう態たいにあった。それまで確かつ固こたる常じよう識しきとして信じられていた多くのものが、たった一人の非常識な存在によって簡かん単たんに崩くずれ去る共同幻げん想そうにすぎないことが暴ばく露ろされた今、教師は教師という存在ではなくなり、単に教師という肩かた書がきを持った大人おとなでしかなかった。はっきりしているのは、単に教師であるという理由だけではもはや信しん頼らいも尊敬もされないというシビアな現実である。




[image: ]


「……分かりました。応援には私も行きます。それでいいわね？」


「ええ～～っ？」


「姉あねが弟の試合の応援に行ってはいけない理由はないでしょう？　あなたが何と言おうと行きますからね」


　巴はどこか勝ち誇ほこったように宣せん言げんした。


「賢けん明めいな判断です。弟さんが初しよ日にちで敗はい退たいしてくれれば面めん倒どうがなくていいんでしょうが……」


「ナギーが負けるわけないわよ！」


　目にも留とまらぬ速はやさで繰くり出された沙羅の蹴けりを、万騎は冷れい静せいに一歩退さがって躱かわした。


「あり得ないとは言い切れないだろう」


「うるさいのよ！　この細ほそ目め!!」


　沙羅は万騎に摑つかみかからんとしてジリジリと間ま合あいを詰つめる。万騎は澄すまし顔を装よそおっているものの油ゆ断だんしてはいない。


　巴は焦あせった。沙羅は巴の師し匠しようでもある姫川流柔じゆう術じゆつ師し範はん・姫川雷らい蔵ぞうの孫まごであり、万騎も関かん節せつ技わざを主体とする泉谷家伝でん来らいの謎なぞの古こ武ぶ術じゆつの使い手である。二人が争あらそえば単なる中学生同士のケンカでは済すまない。ケンカの内容云うん々ぬんではなく、流派間の争いに発はつ展てんする危き険けんがあるのだ。


　しかし、ほんの一いつ瞬しゆん、巴の脳のう裏りに『沙羅に抑おさえ込こまれてギブアップする万騎の姿すがたを見てみたい』という教師にあるまじき考えがよぎったのも事実だった。


「スト──ップ！」


　巴より先に二人の間に割わって入ったのは、学級委員長の神かん崎ざき唯ゆいだった。


「興こう奮ふんしないで、姫川さん。泉谷君も挑ちよう発はつしないように！」


　唯がぴしゃりと言い放はなつと、二人の間に張りつめていた空気が弛ゆるんだ。万騎は素直に従したがう様子を見せたが、沙羅はまだ不ふ満まんそうな顔である。


「勝つか負けるかなんて、ここで言い合ったところでしょうがないでしょ？」


「だってさぁ～～」


「なら……そうだ、鬼おに塚づかさんに占うらなってもらえば？」


　沙羅を手て伝つだって応おう援えん用の旗はたを縫ぬっていた美み雪ゆきは、いきなり肩かたを叩たたかれてビクッと震ふるえた。顔を上げると、目を血走らせた沙羅が覗のぞき込こむ。


「美雪！　ナギーは絶対勝つよな？　なっ？　なっ!?」


「…………」


　美雪は鞄かばんの中から黒いなめし革がわで装そう幀ていされた文ぶん庫このような物を取り出した。綴とじている革ベルトを外はずして開く。中に入っていたのはタロットカードの束たばであった。誕たん生じよう日びに大作からプレゼントされた占いの本の付ふ録ろくである。


　美雪は縫いかけの旗を机つくえに広げると、その上にカードを放ほう射しや状じように並ならべはじめた。八か所に伏ふせたカードを三枚ずつ重かさね、四枚目を載のせたところで一枚ずつ開いていく。


　カードの絵え柄がらはいわゆる普ふ通つうのタロットとは趣おもむきが違ちがっていた。題だい材ざいが同じでも東洋風にアレンジされていたり、〈虎とら〉や〈鴉からす〉などの動物を題材にした、元のタロットにはないデザインも混まじっている。


　カードを開いていく途と中ちゆうで美雪の手が止まった。その直前に開いたカードは『破は壊めつや災さい難なん、旅の中止』などを意味する〈塔とう〉のカードだった。


「どうした美雪？」


　沙羅の呼よびかけにも美雪は応こたえず、その細い指先は最後の一枚にかかったまま石せき化かしたように動かない。


　その時──生徒の一人が廊ろう下か側がわの窓まどを開けた。カーテンが大きく膨ふくらみ、教室の中を不ふ意いに風が吹ふき抜ぬける。机に並べたカードが吹き飛ばされ、教室中に舞まった。


「ああ～、拾ひろって拾って！」


　沙羅や唯たちが慌あわててカードを拾い集める。そんな中、美雪は指先で押さえていたため飛ばされずに残った最後のカードをめくった。


　美雪の顔から血の気けが引いていく。


　それは、天地逆ぎやくの位置になった〈龍りゆう〉のカードであった──





　　　　☆





「ようこそ……ゲンヤ様」


　京きよう極ごく幻弥を迎むかえたミアン・キュービィが慇いん懃ぎんに一いち礼れいする。幻弥は周しゆう囲いを見渡し、呆あきれたように言った。


「ここはどこぞの軍隊の作戦司し令れい室しつか？　それとも秘ひ密みつ基き地ちか？」


　幻弥がそう言いたくなるのも無む理りはなかった。ホールの壁かべ一面が大型のモニターで占しめられ、その手前にはスーツ姿すがたの女性オペレーターが並んでいる。ロケット発はつ射しや施し設せつの管かん制せい室に近い雰ふん囲い気きがあった。


　幻弥がやってきたのは、池いけ袋ぶくろの某ぼう所しよに設せつ営えいされた『Ｖ─１エクストリーム運うん営えい本部』である。必要な施し設せつに関してはすべてゲイツ側で用意するという契けい約やくで、幻弥自身は工事にはほとんど関かん与よしていない。本部が完成したと聞いたのも昨日きのうのことである。


「ここでは池袋全ぜん域いきに設せつ置ちされた監かん視しカメラの映えい像ぞうをモニターできます。現地に撮さつ影えい班はんも配はい置ちしていますから、どこでバトルが始まっても見落とすことはありません」


「そいつは結けつ構こうだが……よくこんな建たて物ものが借かりられたものだな」


「改かい装そうを施ほどこしたのは一部です。詳くわしくはこちらの図面をご覧らんください」


　手て近ぢかのモニターに建物の図面が映うつし出された。運営本部は地上十一階・地下三階建だての建物の最上階に位置している。


「決勝戦の会場はどこだ？　この建物の中にはないようだが」


「この本部は予よ選せんを監視するためだけの施設です。闘技場コロセウムは地下に用意してあります。予選が終わった後にご案内いたします」


　ミアンの言葉を聞いた幻弥は図面を確かく認にんしたが、地下にそれらしい施設は見当たらない。


（図面にないということは地下四階よりさらに下か……？）


　幻弥は建物についてそれ以上の詮せん索さくをやめた。疑問はそれだけではなかったからだ。


「ところで予選の方法だが……この腕うで輪わは使い物になるのか？」


　スーツのポケットから取り出した勾まが玉たま付きの腕輪をミアンに見せる。


「勝しよう者しやが敗はい者しやの勾玉を勝ち星として奪うばうという話だが、見たところこの勾玉は手で外はずせるような構こう造ぞうにはなっていない……勾玉の移動は専門の係かかりがするのか？」


「その必要はありません。勝敗の判定からポイントの操そう作さまで、すべてオートで行おこなわれます。バトルは１on１で争あらそわれ、決けつ着ちやくがつくまで外部から干かん渉しようすることはできません。そして、これらのルールは決して誰だれにも破やぶることはできません。決して、誰にも──」


　感情のこもらないミアンの口く調ちようは、それが神の摂せつ理りだとでも言うように厳げん然ぜんと響ひびいた。幻弥は口元を歪ゆがめ、小さく鼻はなを鳴ならした。


「フゥン……ま、おたくがそこまで言うのならもう何も訊きくまい。予選を楽しみに待つとしよう」


　用があると告つげて幻弥は本部を後にした。通路は本部内とは違ちがい、コンクリートの構造が剝むき出しになっている。この建物は都との公こう共きよう施設であり、いまだ建けん設せつ中なのだ。


　ガラス張りのエレベーターに乗り込むと、幻弥は背せ中なか越ごしに秘ひ書しよの瀧たき川がわに言う。


「瀧川、俺の兵隊全員に招しよう集しゆうをかけろ。明みよう後ご日にちの午後六時にここへ集合するようにな……それと、武ぶ器きもあるだけ用意して持たせておけ」


「若わか、それは……」


「勘かん違ちがいするな。ゲイツを相手に抗コ争トを起こすつもりはない。狙ねらいは別のところだ。それには、この建物は実に都つ合ごうがいい……打って付けってやつだ」


　ガラスに映うつった幻弥の顔には、酷こく薄はくな毒どく蛇へびの笑えみが浮うかんでいた。





　　　　三





　午後五時五九分──


　池袋駅えき周しゆう辺へんに設せつ置ちされているすべての広こう告こく用のモニターが、サイボーグじみた冷たい美び貌ぼうの金きん髪ぱつ美女──ミアン・キュービィの姿すがたを一いつ斉せいに映し出した。街がい頭とうスピーカーがミアンの澄すんだ声を伝える。


『──只ただ今いまより、〈Ｖ─１エクストリーム〉予選バトルロイヤルを開始いたします。対戦エリアは池袋全域、制限時間は六時間……午前零れい時じをもって終しゆう了りようとします。三日間のべ一八時間のバトルを生き残った者のみが決勝戦に進むことができるのです』


　池袋に遊びにきている学生や帰り支じ度たくのＯＬ、買い物帰りの主しゆ婦ふ、その他通行人の多くが足を止め、モニターの中の美女に注目した。


『すべてのバイパーズの健けん闘とうを祈いのります。Ｒｅａｄｙ……ＧＯ！』


　宣せん言げんと同時に六時の時じ報ほうが鳴なる。


　その直後、池袋駅前から明めい治じ通りを渡る横おう断だん歩ほ道どうで異い変へんが起きた。川で言えば中なか州すにあたる場所にいた通行人たちが押し退のけられるように移動し、人の輪わを作る。その輪の内側には二人の青年が向かい合って立っていた。


　一人は、恐おそろしく量の多い金髪をアフロヘアのように膨ふくらませた色いろ白じろで細ほそ身みの男だった。襟えりを立てたワインレッドのシャツと、蛇へび皮がわのパンタロンが手足の長い体型によく似に合あっている。


　古こ参さんのストリート・バイパーズ〈ワイルドアンセム〉のリーダー『ザキ』こと坂さか崎ざき英えい造ぞうである。


　対するは、銀ぎん髪ぱつをハリネズミのように逆さか立だてた黒いツナギの男──同じくバイパーズ・チーム〈ケルベロス〉のリーダー『トロワ』こと安あん藤どうであった。


　二人がともに左手首に着つけている〈腕うで輪わ〉の勾まが玉たまが燃もえるような真しん紅くに輝かがやいている。


　予選開始の宣言の直後、腕輪から電流に似たショックが身体からだを走り抜ぬけ、二人は同時に互たがいの存在に気付き──相手が自分の闘たたかうべき敵てきなのだと卒そつ然ぜんと理り解かいした。周しゆう囲いにいた通行人たちは二人の間に膨ふくれあがるきな臭い闘いの気け配はいを感じ、物ぶつ理り的てきな圧あつ力りよくに押されるようにして退ひいて輪を作ったのである。


　ザキは両手に革グローブをはめると、口元に興こう奮ふんの笑みを浮かべながら膝ひざでリズムを取りはじめた。


「池袋中でバトルロイヤルなんて、どうなんのかと思ってたら……まさかこんな場所でいきなり始まるとはな。ま、相手がおめー程度なら楽らく勝しようだが」


「ほざけよザキィ！　いつまでもデカイ面つらできると思ったら大おお間ま違ちがいなんだよ!!」


　ザキの背はい後ご、人ひと垣がきのリングの中に飛び込んできた二つの影かげがあった。トロワと同じ格かつ好こうをした〈ケルベロス〉の残りのメンバーである。二人はザキの死し角かくから接近すると、跳とび蹴げりで背後から同時に奇き襲しゆうを仕し掛かけた。しかし──


　ドタッ。


　振り向いたザキは、無ぶ様ざまに尻しり餅もちをついている二人の男を発見した。


「バッ……バカ、何ボケてんだよ!?」


　トロワが剃そった眉まゆをつり上げて怒ど鳴なった。しかし当の二人はキョトンとした顔でザキを見上げている。他人には目もく測そくを誤ったようにしか見えなかったが、そうではなかった。二人の蹴りはザキに届とどく寸すん前ぜん、見えないクッションに阻はばまれたように勢いきおいを失うしなったのだ。


「ハッ、おめーら頭ず脳のうがマヌケか!?」


　ザキに尻を蹴飛ばされた二人は転ころげるようにして逃にげていく。二人の左手には〈腕輪〉はなかった。


「〈地ケ獄ルのベ番ロ犬ス〉が聞いて呆あきれるぜ。どうせキャンキャンわめくしか能のねえチワワだろうが！」


「るっせえんだよ！」


　突とつ進しんするトロワの手に銀色の特とく殊しゆ警けい棒ぼうが光る。上じよう体たいをひねって警棒を躱かわすと同時に、ザキの右足が鞭むちのようにしなりながら跳はね上がった。


　ゴッ！


　踵かかとがトロワの脇わき腹ばらを直ちよく撃げきする。回かい避ひと反撃が一体となった見み事ごとな回し蹴げりであった。


「ツャアッ！」


　鋭するどい呼こ気きとともにザキは空から手て使つかいらしい豪ごう快かいな突つきと蹴りの連れん続ぞく攻こう撃げきを繰くり出す。脇腹への一撃で身体からだを折おっていたトロワはろくな防ぼう御ぎよもできずに連打を食らって倒たおれ伏ふした。


「予選は六時間もあるんだ……雑ざ魚こに構かまってるヒマはねえぜ。サンドバッグ代がわりにはちょうどよかったがね」


　背を向けて立ち去ろうとしたザキは、殺さつ気きを感じて足を止めた。


　トロワが起き上がっていた。たじろいで逃げるためではない。まだ闘たたかうつもりらしい。


「おいおい、まだ殴なぐられ足たりないのか？　おとなしく死んだフリしてりゃいいもんを……」


　軽かる口くちを叩たたきながらも、ザキはトロワの様よう子すが自分の予想とは食い違ちがっていることに気付いていた。ザキに向けられた目には負け犬の怯おびえた色はなく、燃もえるような闘とう志しが宿やどっている。ザキの知っている〈ケルベロス〉は、口を開けば媚こびを売るか唾つばを吐はくかしかしない低てい劣れつな連中である。


「何だその目つきは？　おめーらの辞じ書しよに『ガッツ』はねえだろ。似に合あわねーぜ」


　トロワが無む言ごんで突進してきた。


　大おお振ぶりのフック。ザキは顔を引いて躱かわすと、カウンターで相手のボディに膝ひざを叩き込こむ。


　しかしトロワは怯ひるむことなく攻撃を仕掛けてきた。積せつ極きよく的てきに前に出ながら鋭するどいジャブとローキックで牽けん制せいし、えぐり込むようなフックとアッパーカットで攻せめ込んでくる。


　怒ど濤とうのラッシュをさばきながら、ザキは内心舌したを巻いた。トロワの攻撃は繰り出すごとにコンパクトになり鋭さを増ましている。動きに無む駄だがなくなり、次し第だいに洗せん練れんされてきているのだ。


　トロワに秘ひめたる実力などあるはずがなかった。何らかの理由で突とつ然ぜん強くなったとしか思えない。


（こいつ……クスリでも決めてんのか!?）


　ザキは以前、興こう奮ふん剤ざいを服用して一時的に運動能力を強化したバイパーズ・レイヴと対戦したことがあった。痛つう覚かくが鈍にぶるため異い常じように打たれ強く、スタミナの持じ続ぞく力りよくも驚きよう異い的だったが、それだけで強くなれるほど格かく闘とうは単純ではない。打撃の威い力りよくは単純な力の強さとイコールではないのだ。


　目の前のトロワの変化は薬やく物ぶつの作さ用ようとは考えにくかった。痛覚が鈍ればむしろ攻撃は雑ざつになるはずである。しかしトロワの動きは格闘センスそれ自体が研とぎ澄すまされているかのようだった。わずか二分ほどの間に格闘能力がレベルアップしているのだ。


　それまで完全に見切れていたフックを避よけきれず、ザキは初めてガードさせられた。ガードの上からでも重い衝しよう撃げきが伝つたわってくる。クリーンヒットすれば十じゆう分ぶんなダメージを受けるだけの威力があった。


　当初は戸と惑どまっていた通行人たちもバイパーズ・レイヴのファンが駆かけつけて応おう援えんを始めたのを見て、これが単なるケンカではなく〈ストリートファイト〉という名のショーだと理り解かいしたようだった。闘っているザキとトロワ両方に声せい援えんが飛ぶ。だがその盛もり上がりはザキにとってはなはだ不ふ本ほん意いなものだった。


（冗じよう談だんじゃねえぞ！　こんな小物といい勝負なんてよ……!!）


　古こ参さんバイパーズの矜きよう持じとして、不良に毛が生はえた程度の相手に苦く戦せんしていると見られるのは我が慢まんがならなかった。


（しゃあねえ……アクセル全開、速そつ攻こうぶちのめす!!）


　ザキはそれまでセーブしていたパワーを解放し、一気に攻こう勢せいに出た。


「フッ！」


　トロワのフックが顎あごの先をかすめる。焦げ付くような摩ま擦さつ熱ねつを頰ほおに感じながら、ザキは右足を跳はね上げた。


　ゴッ！


　ハイキックがトロワの側そく頭とう部ぶをとらえた。死し角かくからの攻撃にガードが間まに合わず、トロワはよろける。


「セイヤァァッ！」


　ザキの正せい拳けん突づきがトロワの顔がん面めんに突き刺ささった。鼻はなの軟なん骨こつの砕くだける感かん触しよくが拳こぶしに伝つたわる。


　左右の突きの連打がガードを破やぶって続けざまに決まり、相手が仰のけ反ぞったところへボディに突き蹴りを食らわせる。トロワの身体からだは数メートルも吹ふっ飛んで植うえ込こみに倒たおれ込んだ。


「お……ぐ……」


　トロワが仰あお向むけに倒れたまま左手を伸のばした。その手首にある腕うで輪わの〈命の勾まが玉たま〉の一つが輝かがやきを失うしなっていく。錆さびた鉄のような黒色に変わった勾玉は砕け、トロワは力尽つきた。


　ザキは自分が勝利したことを即そく座ざに理解した。その場に充じゆう満まんしていた闘たたかいの気け配はいがすっかり消え失うせていたのだ。


「チッ……手て間まかけさせやがって」


　今度こそ立ち去ろうとしたザキは、自分の身に起きた変化に気付いて足を止めた。


　ザキの腕輪に最初から付いていた真しん紅くの勾玉三つの他ほかに、純じゆん白ぱくの勾玉が一つ、いつの間にか加わっていた──
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　午後六時の開会宣せん言げんの直後から、池袋駅えき周しゆう辺へんの路上、公園、建たて物ものの中、歩ほ道どう橋きようの上、至いたる所でストリートファイトが始まった。大会参加者の証あかしである腕輪を持つバイパーズ同士が出会った場所がそのまま対決の舞ぶ台たいとなっているのだ。


　しかし路上で繰くり広げられる対決のほとんどはバイパーズでもＢ級扱あつかいの小物同士によるもので、ザキのような古参のＡ級バイパーズは普ふ段だんのレイヴと同じく公園に陣じん取どっていた。ただし予選バトルロイヤルのエリアが池袋全ぜん域いきと指し定ていされているため、その場所は池袋中央公園に限ったことではない。


　路ろ線せんバスに乗って池袋にやってきた涼子とひとみは、バスを降おりたとたんに人ひと込ごみに行く手を阻はばまれた。池袋西口公園は平へい日じつの夕方とは思えない人出でごった返していた。


「何だってのよ……この人ひと垣がきは!?」


　涼子は人の数よりもむしろ、そこに充満している熱ねつ気きにたじろいだ。人々はことさら大声をあげたり騒さわぎ立てたりしているわけではない。しかし全員が固かた唾ずを呑のんで何かを見守っていた。その静かな熱気がひしひしと伝つたわってくる。


　人垣の向こうから、ラジカセをフルボリュームにして流しているのだろう、重く激はげしい攻こう撃げき的てきなギターとハイトーン・ボーカルが印いん象しよう的な洋よう楽がくが聞こえていた。いわゆるヘヴィメタルである。


「この曲って……!!」


　ひとみが勇ゆう敢かんにも人込みに分わけ入っていく。涼子も慌あわててその後を追い、人垣の最前列に出た。


　見けん物ぶつ人にんの間からどよめきが起こった。


　人の輪の中で二人のバイパーズが闘っている。プロレスラーを思わせる固かた太ぶとりの大男と、比ひ較かく的華き奢しやな印象のある中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜいの少年である。少年が大男に対して猛もう烈れつなラッシュをかけているところだった。


　向こう脛ずねを踏ふみつける蹴けりを受け、大男の足が釘くぎ付づけになったように止まった。少年は懐ふところに踏み込み、みぞおちに楔くさびのごとく肘ひじを打ち込む。




[image: ]


「おぐっ!?」


　大男が呻うめいて身体からだを折おった。


　ガツン！


　真下から掌しよう底ていのアッパーで顎あごを突き上げられ、大男の歯が派は手でな音を立ててかち合った。


「──ハアッ！」


　鋭するどい呼こ気きとともに繰くり出された渾こん身しんの双そう掌しよう打だが大男の胸むねを打つ。


　一層大きなどよめきが走った。大男の巨きよ体たいは映画のワイヤーアクションのように宙を飛び、地面に叩たたきつけられ、さらに二回転も転ころがり、後こう頭とう部ぶを噴ふん水すいの縁へりにぶつけてようやく止まったのである。凄すさまじい威力を秘ひめた掌打であった。


　ＫＯされた大男の腕うで輪わから〈命の勾まが玉たま〉の一つが砕くだけ散り、そこから螢ほたるのような小さな光が飛び出す。光が少年の左腕に触ふれると、腕輪に勝ち星を意味する白い勾玉が加わった。真しん紅くの勾玉は三つ、白い勾玉も同じく三つ──つまり現時点で三勝〇敗の戦せん績せきである。


　闘たたかいを終えた少年が自じ陣じんのベンチに戻もどってくる。見物人の盛もり上がりに反して、本人には意い気き揚よう々ようとした様よう子すはなく、勝利に対して何の感かん慨がいも抱いだいていないように見える。勝って当然なのか──あるいは対戦していたこと自体を忘れたかのように。


　目の前を通り過ぎようとした少年が、涼子に気付いて顔を向けた。


（氷ひ室むろ……那な智ち？）


　涼子の頭の中で疑ぎ問もん符ふが付くほど、バイパーズ[image: ]２のファイター・氷室那智の印いん象しようは変わっていた。


　伸のびた髪かみと日焼けした肌はだ。首も太く、袖そで無なしの武ぶ道どう着ぎから伸びている腕も目に見えて逞たくましくなっている。下に穿はいているのも足首のところで絞しぼった武道用のズボンで、スニーカーも含ふくめて上下共ともに黒一色の渋しぶいいでたちである。武道着の胸むねには骨こつ法ぽう道どう場じよう〈神しん武ぶ館かん〉の名が刺し繡しゆうされている。普ふ段だんのレイヴの服ふく装そうには優ゆう等とう生せいが無む理りをして不良っぽいファッションをしているといった違い和わ感かんがあったが、今日きようの那智はそれを感じさせなかった。ワイルドに進化した那智は、その全身から骨法使いの凄すご味みを漂ただよわせている。


　自陣のベンチに腰こしを降おろした那智に、サポーターの男がスポーツドリンクのボトルと手て拭ぬぐいを渡した。〈ペインキラーズ〉は那智の個人チームである。同じ神武館の門もん下か生せいが応おう援えんに来ることもあるが、今日のサポーターは服はつ部とりという中年の男だった。


　那智よりも背せ丈たけは低いが、顔も身体からだも横よこ幅はばが大きく、固かた太ぶとりのどっしりとした体格の持ち主ぬしである。丸まる眼鏡めがねをかけ、いつも柔にゆう和わそうな顔つきをしているが、ワイシャツの袖そでから出ている手首の太さは一いつ般ぱん人じんの倍ほどもあった。服部自身は神武館の門もん弟ていではなく太たい極きよく拳けんの使い手で、館かん長ちようの毒ぶす島じま天てん堂どうとは懇こん意いで、骨法の技わざを習ならうために月に何度か道場に通かよってきている。那智がバイパーズ・レイヴに参加するきっかけとなった事件の折おりに相そう談だんを受けたことが縁えんで、週しゆ末うまつのレイヴにもよく顔を出している人物だった。


　ひとみから話を聞いていた涼子は、この服部という男にも気を許ゆるさないことにしていた。サムライのたしなみとして常じよう在ざい戦せん場じようの覚かく悟ごを決めているからには、油ゆ断だんして間ま合あいに入っていい相手ではない。そしてその感かん覚かくは、今や那智に対しても適てき用ようすべきだと涼子は判断していた。那智がすでに『どこまでいっても甘あまさの抜ぬけないお坊ぼつちゃん』ではないと直ちよつ感かんしたからだった。


　ひとみは那智の変へん貌ぼうぶりに少し驚おどろいた様子だったが、涼子が背中を押してやると、すぐにベンチに駆かけ寄っていった。


「……やあ、来たのか」


　ひとみとその後うしろにいる涼子をちらりと見ると、那智は素そっ気けなく言った。那智のテンションを下げてはいけないと心こころ得えているひとみは、頷うなずいただけで声をかけようとはしない。代かわりに涼子が口を開いた。


「赤ザルの姿すがたが見えないけど？」


「今日はまだ会ってない……たぶんサンシャインの方だろう」


「じゃあ、おたくは何でまた西口こつちの方に陣じん取どってるわけ？」


「予よ選せんバトルロイヤルは池袋中どこでもバイパーズ同士が出会った場所で始まる。下へ手たに路上で出くわすよりは公こ園こで待ち構かまえていた方が闘たたかいやすい」


「ふうん……なるほど」


　奇き襲しゆうを受けにくい地形で闘うことは兵へい法ほうに適かなっている。涼子は一人納なつ得とくして頷く。


「涼子ちゃん、草くさ[image: ]なぎ君の応援はどうするの？」


「応援？　あたしはひとみの付き添そいで来ただけよ。そもそも興きよう味みないって……」


　そう言ってしまってから、涼子はひとみの目もく的てきが那智の応援であることを思い出した。涼子に付き添いを頼たのんだのも那智が闘っている場所を探さがすまでのボディガード役であり、その目もく的てきは池袋に到とう着ちやく早々に果はたされてしまっている。


（もしかして……あたしって、お邪じや魔ま？）


　そちら方面の気き配くばりは涼子の最もつとも不ふ得とく意いとする分ぶん野やである。


「……でもまあ、せっかくだし、あのバカの無ぶ様ざまなやられっぷりを見けん物ぶつするのも悪くはないわね」


　涼子は無む理り矢や理りこじつけると、ひとみの肩かたをポンと叩たたいた。


「それじゃあ服部さん、あたしが戻もどるまでよろしくお願いします」


　これだけ人が多いと何かとトラブルが起きる。服部は涼子の頼みをすぐに理り解かいして会え釈しやくした。


　西口公園を後にした涼子は、サンシャイン方面に向かうため池袋駅えきの地ち下か街がいへ降おりた。途と中ちゆう、広こう告こく用のマルチモニターの前で立ち止まる。モニターには池袋の各所で繰くり広げられているバイパーズ同士の対戦の模も様ようが映うつし出されていた。


　そのモニターの一つに白い特とつ攻こう服ふく姿の静馬を発見し、涼子は「フウン……」と鼻はなを鳴ならした。





　　　　五





　サンシャインシティに隣りん接せつする池袋中央公園。


　毎週末にバイパーズ・レイヴの舞ぶ台たいとなるこの公園は、Ｖ─１エクストリーム予選バトルロイヤルにおいても激げき戦せん区くとなっていた。そしてその中心にいるのは──


「往おう生じようせいやあああぁぁ──ッ!!」


　咆ほう吼こうとともに、灼しやく熱ねつの神しん気きを蓄たくわえた右腕を水平に振ふり抜ぬく。


　轟ごうォォッ!!


　不ふ可か視しの衝しよう撃げき波はが前方の空間を薙なぎ払はらった。


「んごあああぁっ!?」


　爆発的な熱気に吹ふき飛ばされたバイパーズは、悲ひ鳴めいを上げながら噴ふん水すいに飛び込んでいった。


『──おお～っと、またまた出ました～！　草[image: ]静馬の必ひつ殺さつ技わざ〈炎ほのおの虎とら〉だあ～～～っ!!』


　元気のいい少女のアナウンスが公園に響ひびく。大門高校放送部二年生の中なか村むら環たまきの声である。


　公園のベンチにはＫファイト実行委員会の面々が陣じん取どり、静馬の闘たたかいを間ま近ぢかで見守っていた。当初は大作がカメラマンとなって予選の模も様ようをレポートするという手はずになっていたが、いざ予選が始まってみれば実行委員会主しゆ要ようメンバー全員が揃そろうという、ある意味では予想通りの結果になっていた。実じつ況きよう席せきの周しゆう囲いには沙さ羅らをはじめとする静馬の応おう援えん団だん、沙羅のお目め付つけ役やくの巴ともえ、その付き添そいの小こ関せき遼りよう二じの姿もある。いわゆるバイパーズのフリークとは明らかに毛け色いろの異ことなる一いち群ぐんであった。


　天高く振り上げられた静馬の左手の腕うで輪わに、新たな白い勾まが玉たまが加わる。


『これで無む敗はいの七連勝～～ッ！　強い！　強すぎる！　さすがバイパーズ・ヒーロー草[image: ]静馬、学校の外だと見み違ちがえるよーに生き生きとしています!!　これもやはり天敵がいないせいでしょーか!?　いや、むしろ相手のレベルが低すぎると言うべきでしょう！』


「やかましわ！」


　普ふ通つうに喋しやべっているセリフがいつの間まにか暴ぼう言げんになっていく中村のアナウンスに静馬が突つっ込こみを入れる。Ｋファイトでは毎度お馴な染じみのやり取りだが、バイパーズ・レイヴでは初はつ披ひ露ろうのことだけに観かん客きやくは大いに受けていた。


「へえ～、盛り上がってるわね。余よ計けいな連中のおかげで」


　中央公園にやってきた涼子は、静馬の応援団から少し離はなれた場所に立っている慶一郎を見つけて声をかけた。二メートルを超こす巨きよ体たいは人ひと込ごみの中でも十じゆう分ぶんに目立っている。


「御み剣つるぎも来たのか……」


　慶一郎は涼子を一いち瞥べつすると、すぐに視し線せんを試し合あい場じようの方に戻もどした。両腕を組み、険けわしい顔つきで周しゆう辺へんに目を配くばっている。


「どうしたの先生？　怖い顔かおしちゃって」


「お前は感じないのか？」


「感じるって、何が？」


「……何もないならいい」


　慶一郎の言い方はあっさりしていたが、涼子は自分が子供扱あつかいされた気がしてムッとなった。竹刀しない袋ぶくろの先で慶一郎の尻しりを小こ突づき、


「何が気になってるの？　はっきり言ってよ」


「誰だれも気にしていないからこそ余よ計けいに気になるんだ」


　言いながら、慶一郎は公園の木の陰かげに移動した。涼子もその後に続く。


「御剣、この公園に来るまでにいくつの対戦を見た？」


「あっちこっちでやってたわよ。四つか五つか……遠くから見たのもあるし」


「路上で堂々とストリートファイトをやっているのに、どうして警けい察さつが止めに来ない？」


「それは、そういうイベントだからじゃないの？　地元の全面協力で成なり立ってる……」


「日本の警察がそんなに物もの分わかりがいいとは信じ難がたいな。だがそれはカネとコネでどうにでもなる問題だ……それよりも、だ」


　慶一郎は顎あごをしゃくって、対戦の行おこなわれている場所を示しめした。闘たたかっているバイパーズの周しゆう囲いには綺き麗れいな楕だ円えん形けいの人ひと垣がきができている。


「このバトルロイヤルには審しん判ぱんも実行委員もいない。それでも一対一の対戦が成り立っているのは不ふ思し議ぎに思わないか？」


「アレじゃない？　バイパーズ同士の暗あん黙もくのルールというか……」


「ただの通行人が大人おとなしく観かん戦せんしているのは何な故ぜだ？　混こん乱らんしている様よう子すはまるでない。それに対戦しているバイパーズと見けん物ぶつ人にんとの間には常つねに一定の距きよ離りが保たもたれている……誰に指し示じされたわけでも、明めい確かくな線引きがされているわけでもないのにだ」


「慣なれてるんでしょ？」


「参加者が着つけている腕うで輪わはどうだ？　敗はい者しやの勾まが玉たまが勝者の腕輪に自動的に移動する仕組みになっている」


「便べん利りじゃない」


「便利すぎる」


「便利で困こまるの？」


「困らないからおかしいんだ。そんな都つ合ごうのいい仕し掛かけが並なみ大たい抵ていの技術で作れるとは思えないな。あれは技術というよりも……まるで〈魔法〉じゃないか」


「魔法？……ってことは!?」


　涼子はようやく慶一郎が懸け念ねんしていることの正しよう体たいに気付いた。


「バトルロイヤルを成立させているのはあの腕輪だ。腕輪を持った者同士が出会って互たがいを『敵てき』として認め合うと、二人を中心とした楕円形のバリアーのような〈結けつ界かい〉が発生し、周囲にいる人間をその〈結界〉の外へ追いやる……もちろん普ふ通つうの人間は自分の意い志しで〈結界〉の外へ出たと感じる。物ぶつ理り的てきというより精せい神しん的な障しよう壁へきだな。そしてその対戦には〈結界〉の外からは干かん渉しようできない。外部からの攻こう撃げきはすべて無む効こう化かされる」


「対戦している二人以外は中に入れないってこと？」


「入れないわけじゃない。攻撃もできるが、対戦中の相手には届かない……そういう仕組みだ。だからこそバイパーズ同士で一対一の対戦が成り立つ」


「じゃあ勾玉は？」


「見ての通りだ。勝者が敗者の勾玉を奪うばい『勝ち星』とする。これは俺おれの想像で確かく認にんしたわけじゃないが、どうやらあの腕輪には格かく闘とう能力を強化する機き能のうもあるようだ。いや、強化というと語ご弊へいがあるな。潜せん在ざい能力が引き出されるというか……根性が三倍くらいになると言った方が分かりやすいか？　とにかく、全力を出させる機能があるらしい」


「バトルロイヤルなのにいちいち全力を出してたら、あっという間まに力尽つきるわよ。よっぽど実力に差がない限り連れん勝しようは難むずかしいわね」


「そうでもない。勾玉は移動する時に勝者側の体力バイタリテイを回復させるようだ。負けた側は今日はもう闘たたかえないだろうが、勝ち続けていればいくらでも闘える……」


「勾玉は三つあるわ」


「だから予選が三日間なんだろう」


　一ひと際きわ大きな歓かん声せいが聞こえてくる。


　新たに現あらわれたバイパーズを相手に静馬が攻こう勢せいに出ていた。相手の上じよう段だん回し蹴げりの下をくぐり、飛び膝ひざ蹴りを仕掛ける。


「ハァッ！」


　膝蹴りでよろけた相手を二段蹴りで浮うかせると、飛び込み前転の要よう領りようで地面に手をつき、ブレイクダンスのように身体からだをスピンさせながら炎ほのおの神しん気きを帯おびた両足を突き上げた。


「──〈紅ぐ蓮れん旋風つむじ〉！」


　天地逆ぎやくの旋風脚きやくを食らったバイパーズはカンフー映画のやられ役よろしく回転しながら吹ふっ飛ばされる。静馬が倒とう立りつの状じよう態たいから着ちやく地ちするのと、相手が地面に伸のびるのがほぼ同時であった。


　見物人の間からため息のような歓声がもれる。静馬の身のこなしには野や生せいの獣けものを思わせる逞たくましさと美しさの調ちよう和わがあった。それが見る者を魅み了りようするのだ。


『これは凄すさまじい連続攻撃だぁ～～～ッ！　対戦相手は……おおっと、立てません！　これで八人抜ぬき達たつ成せい～!!　草[image: ]静馬、連勝街かい道どうまっしぐらです！』


　中村の興こう奮ふんした声が響ひびく。すでに慣なれてきたのか、応おう援えん団だんもそれに合わせて勝ちどきを上げた。


「根こん性じよう三倍のわりにあっさり負けるわね」


「〈神威カムイの拳けん〉の一撃だ。並なみの人間には立てまいよ」


　涼子の目には〈紅蓮旋風〉の神しん気きのパワーは見えていない。静馬の両足から螺ら旋せんを描えがいてほとばしった灼しやく熱ねつの神気を映えい像ぞうとして視みることができたのは、同じ〈神威の拳〉の使い手である慶一郎だけだった。


「さっきの話の続きだけど、あの腕輪が魔法のような力を持っているとして……それにはどういう意味があるわけ？　これから何が起きるの？」


「それはまだ分からん。主しゆ催さい者しやの狙ねらいが何なのかは、これから探さぐっていく必要がある。探ると言っても、しばらく様よう子すを見る以外には何もできんというのが正しよう直じきなところだが」


「締しまらない話ねえ」


　期き待たいして損そんしたという顔で涼子は肩をすくめた。


『さあ～て次なる挑ちよう戦せん者しやは？　草[image: ]静馬を倒たおせる者はいないのかぁ～～!?』


　怒ど濤とうのごとく巻き起こる〈シズマ〉コール。池袋中央公園のボルテージが最さい高こう潮ちように達しようとしていた──その時である。


『──フヒャヒャハハハハハァァ～～～ッ!!』


　不ぶ気き味みな哄こう笑しようが辺あたりに響ひびき渡わたったかと思うと、公園の照しよう明めいがチカチカと明めい滅めつし始めた。


　ズズズズズ……


　地じ鳴なりのような重じゆう低てい音おんが足元から響いてくる。


　一転して不ふ穏おんな空気が公園を覆おおい始めた。静馬を取り巻いている見けん物ぶつ人にんの一部からどよめきが起こり、人ひと垣がきが左右に割われる。


「な……なに？」


　そこに現あらわれた異い様ような一団を見て、涼子はゴクリと唾つばを飲み込んだ。


　フード付きの黒いローブを身にまとった二〇人近い集団が列を組んで行こう進しんしてくる。


　先頭の四人は血のように赤い蠟ろう燭そくを立てた燭しよく台だいを持ち、両サイドの六人は儀ぎ式しき用らしい西洋風の剣けんを掲かかげている。悪あく魔まを信しん仰こうする邪じや教きよう団だんといった雰ふん囲い気きを決定付けているのは、信しん者じや（？）が六人がかりで担かついでいる黒い〈棺ひつぎ〉であった。後こう続ぞくには『楽がく団だん』に相当するのだろう、重そうなスピーカーシステムを背せ負おったＢＧＭ担たん当とう信者数名が従したがっている。


　ズン……


　黒い棺が地面に縦たてに置かれた。信者たちが棺を中心として左右対たい称しようの陣じん形けいを作る。ＢＧＭが美しくも不ふ吉きつな賛さん美び歌かに変わった。


　白い霧きりが地面を這はうように広がっていく。背後で特とく殊しゆ効こう果か担当信者がドライアイスを使って無む臭しゆうの白はく煙えんを流しているのだ。


　ギィィィ……


　棺の蓋ふたがゆっくりと開いていく。


　見物人の間から短い悲ひ鳴めいが上がった。塗ぬりつぶしたような闇やみがわだかまっている棺の中に、青白い顔が幽ゆう鬼きのごとく浮うかび上がったからだ。


　それは歌か舞ぶ伎きの隈くま取どりを思わせる化け粧しようだった。目の周しゆう囲いに羽は根ねを広げた蝙こう蝠もりが張り付いているようなデザインである。


〈棺の男〉はカッと両目を見開いた。瞳ひとみは鮮あざやかなブルーであった。


　鋲びようの付いた編あみ上げのロングブーツを履はいた足が地面を踏ふむ。〈棺の男〉が明滅する照しよう明めいの下にその姿すがたを現あらわした。


　蝙蝠メイクの顔の上には、後こう頭とう部ぶに向かって伸のびたトサカと鍬くわ形がたを組み合わせたアヴァンギャルドな髪かみ型がたが載のっかっていた。燃もえ上がる炎ほのおのような金きん髪ぱつである。


　服ふく装そうも首から上に負けない派は手でさだった。


　恐きよう竜りゆうの頭ず蓋がい骨こつと肋ろつ骨こつで作られたようなプロテクターが胸むねから肩かたを覆っている。プロテクターと一体になった黒いマントをまとうその姿は、〈地じ獄ごくからの使者〉かはたまた〈悪の秘ひ密みつ結けつ社しやの大だい幹かん部ぶ〉か──


　黒い唇くちびるの端はしがつり上がり、白い牙きばが覗のぞいた。


「フヒャヒャヒャハァァ～～～ッ!!」


　妙みような貫かん禄ろくのある声でひと笑いすると、〈棺の男〉はマントの下から左手を突つき出し、取り巻いている見物人を睥へい睨げいした。


「吾わが輩はいは〈魔界公爵ヘルデユーク〉ことデルモンテ＝嘉か門もんである！　この公園は我われ々われ〈真しん聖せい紀き魔ま界かい絶ぜつ技ぎ団だん〉が占せん拠きよした！　フフフ……泣いても喚わめいてももう遅おそい！　貴き様さまらは全員、今こ宵よいの黒ミサの目もく撃げき者しやとなるのだ!!　そしてェェ──」


　爪つめを真しん紅くに染そめた人差し指が静馬に向けられる。


「草[image: ]静馬……貴様こそが生いけ贄にえに相応ふさわしい！」


　ダダダダァ────ン!!


　台詞せりふに合わせて『決め』の効こう果か音おんが響ひびく。くどいほどの演えん出しゆつだが、〈魔界絶技団〉の醸かもし出す異い様ような空気の中では見み事ごとにハマっており、違い和わ感かんは微み塵じんもなかった。


『え～ただ今、情じよう報ほうが入って参まいりました！』


　その雰ふん囲い気きを打ち破やぶるように中村の声が響く。


『情報によりますと、この〈真聖紀魔界絶技団〉は渋しぶ谷やを主おもな活動拠きよ点てんとするコスプレ系けい武ぶ闘とう派はパフォーマンス集団であるとの噂うわさですが、その正しよう体たいは謎なぞに包つつまれております。池袋のバイパーズ・レイヴにおいては、満まん月げつの夜にしか現れない謎のチームとして半なかば伝でん説せつ的てきな存在となっております。そして驚おどろくべきはその戦せん績せきです。過か去こに一度だけ草[image: ]静馬と対戦して引き分けた以外、現在まで無む敗はいを誇ほこっています！　さあ、今回の〈Ｖ─１エクストリーム〉にて完全決着なるのか～～ッ!?』


　その説明でようやく事情を理り解かいした見物人たちの目は静馬に注そそがれた。場の空気は完全に〈魔界絶技団〉が支配している。静馬はいかなる反はん応のうを見せるのか──それが興きよう味みの的まとになっていた。


「クソォ～～、それは卑ひ怯きようやぞ！　デルやん!!」


　静馬は子供のように地団駄を踏ふんで全身で悔くやしさを表現した。『デルやん』とはもちろんデルモンテ＝嘉門に静馬が勝かつ手てに付けた渾あだ名なである。


「登とう場じようした瞬しゆん間かんにオチてるやんか！　もう突つっ込こむ余よ地ちもあれへん」


「失しつ敬けいな……誰だれが出オチ芸人か!?」


「それ以外の何やっちゅうねん!?」


「ムハハハハッ、笑しよう止し！　出オチで終わりだと言いたいようだが、本当の見せ場はこれから始まるのだ」


「ちょい待ちぃ！」


　ＢＧＭ担たん当とう信しん者じやに指し示じを送ろうとするデルモンテを制止すると、静馬は相手の腕うでに装そう着ちやくされている鋲びよう付つきのプロテクターを指さした。


「そのグローブに付いとるトゲトゲは何や？　そんなんで殴なぐったら危あぶないやんか」


「フン……ならば確たしかめてみるがよい」


　静馬は無む造ぞう作さに歩いて近寄ると、デルモンテの差し出した腕のプロテクターに付いている鋲を指先で触さわった。静馬の顔色が変わる。


「おおっ、柔やわらかい!?」


　一いつ見けん、金きん属ぞく製せいと思えた鋭するどい鋲の正しよう体たいはゴム製であった。


「フフフ……紳しん士したれ！」


　誇ほこらしげに笑うデルモンテ。静馬は弾はじかれたように後こう方ほうに跳とび、闘たたかいのための間ま合あいをとる。


　ギュオオオオォォ……


　ＢＧＭがギターの重い唸うなりに変わる。


『さあ、いよいよ対戦が始まる模も様ようです！　予よ選せん屈くつ指しの好こうカード、先せん制せいして波に乗るのはどちらの……』


「待ちやがれェ！」


　対決への期き待たいが高まるその最さ中なか、別の声が横合いから割わり込んだ。角かく刈がりの大男を先頭に、黒い武ぶ道どう着ぎを着た数人の男たちが人ひと垣がきを強ごう引いんに搔かき分わけて乱らん入にゆうしてくる。


「やっと見つけたぜ……この変へん態たいコスプレ野や郎ろうが！　今日こそブチのめす!!」


　殺さつ気き立だった視し線せんは静馬ではなくデルモンテに集中していた。水を差された静馬は面おも白しろくなさそうに唇くちびるを尖とがらせる。


「何やねん、あれ？」


「うむ……どうやら吾わが輩はいの客のようだな。以前、少し遊んでやったことがある」


　黒い武道着を着た男たちは都内の空から手て道どう場じようの門もん下か生せいで、チーム〈ベアナックル〉の名でレイヴにも参加していた。静馬が知らないのは、レイヴ参加初日に〈魔ま界かい絶ぜつ技ぎ団だん〉と対戦して壊かい滅めつ的てき打だ撃げきを被こうむったためである。


　デルモンテはリーダーである角刈りの男・カトーの前に歩み出ると、右手を突き出して三本の指を立てた。


「貴き様さまは三つもの間ま違ちがいを犯おかしている。一つ──吾輩はエンターテイナーであって変態ではない。二つ──吾輩自身がオリジナルであるからして、この戦せん闘とう服ふくはコスチュームプレイには当たらない。そして三つ──貴様ごときに吾輩を倒たおすなど不可能である！　フヒャヒャヒャヒャ～～ッ!!」


　愚ぐ弄ろうする台詞せりふに癇かんに障さわる笑い声をオマケされ、カトーのこめかみに太い血けつ管かんがくっきりと浮うかび上がった。


「その無む駄だ口ぐちを止めてやる！」


　二人の左手首に装そう着ちやくされた腕うで輪わが反はん応のうし合い、二人を中心とした楕だ円えん形けいの〈結けつ界かい〉が形成された。不ふ可か視しのパワーの圧力に押され、デルモンテとカトー以外の人間が〈結界〉の外に押しやられる。しかし当人たちには押しやられたという自じ覚かくはなく、自分の意志で退ひいたと感じていた。


『さあ～～妙みような展てん開かいになってまいりました！　草[image: ]静馬を差し置いて、イロモノ最強チームと見るからにザコといった感じのヘッポコカラテチームとのダル～い対戦が始まらんとしています！　こちらもどういった気分で観かん戦せんしていいものやら悩なやむところではありますが、とりあえず見守ってみることにいたしましょう』


　投げやりな外がい野やの声は、戦闘モードに入った二人の耳には届とどいていなかった。


「フフフ……リベンジは結けつ構こうだが、吾輩の魔力を打ち破やぶる算さん段だんでもついたのかね？」


「何が魔力だ、バカが！」


「ほう、ではそのバカに負けた貴き様さまは何だ？」


「うるせえ！　この間はちびっとばかし油ゆ断だんしてただけだ」


「よかろう、ならば来るがよい。真の実力とやらを見てやろう……そんなものがあればの話だが」


　言い争あらそっても無駄と悟さとったか、カトーは一気に間ま合あいを詰つめて攻こう撃げきを仕し掛かけた。


　正しよう面めんから一直線に打ち込まれてくる正せい拳けん突づきを、デルモンテはマタドールのようにひらりと躱かわし、カトーの膝ひざの裏うらに鋭するどいローキックを打ち込んだ。カトーはわずかに体たい勢せいを崩くずしたが、すぐに立ち直って再度突とつ進しんを仕掛けてくる。それに合わせるようにデルモンテはマントを大きく広げた。


「──〈デビルフラーッシュ〉！」


　ババババッ！


　目ま映ばゆい閃せん光こうがカトーの両目を射い抜ぬいた。


　マントの裏に仕し込こまれていた数十個のフラッシュが一いつ斉せいにたかれたのだ。


「──〈サタンクロス・アターック〉!!」


　クロスチョップがカトーの胸むな元もとを強打する。視し力りよくを奪うばわれたカトーは、続いて打ち込まれるチョップの連れん打だに半なかばパニック状じよう態たいになり、闇やみ雲くもに両手を振り回した。


「──〈ナイトメア・ピーチ・ボマー〉！」


　デルモンテはカトーの背はい後ごに回り込むと、腰こしの辺あたりを狙ねらってヒップ・アタックを仕掛けた。突き飛ばされたカトーは腰から砕くだけるようにして地面に膝をつく。


「ぐっ……汚きたねえぞ、てめえ！」


「一度見た技わざを避よけられない貴様が愚おろかなのだよ」


　高笑いするデルモンテ。カトーはようやく視力が回復してきたらしく起き上がろうとするが、両の膝は震ふるえ、その顔は苦く痛つうに歪ゆがんでいた。


「う……痛いてえ……クソッ、何でだ!?」


　カトーは自分が立ち上がれないことが信じられないようだった。実際、デルモンテの一連の攻撃は見た目こそ派は手でだが、素人しろうと目めにもたいしたダメージを与あたえたようには思えない。


『おお～っと、足にきているぞ？　もう終わりなのか～ッ!?　呆あつ気けない！　あまりにも呆気なさ過ぎます！』


「フフフ……では吾わが輩はいが解かい説せつしてやろう」


　デルモンテが指を鳴ならすと、小こ道どう具ぐ担たん当とう信しん者じやがホワイトボードを持ってきた。ペンを取り、ボードに流りゆう麗れいな筆ひつ記き体たいで［Adrenalin］と書き込む。


「動物が身の危き険けんを感じたり怪け我がをしたりすると、副ふく腎じん髄ずい質しつからアドレナリンというホルモンが分ぶん泌ぴつされる！　アドレナリンは交こう感かん神しん経けいを刺し激げきして肉体を緊きん張ちようさせ、緊きん急きゆう事じ態たいに対応できる状じよう態たいにするのだ。このアドレナリンが出ている状態では五感や運動神経が研とぎ澄すまされる一いつ方ぽう、痛つう覚かくが鈍どん麻まし、普ふ段だんなら音ねを上げるほどの肉体的ダメージにも耐たえられるようになる。プロボクサーはどれほど打たれようと試合中にはほとんど痛いたみを感じていないという。またある空から手て家かは骨こつ折せつした足で蹴けり続けたという話だ。もちろんアドレナリン量が通常の値あたいに戻もどった時点で激げき痛つうに見み舞まわれるわけだが……」


　デルモンテは一ひと筆ふで書がきで人の形を描いた。それは二つあり、赤ペンで人型の内側を塗ぬってアドレナリン量の多い・少ないを表現する。人型に向かう矢やじ印るしは攻撃を表あらわしていた。


「人間の場合、アドレナリンの分泌量は精せい神しん状じよう態たい──つまり闘たたかいに臨のぞむ気分によって大きく左右される！　同じ攻撃を受けてもアドレナリンが多いと耐えられ、少ないと耐えられない……ならば、相手のアドレナリンを出させないようにすれば実質的にこちらの攻撃力がアップしたも同然だ。吾輩の計算ではアドレナリンが少ない時、受けたダメージによる痛みはおよそ三倍となる！　これが──〈イロモノ三倍段〉理論である!!」


　デルモンテの仰ぎよう々ぎようしい物言いに、見けん物ぶつ人にんたちはわけも分わからずどよめいた。


〈イロモノ三倍段〉とは俗ぞくに言う剣けん道どう三倍段──『剣道の有段者と徒と手しゆで闘うには相手の三倍の実力が必要である』といったような説──のもじりであろう。しかしこの理論は、バイパーズ・レイヴにおいて、実力の程ほどの疑うたがわしいイロモノ系けいのチームが意外にも勝っているという現げん象しようをかなり上う手まく説明していた。


「いかに威い勢せいがよくても所しよ詮せんは口先のみ……貴様のアドレナリン量は戦せん闘とうレベルに達してはいない！　それゆえ貴様は吾輩には勝てぬのだ！　フヒャヒャヒャヒャ～ッ!!」


「うぬううう～ッ、舐なめるなァァッ！」


　怒いかりが痛みを凌りよう駕がしたのか、カトーは額ひたいから脂あぶら汗あせを流しながらも立ち上がり、再ふたたびファイティングポーズをとった。


「フッ、無む駄だなあがきを……食らえ！　〈チャージング・ヘルファイア〉!!」


　デルモンテが地面に小さな輪わのような物を投げた。


　シュバァァァッ！


　その輪は派は手でな火ひ花ばなをまき散らしながら高速回転し、カトーに向かって地面を滑すべった。


「おわっ!?」


　足元に達した輪は爆ばく竹ちくのように弾はじけて四し散さんし、カトーは泡あわを食って飛び跳はねた。〈ヘルファイア〉の正しよう体たいは飛び道具用に改かい良りようされたネズミ花火であった。


「あ……危ねえだろうが！」


「安心しろ。火か薬やくの量は加か減げんしてある。だが、よい子は真ま似ねをしないように」


「自分でやっといて言うんじゃねえ！」


　闇やみ雲くもに突とつ進しんしてくるカトーに、デルモンテは右腕をまっすぐ前方に突き出した。


「──〈ブースト・パァァンチ〉！」


　バシュッ！


　デルモンテの右腕の肘ひじから先が発射された。


　火花を噴ふん射しやしながら飛び出した右腕は、間ま合あいに踏ふみ込こもうとしていたカトーの顔がん面めんを直ちよく撃げきした。カトーはもんどり打って倒たおれる。


「なっ、何じゃこりゃあ!?」


　尻しり餅もちをついたカトーは、地面に落ちてもまだ火花を噴ふいている腕を蹴け飛とばした。


「吾輩の腕を粗そ末まつに扱あつかうでない」


　デルモンテは〈ブースト・パンチ〉を左手で拾ひろい上げ、マントの中に仕し舞まった。ガチャリと何かが接せつ続ぞくされる音がした後、元通りになった右腕を出して見せる。もちろん飛ばした腕が作り物だということは誰だれの目にも明らかだが、ちょっとした手て品じなでいかにも本物らしく見せているのだ。


「ふざけやがってェェ！」


「──〈ブースト・パンチ・レフト〉！」


　今度は左腕が飛び、カトーの喉のど元もとに一撃を食らわせた。よもや二発目が来るとは予想していなかったカトーはさすがに驚おどろいたが、たいした威い力りよくがないことを知って、構かまわず突進した。地面を蹴って跳とび蹴りで突っ込む。


「チェストォォ──ッ！」


「──〈サマーソルト・ヘル〉！」


　ゴスッ！


　高さのある跳び蹴りに対し、デルモンテは側そく転てんをうつような動きで躱かわしながら、真上に突き上げる蹴りを放はなった。カトーはカウンターの蹴りを腹に食らい、デルモンテの頭ず上じようを飛び越こえて背中から地面に叩たたきつけられる。


　ストリートファイトでありながら、互たがいの技わざと技が正しよう面めんからぶつかり合ったのはそれが初めてのことだった。


『おお～っと、これは華か麗れいな返し技だぁ～ッ！　デルモンテ＝嘉か門もん、初めて芸ではなく技を披ひ露ろうしました～ッ!!　イロモノ三倍段理論により技の痛いたみは三倍！　カトー立てるか、立てるのか～～!?』


　見けん物ぶつ人にんがわいた。カトーが咳せき込みながらも起き上がってきたのだ。


「無む駄だ無駄ァァ！──〈スパイダー・ホールド〉！」


　デルモンテの両手から蜘く蛛もの糸のような無数の細いテープが放ほう射しや状じように放たれた。


　頭からそれをかぶったカトーは慌あわてて逃のがれようとしたが、もがけばもがくほど本物の蜘蛛の糸のごとく手足に絡からみ付いていく。テープは素す手ででは引きちぎれない程度に丈じよう夫ぶで、しかも互いにくっつきやすい材ざい質しつでできているらしい。


「クックック……さあ、そろそろ引いん導どうを渡してくれよう！」




[image: ]


　デルモンテは両腕を胸むねの前でクロスさせ、両肩のプロテクターを接続している金かな具ぐを操そう作さした。プロテクターがマントと一いつ緒しよに外はずれ、重々しい音を立てて地面に落ちた。


　マントの下から現あらわれた素すのデルモンテ＝嘉門の姿すがたを見て、見物人たちが騒さわぎ始める。


　歌か舞ぶ伎きじみたメイクとふざけた言動にそぐわぬ鍛きたえ上げられた肉体であった。格かく闘とう家かというよりは体たい操そう選せん手しゆのような均きん整せいのとれた体格で、パワーとともに俊しゆん敏びんさを感じさせる。


　革かわの戦せん闘とう服ふくは〈魔ま界かいのダークヒーロー〉といったイメージの禍まが々まがしさと格かつ好こう良さを兼かね備そなえており、血を凝ぎよう結けつさせたような暗い赤と艶つやのある黒のツートンカラーであった。デザインこそボンデージ風で複ふく雑ざつだが、シルエットはシンプルで力強い。


「フオオオオオォォ……」


　デルモンテは半はん身みに構かまえ、腰こしを落として息い吹ぶきの声を発した。


　腰にあるベルトの大きなバックルの中央部分が左右に開き、赤い渦うず巻まき状じようのシグナルが点てん滅めつしながら回転を始める。


　チュイイィィィン──


『おおっ、これはいったい何だ～ッ？　命のベルトが光る！　回る！　唸うなりを上げる！　地じ獄ごくの使し者しやのくせになんと不ふ謹きん慎しんな～～ッ!!』


　ＢＧＭがクライマックスに相応ふさわしい荘そう厳ごんかつパワフルなシンフォニーに変わった。信しん者じやたちが剣けんを高く掲かかげながら斉せい唱しようする。


『チャージ……チャージ……チャージ！』


　その声に合わせて、いつしか周囲の見物人たちも拳こぶしを突つき上げ始めた。


『チャージ！　チャージ！　チャージ!!』


　その異い様ような盛もり上がりに、カトーは蜘蛛の糸から逃のがれることも忘れて立ちすくむ。


　デルモンテの足元に青白く光る魔ま法ほう陣じんが現れた。特とく殊しゆ効こう果か担たん当とう信者がブラックライトで照てらしている。蛍けい光こう塗と料りようであらかじめ描かいておいたらしい。同じ原げん理りで、戦闘服の表面に魔力の流れを示しめすように青白いラインが浮かび上がっている。


　シグナルの回転が止まり、目ま映ばゆいほどの黄おう金ごん色いろの輝かがやきがベルトに宿やどる。後こう頭とう部ぶに向かってなびいている形のトサカがピンと立った。


　デルモンテは力強い助じよ走そうから地面を蹴けった。


「──〈ファイナル・デストラクション・キィィィック〉[image: ]」


　名前こそ長いが、技わざそのものはごく普ふ通つうの跳とび蹴りである。カトーは逃にげることも避よけることもできずに食らい、派は手でに吹ふっ飛ばされた──その直後、


　ボワフッ！


　カトーの身体からだに絡からみ付いていたテープが発はつ火かし、青白い炎ほのおを上げて一いつ瞬しゆんのうちに燃ねん焼しようし塵ちりと化した。それはまるでカトーの身体が爆ばく発はつしたかのような画えであった。


　ＫＯされたカトーの腕うで輪わから光の粒つぶが飛び出し、デルモンテの腕輪に接せつ触しよくして白い勾まが玉たまに変わる。デルモンテの白い勾玉は一つ。予よ選せんバトルロイヤルの初勝利である。


「フハハハハッ、吾わが輩はいの勝利である！」


　デルモンテが左腕を突つき上げてアピールすると、大だい歓かん声せいが巻き起こった。〈魔ま界かい絶ぜつ技ぎ団だん〉の巧こう妙みような演えん出しゆつと、人間ビックリ箱ばことでも言うべきデルモンテの闘たたかいぶりに、見物人たちは今やすっかり魅み了りようされてしまっていた。


「いつまで待たすねん！」


　意い気き揚よう々ようと凱がい旋せんしてきたデルモンテを、苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶした顔の静馬が迎むかえた。


「まだいたのか」


「オレの陣じん地ちや！　おるに決まっとるやろ。それより早よ勝しよう負ぶせえ、勝負！」


「うむ……それについてだが、少々残ざん念ねんなお知らせがある」


　デルモンテは腰こしのベルトを指さした。必ひつ殺さつキックを放はなつ時に光り輝いていたシグナルは今は黄色く点てん滅めつしている。


「つい調ちよう子しに乗って魔力を使いすぎてしまった。貴き様さまを血ち祭まつりにあげるつもりだったが、今こ宵よいはもう闘えぬ」


「なんやとお～!?」


「フフフ……慌あわてるでない。予選は三日間もあるのだ。再ふたたび相あい見まみえることもあろう！　さらば!!」


　デルモンテ＝嘉か門もんは素す速ばやく踵きびすを返すと、再び棺ひつぎの中に入って蓋ふたを閉じた。現あらわれた時と同じように信しん者じやに担かつがれて運ばれていく。ちょっとしたパーティの後のように散らかっている試し合あい場じようを清せい掃そう担たん当とう信者が掃そう除じして帰っていった。


　吹ふき荒あれるブーイングの中、単なる一見物人となって観かん戦せんしていた涼子は、思い出したように慶一郎に訊たずねた。


「魔力とか言ってたけど……あれがそうなの？」


「いや、違ちがうだろう。あれは現代の科学で説明ができる範はん囲いだからな。マジックはマジックでも手品の方だ」


　慶一郎は頭を搔かきながらそう答えると、深々とため息を吐ついた。





　　　　☆





　Ｖ─１エクストリーム予選は、その規き模ぼや特とく異いなイベント形けい態たいにもかかわらず、大きなトラブルもなく第一日目を終しゆう了りようした。


　草くさ[image: ]なぎ静馬を筆ひつ頭とうとする実じつ力りよく派はバイパーズが勝ち残り、その他有う象ぞう無む象ぞうの扱あつかいを受けている弱じやく小しようチームはのきなみ全ぜん敗ぱいという結果となっていた。これまでバイパーズ・レイヴを観かん戦せんしてきたファンにしてみれば、波は乱らんに欠け、順じゆん当とうすぎてつまらないとも言える結果である。しかし過か去このレイヴに参加したチームのほとんどが一堂に会したことでレアな対戦カードが数多く組まれ、その点では十じゆう分ぶんに見み応ごたえのある内容であった。


　ただ、一つの疑問がバイパーズとファンの間で取り沙ざ汰たされた。


　大会主しゆ催さい者しやとの関係も噂うわさされるチーム〈ナイツ・オブ・ゴールド〉の三人が、予選初日に姿すがたを見せなかったのである──





　　　　六





　慶一郎が涼子やひとみ、Ｋファイト実行委員会のメンバー等らを家に送り届とどけて鬼おに塚づか家けに戻もどってくると、時じ刻こくはすでに午前零れい時じ近くになっていた。


　日につ課かとなっている境けい内だいでの鍛たん錬れんをしながら、慶一郎はすでに昨日きのうのことになった予選初日のことを思い返した。


　Ｖ─１エクストリームの予選には京きよう極ごく幻げん弥やの影かげは感じられなかった。むしろ気になるのは、開会宣せん言げんをしたのがミアン・キュービィであることと、参加者に送られた腕うで輪わが発はつ揮きする魔法じみた力の方である。


（幻弥はゲイツと手を組んでいる……それは間ま違ちがいない。問題はあの腕輪を誰だれが作ったかだ。それが分わかればＶ─１エクストリームの真の狙ねらいも見えてくるはずだが……）


　幻弥は大会をどこからかモニターしているはずで、その場所はおそらく決勝戦の会場であろうと慶一郎はほぼ確かく信しんしている。予選の間、慶一郎は観戦をそっちのけで幻弥の配はい下かと思おぼしき人間を探さがしていたが、ついに見つけることはできなかった。それらしい人間を見つけさえすれば、捕とらえて訊じん問もんし、幻弥の居いど所ころを聞き出すことは難むずかしくない。できれば予選終了前に幻弥の居所を摑つかみたいと慶一郎は考えていた。


（あと二日か……）


　大だい作さくたちがまた観戦に行くなら、そのお守もりをしなければならない──それを考えると慶一郎は気が重かった。





　午前二時──


　遅おそい入にゆう浴よくを済すませ、慶一郎はようやく自室で床とこについた。


　慶一郎の寝ね床どこは薄うすくて硬かための布ふ団とん一枚で、東京の気き候こうならほぼ一年を通して掛かけ布団は必要なかった。長らくの海外放ほう浪ろうの間に、風ふう雨うをしのげる場所であればどこででも眠ねむることができ、寝ね冷びえすることもない便べん利りな体質になっているのだ。


　普ふ段だん着ぎのままで横になり、ウトウトとしかけた頃ころ──慶一郎は人の気け配はいを感じた。


　階段を上のぼってくる足音がかすかに聞こえた。階段の軋きしむ音の具ぐ合あいからして体重は軽い。戸の隙すき間まから光が漏もれてこないところを見ると、電でん灯とうは消したままだ。


　気配は慶一郎の部へ屋やの前で立ち止まった。


　完全に目が覚さめた慶一郎は、横になったまま身じろぎもせずに待った。しかし三分近く待っても、その気配の主ぬしは戸の向こうに立ったまま動こうとしない。


「……美み雪ゆきちゃん？」


　寝床から起き上がって声をかけると、気配の主は意い表ひようをつかれたようだった。さらに一分ほどしてから、部屋の引き戸がゆっくりと開かれた。


　窓まどから射さし込むかすかな光が、柱はしらに寄りかかるようにして立っている美雪の姿すがたをぼんやりと浮うかび上がらせた。慶一郎の夜よ目めには淡あわいピンク色のパジャマが映うつったが、美雪の顔は影かげになって見えなかった。


「こんな夜中に……何か用なのかい？」


　できるだけ優やさしい口く調ちようで訊たずねながら、慶一郎は自分でも意外なほど動どう揺ようを感じていた。美雪が何をしにやってきたのか、まるで見けん当とうが付かない。寂さびしくなったから添そい寝ねしてほしいというわけでもないだろう。


　どこか怯おびえたような様よう子すの美雪は、消え入りそうな声で言った。


「…………ていって……さい」


「え？」


　慶一郎は思わず聞き返していた。聞き取れなかったわけではない。言葉そのものは単純だったが、その意味がにわかには理り解かいし難がたかったのである。


　美雪は同じ言葉をもう一度、繰くり返した。


「それは……朝ちよう食しよくを作った後でもいいかい？」


「…………」


　慶一郎の問いに、美雪は首を横に振ふった。


「……今、すぐに？」


　美雪がコクリと頷うなずく。


「分わかった」


　返事を聞くと、美雪は戸を閉しめて階段を下おりていった。


　美雪の気配がなくなったのを確かく認にんしてから、慶一郎は立ち上がり、布ふ団とんを畳たたんで部屋の隅すみに置いた。押し入れからズダ袋ぶくろを取り出すと、着き替がえや身の回りの品、それに授業のための教きよう材ざいを入れる。すべての私し物ぶつを詰つめてもズダ袋にはまだ余よ裕ゆうがあった。


　慶一郎が鬼塚家を出たのは、それから十数秒後のことであった──










　第四十一話　ホームレス教師を拾ひろって家うちに帰ろう







〈九月十三日──曇くもり〉





　日本に帰き国こくしてからおよそ四か月にして、再ふたたび宿やど無なしの身になってしまった。


　暖あたたかい季き節せつなので寝る場所には困こまらないが、問題は食事と風ふ呂ろだ。しばらくは高校の家か庭てい科か教室を使わせてもらったり、水道で行ぎよう水ずいをすることになるだろう。


　とはいえ、そんな生活をいつまでも続けられるはずもない。どこかに部へ屋やを借かりるか、それともいっそ東京を離はなれるか……この先の身の振ふり方を考えておく必要がある。


　それにしても、だ。


　幻げん弥やにしろゲイツにしろ、自分の仇きゆう敵てきだと思っている男がホームレスだと知ったらどう思うだろうか──？








　　　　一





「う～む……想像していた以上に規き模ぼの大きな大会のようだな」


　委員会の提てい出しゆつした予よ選せん初日のレポートに目を通しながら、藤とう堂どう校長は低く唸うなった。


　昼休みの校長室には、大だい作さくをはじめとするＫファイト実行委員会メンバーが集合している。提出されたレポートは予選の模も様ようを撮さつ影えいしたスナップにコメントを添そえただけのシンプルな物だが、二〇ページを超こえる枚数があった。メンバーが早そう朝ちようから集まって作り上げた力りき作さくである。


「ところで諸しよ君くんらに質問だが……後半部分のレポートが一つのチームに偏かたよっているのは何な故ぜかね？」


　藤堂は一〇ページに及およぶ〈真しん聖せい紀き魔ま界かい絶ぜつ技ぎ団だん〉に関する記き事じを示しめしながら訊たずねた。


「決まっているじゃないですか！　我われ々われは大きな感かん銘めいを受けたのです！」


　目を血走らせた委員長の石つわ蕗ぶきが拳こぶしを振り上げながら力りき説せつする。


「あのエンターテインメントに徹てつした姿し勢せい！　ハイテクを使わずとも十じゆう分ぶんに観かん客きやくを魅み了りようする演えん出しゆつの妙みよう！　そして、科学的理論により裏うら付づけられつつも格かく闘とう技ぎとしては邪じや道どうかつインチキ臭くさすぎるあの強さ！　すべてが最高です!!」


「まったくですよ！　昨日きのうのあの闘たたかいには僕ぼくらも大いに学ぶべきところがありました。たとえローテクでも低てい予よ算さんでも、知ち恵えと工く夫ふう次し第だいでやれることはいくらでもあるんだって！」


「相手はザコだったらしいが……そんなに感かん激げきするような対戦だったのかね？」


　藤堂は『怪かい人じんカブキデビル』とでも呼よんだ方が似に合あいそうなデルモンテ＝嘉か門もんの写真を眺ながめ、心しん底そこ不ふ思し議ぎそうな表情になる。デルモンテの強きよう烈れつなキャラクターと〈魔界絶技団〉の演出には、現場に居い合あわせた者でなければ理り解かいできないある種のカリスマ性があるのだ。


　メンバーのテンションは藤堂を完全に置き去りにして高まっていた。


「今こそ、我々もこれまでの活動を反はん省せいすべき時だ！　草くさ[image: ]なぎ静しず馬まのキャラクターに頼たよりきり、エンターテインメントとしてのイベント演出に手を抜ぬいていたのではないか!?　高校生のやれることには限度があると決めてかかり、全力を傾かたむけないことの言い訳わけにしていたのではないか!?」


「そうです！　Ｋファイトはまだまだ飛ひ躍やくできます！」


「よし、さっそく次のイベントに向けて企き画かく会かい議ぎだ！」


　メンバーがホワイトボードを持ち出して会議を始める。


「そういうことは本部でやりたまえ。放ほう課か後ごにな」


　藤堂の突つっ込こみはあくまで冷れい静せいであった。〈魔界雑技団〉のレポートを『その他』のファイルにしまうと、残りのレポートを読み返す。


「ふむ……草[image: ]君が相手をしたのは結局ザコばかりだな。それにしても〈ナイツ・オブ・ゴールド〉の情じよう報ほうがないのはどういうことかね？」


「それが、誰だれも見てないんですよ。おそらく初日は不参加だったんでしょう。もしかするとシードされてて決勝にしか出ないとか？」


「主しゆ催さい者しやが身み内うちというからな。それはあり得えるだろうが……しかし予選からしてチーム戦ではなく個人戦だ。決勝戦だけチーム戦というわけでもあるまい。おそらくザコを相手にする気がないのだろう。いずれその時が来れば出てくるはずだ」


　自信ありげにそう断言し、藤堂はニヤリと微笑ほほえんだ。


「さすが校長、悪あく役やくの考えは同じ悪役だけにお見通しですね」


「誰が悪役かね!?　私は常つねに正せい義ぎの陣じん営えいに属ぞくしているぞ」


「ええ～～ッ、本当ですか!?」


　メンバーの間に本物の動どう揺ようが走った。六人は互たがいに額ひたいを付き合わせると、深しん刻こくな口く調ちようで相そう談だんする。


「なんてこった！　これまでずっと『アナーキーな悪の陰いん謀ぼう団だん』のノリでやってきたってのに……」


「僕だってそうですよ！」


「まさか善ぜん玉だまのつもりだったなんて……あのグラサンにすっかり騙だまされたわ！」


「活動の指し針しんに関かかわる重大なことを、今さらカミングアウトされてもなあ。我々はいったいどうすればいいんだ？」


「よし、緊きん急きゆう会議だ！　委員会の全メンバーを招しよう集しゆう……いや、この際だから全校生徒の投とう票ひようによって是ぜ非ひを問うという方法も──」


「やるなら放課後にしたまえ!!」


　藤堂は自分とメンバーとの間の温度差にややウンザリした顔で苦にが々にがしく言うと、応おう接せつセットの方に目を向けた。グレーのＴシャツを着きた筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした大男がソファーに腰こし掛かけている。


「昨日の予選で何か気付いたことはなかったかね、南な雲ぐも君？」


　左手にドンブリを摑つかんだまま、慶けい一いち郎ろうはその呼よびかけに顔を上げた。


「さあ……？　とくにコメントするようなことは何も……」


　ジャーからドンブリにご飯はんを盛もり、刻きざみ海の苔りと鮭さけの切り身、すり下おろしたてのワサビを載のせ、その上にケトルから熱あつい茶を注そそぐ。昼休みの報ほう告こく会かいへの参加を要よう請せいされた慶一郎は、家庭科教室で仕し込こんできた昼ちゆう食しよ一くい式つしきを校長室まで持じ参さんしてきていた。明らかに最初から同どう席せきするだけのつもりである。


「ところで、なぜ昼間から鮭さけ茶ちや漬づけなのかね？」


「どうも食しよく欲よくがなくて……お茶漬けぐらいしか喉のどを通らないんですよ」


　慶一郎はため息まじりにそう言うと、特製鮭茶漬けをサラサラと搔かき込んだ。


「それでもう三杯ばい目めだろう。お茶漬けとはいえドンブリで三杯も食べて『食欲がない』と言えるのかね？」


「放ほっといてください」


　空からになったドンブリをテーブルに置く。


「昨日の初日はザコ戦ばかりで、これといった見み所どころはありませんでしたよ。予選のシステムからすれば当然でしょうがね。今日きようあたりからＡクラス同士の対戦がボツボツと始まるんじゃないですか？　最終日から参加して勝ち星を稼かせぐのは大変だろうし、〈ＫＯＧ〉も顔を出すでしょうよ」


　投げやりな口く調ちようで述のべたコメントに、メンバーは一いち様ように感かん心しんして頷うなずいた。


「さすが本物のストリートファイターの言葉には説せつ得とく力りよくがあるなあ」


「さっき私が言ったこととほとんど同じではないかね？」


「言う人が違ちがえば、おのずと発する言葉の重みも違ってくるんですよね～」


「私の言葉は信用できないというのかね!?」


「そんなことは言ってませんよ。ハッキリとは」


「遠回しに言えばいいというものではあるまい！」


　またぞろ始まった大人おとなげない口こう論ろんを聞き流しながら、慶一郎はデザート代がわりの梅うめ茶漬けを作り始めた。





　　　　☆





　同時じ刻こく──


　池いけ袋ぶくろ某ぼう所しよ・Ｖ─１エクストリーム大会本部。


　空くう港こうの管かん制せい室しつか軍の作戦司し令れい室を思わせる本部ホールの照しよう明めいは落とされ、モニターの光だけが辺あたりを照てらしている。


　正しよう面めんに配はい置ちされた巨きよ大だいなマルチモニターに、銀きん髪ぱつ瘦そう身しんの男の姿すがたが映うつし出されていた。ウィラード・ゲイツの右みぎ腕うで、Ｊ・マクガイアである。


『──報ほう告こくは受け取った。滑すべり出しは順調なようだな』


　マクガイアの酷こく薄はくそうな顔にはいかなる感情も浮うかんでいない。モニターの前に立つミアン・キュービィの作り物めいた無む機き質しつな美び貌ぼうとはまた異ことなる冷たさがあった。


『こちらでリアルタイムに測定した結果も良りよう好こうだ。とくにマークすべきファイターは──この九人だ』


　マクガイアの映えい像ぞうがスクリーンの中央に縮しゆく小しようされ、その周しゆう囲いに予よ選せん初日に参戦したバイパーズの顔が並ならんだ。草[image: ]静馬に氷ひ室むろ那な智ち、アースシェイカーズの仁に志しなど、Ａクラスと呼よばれる実力派の面々である。


「この九人に〈ＫＯＧ〉の三人を加えた十二人がバトルロイヤルの中心となるのですね」


『いや、もう一人いる』


　十人目のバイパーズの画像が映し出された。〈魔ま界かい絶ぜつ技ぎ団だん〉のデルモンテ＝嘉門である。


『この男はファイターとしての実力こそ不明だが、闘たたかえば闘うほど対戦相手のパワーレベルを下げるという奇き妙みような結果が出ている。しかもそれに反はん比ぴ例れいしてギャラリーのテンションは上がっていく……説明しがたい現げん象しようだ』


　デルモンテの画像に意味不明の数すう値ちの列が重かさねて表ひよう示じされる。


「見た目通りの道化師ジエスターと考えれば当然のようにも思えますが」


『大会を盛もり上げる役に立てばいいが、活かつ躍やくしすぎるのも考えものだ。場合によっては我われ我われの計画に支し障しようが出るやもしれん。注意しろ』


「心こころ得えました」


『それともう一つ……キョウゴクの動きのことだが』


「牽けん制せいしておきますか？」


『その逆ぎやくだ。放ほうっておけ』


　マクガイアの顔にかすかな笑えみが浮うかんだ。見る者を安心させるような笑みではない。皮ひ膚ふの下に鋭えい利りな刃は物ものを潜ひそませているような冷れい笑しようであった。


『奴やつの企たくらみもこちらの計画の内だ。好きにさせておけ』


「よろしいのですか？」


『名前を借かりているのだ。その程度の特典は与あたえてやってもよかろう。ゲイツ様もそう仰おつしやっている。それとも、心配か？』


「はい。ゲイツ様の楽しみが減へるのではないかと」


『キョウゴク程度の男に倒たおされるようでは、しょせんそれまでの男だったということだ。余よ計けいな手出しは無用だ。事の運びによっては我々にとっても好こう都つ合ごうな展てん開かいになるやもしれん』


「了りよう解かいしました」


『今日からが本番だ。最後のセッティングを怠おこたるな──』


　通信を終えたミアンは本部を出て、エレベーターで地下に降おりた。建たて物ものの西側へ続く作業用の通路を進み、突つき当たりにある密みつ閉ぺい式の扉とびらを開く。二重になっている扉の向こうに出ると、そこは巨きよ大だいな縦たて穴あなの底であった。


　穴の直ちよつ径けいは二〇メートル以上はあろうか。縦穴の出口は頭ず上じようのはるか上じよう方ほうにあり、天てん井じように開いた小さな天てん窓まどのように見える。昼間とはいえ曇どん天てんのため、陽よう光こうも縦穴の底までは届とどいてこない。


　壁かべのスイッチを操そう作さすると、床ゆかに並ならんだ照しよう明めいが点てん灯とうし、縦穴の中央へと延のびる鉄の桟さん橋ばしが照てらし出された。ミアンは桟橋を渡り、縦穴のほぼ中心に設せつ置ちされた黒い円えん錐すい状じようの装そう置ちの前に立った。蕾つぼみを思わせる膨ふくらみを帯おびた円錐の高さは四メートルほどあり、その下の台だい座ざから太いコードやパイプが血けつ管かんのように床を這はって延びている。大がかりな機き械かいにもかかわらず操作パネルはエアコンよりも単純だった。


　この謎なぞの〈装置〉の詳しよう細さいについてミアンは何一つ知らされてはいない。ただ、ゲイツの進めている計画にとってなくてはならない機械であるとさえ分わかっていれば十じゆう分ぶんだった。


　ミアンは赤い電でん源げんボタンを押し、出しゆつ力りよく調ちよう整せい用ようのレバーをゆっくりと押し上げた。


　ブゥゥゥゥン……


〈装置〉が低い唸うなりを上げてかすかに震ふるえ始めた。




[image: ]


　円錐の表面に螺ら旋せん状の溝みぞが走り、先せん端たんから解ほどけるようにして外がい殻かくが展てん開かいしていく。その中心に現あらわれたのは水すい晶しようのような透とう明めいの柱はしらだった。内部で複ふく雑ざつに光を屈くつ折せつさせる水晶柱の中に、暗あん黒こくに近い深い青色の球体が閉じこめられている。


「美しい……」


　ミアンは魅み入いられたように目を細めて、そう呟つぶやいた。





　　　　二





「ええ～っ!!　今日は応おう援えんに来てくれないんですかあ!?」


　大作は素すっ頓とん狂きような声を上げた。


「昨日はひとみの付つき添そいよ。応援に行ったわけじゃないわ」


　涼りよう子こは足を止めることなく冷ひややかに答える。


　放ほう課か後ごである。


　涼子と大作は連つれ立って赤あか塚つか公園沿ぞいの歩ほ道どうを歩いていた。


　二人はそれぞれの目もく的てきで鬼おに塚づか家けに向かう途と中ちゆうで、一いつ緒しよになったのは偶ぐう然ぜんである。ただし涼子の方には大作と並んで歩くつもりは毛もう頭とうなかった。大作が涼子を見つけて勝かつ手てに寄ってきたのだ。


　ポニーテールを揺ゆらしながら颯さつ爽そうと歩く涼子に、大作は時々小走りについていく。


「昨日のバトルロイヤルでは面おも白しろい対戦が少なかったのは確たしかですけど、今日からは目が離はなせなくなると思うんですよ。見み逃のがすと損そんしますよ、きっと」


「興きよう味みないわね。あの静バ馬カがコテンパンにされるところなら見けん物ぶつしてやってもいいけど」


「そんなあ～」


　大作の言葉に耳を貸かさず、涼子は足早に高こう架か下の横おう断だん歩道を渡った。高こう速そくの南側にある公園を横目に歩ほを進める──と、涼子は不ふ意いに足を止めた。背中にぶつかりそうになった大作が慌あわてて立ち止まる。


「どうしたんです、急に？」


「ほら、あれ──」


　涼子が指さしたのは公園のベンチだった。見ると、平へい均きん的てきな日本人のサイズに合わせて作られているベンチにひどく不ふ釣つり合いな大男が腰こし掛かけている。


「あんなバカでかい筋きん肉にくの塊かたまりは、この辺あたりには一人しかいないわ」


「……ですね」


　二人はどちらからともなくベンチの大男に近寄っていった。


「南な雲ぐも先生、何してるんですか？」


　大作が声をかけると、慶一郎は億おつ劫くうそうに振ふり向いた。


　慶一郎はベンチの背もたれに左腕うでを回して上じよう体たいを預あずけ、前に投げ出した両足を組んでいる。いかにも暇ひまを持て余あましているだらしない人間の体ていであった。


「何をしていると聞かれてもな……ベンチに座すわっているんだが」


「そんなの見れば分かりますよ。ベンチに座って何をしているのかと訊きいてるんです」


「別に何もしていないが」


「何もしてないってことはないでしょう？」


「せいぜい息をしているぐらいだな……」


「どうせ晩ばんご飯はんのメニューでも考えてたんでしょ？」


　間まの抜ぬけた会話を断たち切るように涼子が口を挟はさむ。大作はポンと手を叩たたいた。


「ですよね！　で、今晩のメニューは何なんですか？」


「今晩のメニュー？」


　慶一郎はボリボリと頭を搔かき、あさっての方ほう角がくに目をやりながら答えた。


「さあな……材料はまだ十じゆう分ぶんに残ってるから、買い出しに行かなくても何か作れるだろう」


「なによ、他ひ人と事ごとみたいに。やる気あんの？」


「俺おれはもう晩ばん飯めしのメニューに悩なやまなくていい身み分ぶんになったんだよ」


　投げやり気ぎ味みの口く調ちように、涼子は不ふ審しんな顔つきで聞き返す。


「……どういう意味？」


「俺は鬼塚家の居い候そうろうではなくなった。だから飯も作らなくていい。そういうことだ」


　自分が聞いた言葉の内容を確かく認にんするように、涼子と大作は互たがいに顔を見合わせる。


「……家いえ出でですか？」


「いい大人おとなが？」


「人を不良少年みたいに言うな。家出じゃない」


「じゃあ追い出されたってことですか!?」


「まあ……はっきり言えば、そうだ」


　遠えん慮りよのない大作の物言いに慶一郎は半なかば呆あきれつつ、ほろ苦にがい顔で肯こう定ていした。二人は再ふたたび顔を見合わせる。思ったより深しん刻こくな事じ態たいらしいと察したのだ。


「追い出されたって──お師し匠しようさまに？」


「ん～……いや、そうじゃないんだが……」


「え？　すると美み雪ゆきちゃんなんですか!?」


「む……」


　慶一郎の顔色が曇くもった。それを見た涼子は眉まゆをピクッとつり上げて、言い放はなった。


「さては何かやらかしたわね!?」


「何かって、何だ？」


「美雪ちゃんを怒おこらせるようなことよ。例たとえば……お風ふ呂ろを覗のぞいたとか？」


「覗いたんですか!?」


「そんなことはしていないぞ！」


　慌あわてて否ひ定ていする慶一郎に、二人は険けわしい疑ぎ惑わくの目を向けた。


「何もないのに美雪ちゃんが先生に『出ていけ』なんて言うはずがないじゃない！」


「そうですよ！　身に覚おぼえがないなんて言わせませんよ」


「本当に身に覚えがないんだが……」


「じゃあ別のパターンも考えられるわね。先生が気付かなかっただけで、何かずっと前から気に入らないことがあって……その我が慢まんが限界にきたとか？」


「実は美雪ちゃんの嫌きらいな物ばかり料理に入れてたんじゃないですか？」


「そんなことはないと思うぞ。残した物があれば次からは使わないように注意していた」


「料理じゃないとすると……ん～っと、ダメだ！　もう思いつきませんよ！」


　スパァン！


　涼子が大作の後こう頭とう部ぶを平ひら手てで引っぱたいた。


「他ほかにもあるでしょ！　風呂上がりに全ぜん裸らで歩き回る習しゆう慣かんがあるとか」


「なるほど、逆ぎやくセクハラですね？」


「そんな習慣はない！」


「じゃあ、それに近いところで──」


　大作は涼子の方をチラリと見て、言いかけた言葉を途と中ちゆうで止めた。涼子が横目でジロリと大作をにらむ。


「何を思いついたのか言ってみなさいよ」


「……いえ、やっぱりいいです。イメージダウンにつながりそうなんで」


「今さらあんたのどんなイメージが下がるっての？」


「だってほら、僕は清純派で通ってますから……って、痛いたい痛い！」


　涼子は無む言ごんで大作のこめかみに拳げん骨こつをグリグリと押し付けていた。


「まあいいわ。でもそっち方面でもないとすると、あたしたちにはお手上げね。先生、もう一度訊くけど、本当に心当たりはないのね？」


「ああ。見けん当とうもつかん」


「そう……だったら本人に確たしかめてみるしかないわね」


　言うなり、涼子は踵きびすを返して歩き出す。美雪に直接問い質ただすつもりだと気付いた慶一郎は、ベンチから立ち上がって呼よび止めた。


「待て、御み剣つるぎ！　美雪ちゃんには何も訊くな」


「なんでよ!?」


「いいから戻もどってこい」


　涼子が肩かたを怒いからせながら大おお股またに歩いてベンチまで戻ってくる。慶一郎はベンチに座すわり直すと、二人を交こう互ごに見て、言った。


「俺のことで美雪ちゃんに質問はするな。これは俺とあの子の間の問題だ」


「え～っ？　でも……」


「家を出ていけ──なんてのは、よっぽどの事情がなければ口に出して言えない台詞せりふだ。その事情が何かは分わからないが、美雪ちゃんも彼女なりに悩なやんだ結果、そう言うしかなかったんだろう。そういうところは察してやってくれ」


　涼子と大作は三み度たび、互たがいに顔を見合わせた。全身で不ふ満まんを露あらわにしている涼子に対し、大作は苦く笑しようして大おお袈げ裟さに肩をすくめて見せる。


「まあ先生がそう言うなら、僕は口出ししませんけどね。でも、これからどうするんですか？」


「そうよ。そもそも追い出されたのって、いつの話？」


「昨夜ゆうべの二時頃ごろかな」


「二時って……そんな丑うし三みつ時に!?」


「わざわざ古い言葉に翻ほん訳やくし直さないでくださいよ。そんな真夜中に追い出されて、どこへ泊とまったんです？」


　慶一郎はベンチの背もたれを軽く叩たたく。二人がその仕し草ぐさの意味を理り解かいするまでに数秒を要した。


「つまりここで寝たわけね？」


「そんなホームレスじゃあるまいし」


「いや、実際にホームレスなんだが……」


　事実だけに笑えないジョークである。そのホームレスになった男が単なる知り合いではなく自分たちの担たん任にん教師だという事実が、余よ計けいに事じ態たいを情なさけないものにしていた。


「それにしても、先生がいなくなったら誰だれがご飯はんを作るんです？」


「鉄てつ斎さい師匠だろ。以前はそうしていたわけだし……要は元に戻るだけだ。俺がいなくても問題はない」


「でも当分の間、飛ひ天てん神じん社じやに行っても先生のご飯は食べられないんですね……もったいないなあ。その料理の腕うでをフリーにしておくなんて──」


　ピキィ──ン！


　その時、大作と涼子の顔にただならぬ緊きん張ちようが走った。二人はほぼ同時にあることに気付いたのだ。


「えーいっ！」


「うわぁぁっ!!」


　大作はいきなり突つき飛ばされて地面に尻しり餅もちをついた。その隙すきに涼子はベンチに駆かけ寄り、慶一郎のＴシャツをギュッと摑つかむ。


「ひ～～ろった！」


「ああ～っ！　ズルいですよ、涼子さん!!　今のは卑ひ怯きようです！」


　高らかに勝しよう利りを宣せん言げんする涼子に、地じ団だん駄だ踏ふんで抗こう議ぎする大作。


　慶一郎は何が起きたのか理解できずに、ポカンとした顔で二人を見み比くらべた。





　　　　三





　バキィィン！


　金きん属ぞく同士が衝しよう突とつする鋭するどい音が響ひびいた。


　弾はじかれたチェーンがビデオの逆再さい生せいのように手元に引き戻もどされる。


「へえ……今のをよく返せたね。マグレかい？」


　久く遠おん七なな瀬せは獰どう猛もうさを押し殺した笑えみを浮うかべながら、両手首のグローブにつながった銀色のチェーンをもてあそんだ。


「マグレかどうか、確たしかめてみりゃいいさ」


　七瀬と対たい峙じしているのは、ベリーショートの髪かみを金色に染そめた若い女だった。


　横浜を拠きよ点てんとする女性のみで構こう成せいされたバイパーズ・チーム〈ベルベット・ポー〉のリーダー・リンこと恩おん田だ倫のり子こである。


　一八〇センチを超こえる大おお柄がらでグラマラスなボディを真しん紅くのボンデージファッションで完全武装した七瀬に対し、リンは革かわのベストにゼブラ柄がらのパンツという軽けい装そうだった。リンの得え物ものは両手に構かまえた二本の十じつ手てである。この大会のために新しん調ちようした朱しゆ塗ぬりの十手は、七瀬のチェーンと打ち合った部分の塗と装そうが剝はげてステンレスの下した地じが覗のぞいている。


「あんたの実力じゃあたしにゃ勝てない……下へ手たに頑がん張ばっても痛いたいだけだよ」


「チーム戦でもないのに粋いきがるんじゃないよ！」


　リンは一気に跳ちよう躍やくして間ま合あいを詰つめた。七瀬のチェーンが最もつとも威い力りよくを発はつ揮きする距きよ離りよりも内側に飛び込もうというのだ。


　シャッ！


　七瀬の左手からチェーンが放はなたれた。薔ば薇らの蕾つぼみを模もした分ふん銅どうが弾だん丸がんのごとくまっすぐに飛んでくる。それを予期していたリンはわずかに左寄りに跳とんでいたため、分銅は金きん髪ぱつをかすめて通過した。着ちやく地ちと同時に右手の十手を七瀬の胸むな元もとめがけて突つき出す。


　ガキッ。


　七瀬の両手の間に張られたもう一本のチェーンが、リンの手首に巻き付いてその攻こう撃げきを止めていた。リンは反はん射しや的てきに左手の十手で七瀬の脇わきを突こうとするが、最初に投じたチェーンが背はい後ごから回り込んできてその手首を捕とらえる。


「なっ!?」


　リンは別の敵てきが襲おそってきたと一いつ瞬しゆん勘かん違ちがいして動きを止める。その隙すきに七瀬はリンの背後を取り、チェーンで拘こう束そくした。リンは両腕を封ふうじられた上に抱だきすくめられた状じよう態たいになる。


「ほ～ら、捕つかまえた」


「は、放はなせよ！」


「や～だね」


「バカッ、これじゃバトルになんねーだろ!?」


「んなこたーねえさ！」


　七瀬はリンの身体からだを軽々と肩かたの上に担かつぎ上げた。一八〇を超こえる体格とはいえ、女とは思えぬ力ちから業わざである。ジタバタと暴あばれるリンの身体を、七瀬はそのまま自分の膝ひざの上に落とした。


「いだぁ～～～っ!!」


　尾骨を強打したリンは情なさけない悲ひ鳴めいを上げた。


　チェーンから解放されると地面にへたり込こみ、四つん這ばいの格かつ好こうで自分の尻しりをさする。激げき痛つうのあまり足あし腰こしが立たないのだ。


「ありゃ、ケツが割われちまったかねえ？　四つくらいに？」


「くっ……てめぇぇ！」


　リンは起き上がりざまに十手を投げつけた。意い表ひようをついた攻撃だったが七瀬は難なんなく見切り、飛んできた十手を左手で弾はじく。しかしその手が不ふ意いに重くなった。十手の柄つか頭がしらの輪わには丈じよう夫ぶな紐ひもが結むすばれており、それがチェーンに絡からまったのだ。


　立ち上がったリンが紐を強く引いた。七瀬の二の腕の力こぶが盛もり上がる。二人は互たがいに引く力を加か減げんしながら、相手の隙を窺うかがった。


　だがそのにらみ合いも長くは続かなかった。パワーと武器のリーチの両方で劣おとるリンには、自分から仕し掛かける以外に勝しよう機きはなかったのだ。一度紐を全力で引き、七瀬がそれに対たい抗こうして左腕に力を入れた瞬しゆん間かん、リンはその力を逆に利用して大きく前方に跳とんだ。


「──それがあんたの限界さ」


　ルージュを引いた七瀬の唇くちびるの端はしがつり上がる。七瀬の右の拳こぶしにチェーンが巻き付き、銀色の塊かたまりと化した。


　バチィ！


　七瀬の鉄てつ拳けんが銀色の火花スパークを散らす。


　次の瞬間──起き死し回かい生せいの一撃を放はなとうとしたリンの網もう膜まくに、〈紫し電でんの薔ば薇ら〉の閃せん光こうが刻きざみ込まれた。





　　　　☆





〈Ｖ─１エクストリーム〉予よ選せんバトルロイヤル──その第二日目は、開始早々から激げき戦せんの様よう相そうを呈ていしていた。


　昨日きのうの初戦ではバトルロイヤルの要よう領りようが分わからず互いに様よう子すを窺うという状じよう況きようが多かったが、二日目になってＡクラスのバイパーズが積せつ極きよく的てきに対戦を挑いどむようになっていた。速そつ攻こうで勝利すればそれほど体力を消しよう耗もうしないことが判明し（勝ち星獲かく得とくと同時に体力も補ほ充じゆうされるため）、想像していたよりも連れん戦せんによるリスクが小さいと分かったからである。


　初日は挑ちよう戦せんを受ける側だったＡクラスチームが攻こう勢せいに回ったことで、いわゆるＢクラス以下のチーム、非ひ実じつ力りよく派はのイロモノチームの多くは開始から二時間足たらずで姿すがたを消し、各所でＡクラス同士の激げき突とつが見られるようになっていた。


　だが一いつ方ぽうで、その流れに取り残された男が一人──





「──オ・モ・ロ・なぁ～～～い！」


　静馬の叫さけびが夜空に響ひびいた。


「なんで誰だれも来けえへんねん!?　どういうこっちゃ！」


　仁に王おう立だちで左右に視し線せんを走らせる。バイパーズ・レイヴのメッカ池袋中央公園──しかし、そこに静馬以外のバイパーズの姿はなかった。予選開始前から公園に陣じん取どっているにもかかわらず、昨日の初戦で懲こりたのか待てど暮くらせど挑戦者が現あらわれないのだ。当初は大おお勢ぜい押し掛かけていたギャラリーも、いまや静馬の応おう援えん団だん以外はほとんど残っていない。


『おお～っと草[image: ]静馬、誰にも相手にされず荒あれております！　その姿はさながら欲よつ求きゆう不ふ満まんの類るい人じん猿えんか～～ッ!?』


「誰がモンキーやねん！」


　特とく設せつ実じつ況きよう席せきに詰つめ寄る静馬に、中村はマイクを握にぎったまま腰こしを浮うかせる。


『さ、こんなおみそは放ほうっておいて我われ々われもそろそろ場所を変える時では……ん？　おお～っ！　あれはいったい何だぁ～～!?』


　中村が公園の入り口の方を指さした。そこに現れたのは、頭をすっぽりと覆おおう白い頭ず巾きんとローブに身を包つつんだ怪あやしげな一団であった。黒い棺かん桶おけを担かついだその白い一団は、滑すべるような足取りで公園の中央まで歩あゆみ出る。


『あのいでたちはまさに〈真しん聖せい紀き魔ま界かい絶ぜつ技ぎ団だん〉……しかし妙みようです！　昨日の大だい名みよう行ぎよう列れつのごとき大おお所じよ帯たいとは違ちがい、今日は棺桶を担ぐ六名のみ！　専せん用ようの楽がく団だんの姿も見えません。これはいったいどういうことなのでしょうか？』


　驚おどろきよりはむしろ困こん惑わくしているギャラリーをよそに、静馬は腕うで組ぐみして待ち構かまえる。静馬の目の前にやってきた〈魔界絶技団〉の六人は、運んできた黒い棺桶を地面に立てて置いた。


　ギイィィィ……


　蝶ちよう番つがいを軋きしませながら棺桶の蓋ふたが開いていき──


「あ、どうも静馬さん。ただいま～」


　中から出てきた大作が元気よく手を振ふる。静馬は新しん喜き劇げきばりにズデ～ンと派は手でにコケた。


「どっから出てくんねん!?」


「静馬さんの言う通り、バトルロイヤルの戦せん況きようを調べに行ったんですよ。〈魔界絶技団〉のバトルも見てきたんですけど……とりあえずこれを見てください」


　大作はハンディカメラを取り出し、液えき晶しようモニターを静馬に見せた。再さい生せいボタンを押すと、画面にいきなり白しろ塗ぬりの怪かい人じんの顔がドアップで映うつし出される。


『フヒャヒャヒャヒャヒャヒャ……ご機き嫌げんいかがかな、草[image: ]静馬君くん！　吾わが輩はいは〈真聖紀魔界絶技団〉代表のデルモンテ＝嘉か門もんである！』


　カメラが引き、イロモノ最強の男の半はん身しんが映る。昨日とは全まつたく別の戦せん闘とう服ふく姿であった。対戦終しゆう了りよう直後なのか、背はい後ごでは信しん者じやたちが路上に散らばったデルモンテの武ぶ器きらしき物を片づけている。


『早さつ速そくで悪いが非常～に残ざん念ねんなお知らせがある……今日こそは貴き様さまを血ち祭まつりにしてやろうと考えていたのだが、ザコの相手をしているうちにまたもや〈魔ま力りよく〉が尽つきてしまった』


「なんやとぉ!?」


『貴様との決けつ着ちやくは明あ日すの最終日に持ち越こすとしよう。なに、楽しみは最後に取っておくものだよ。それではさらばだ！　ウヒャヒャヒャヒャヒャヒャ……』


　デルモンテは真しん紅くのマントを翻ひるがえして画面から消え去った。


「……というわけなんですよ。このメッセージを静馬さんに届とどけるように頼たのまれちゃって」


　大作を運んできた〈魔界絶技団〉の六人は、任にん務む完かん了りようを確かく認にんすると丁てい寧ねいに一いち礼れいして、空からになった棺かん桶おけとともに去っていった。


「あの棺桶の中って意外と涼すずしくて寝ね心ごこ地ちいいんですよね～」


「そんなことはどうでもええわい！　他ほかのバイパーズはどないなっとんねん!?」


「そうそう、大変なんですよ！　ついに〈ナイツ・オブ・ゴールド〉が現あらわれたんです！」


「おおっ、そらどこや？　どこにおんねん!?」


「池袋駅えきの向こう側だそうですよ。〈ベルベット・ポー〉と〈ガスタンク〉がそれぞれ久遠七瀬と不ふ動どう秋あき嵩たかに敗やぶれてます」


「もう一人は？」


「今のところ目もく撃げき情じよう報ほうはありませんね。迷まい子ごになってるという可能性もありますけど」


「ふうん……したらその二人だけか。こっちに向かっとんのは？」


「それがですね、二人とも対戦後に行方ゆくえをくらましたそうです」


「ぬわにィィィ～～!?」


　静馬はギリギリと歯を嚙かみ鳴ならした。


「クソ～ッ、どうあってもこのオレを無む視しするつもりやな!?　よっしゃ……そっちがそのつもりやったらオレにも考えがある！　いくで、大作！」


「え？　どこへですか？」


「誰も挑ちよう戦せんしてけえへんのやったら、こっちから殴なぐり込こみに行くまでや！　こうなったら見つけ次し第だい、片かたっ端ぱしからいてもうたる!!」


　弾だん丸がんの勢いきおいで公園を飛び出していく静馬を、大作とグルーピーが慌あわてて追いかけた。中村をはじめとするＫファイト実行委員会取しゆ材ざい班はんもその後に続く。静馬の対戦を見けん物ぶつしようと待っていた他のギャラリーたちも別の対戦地へと移動していき、バトルロイヤルで盛もり上がる池袋にあってレイヴの中心地であるはずの中央公園は、つかの間まの静けさを取り戻もどすことになった。





　数分後──植うえ込みの一いつ角かくがガサリと動き、大おお柄がらな二つの人ひと影かげが現れた。


「どうやら行っちまったようだね。あの様よう子すじゃ当分ここには戻ってこないだろ」


　七瀬は静馬が出ていった道路側の出入り口に目を向けながら言った。


「俺は気に入らねえぜ……こういうコソコソしたのはよ」


　秋嵩はいかにも不満そうに口を尖とがらせる。


「なんで草[image: ]とやり合っちゃいけねえんだ？　草[image: ]だけじゃねえ、氷ひ室むろや他の強つええチームの奴やつらとも対戦すんなってのはひでえんじゃねえのか!?」


「デカい声を出すんじゃないよ」


　七瀬は秋嵩の脇わきを肘ひじで突ついた。


　二人の左手のリングには白い勾まが玉たまがそれぞれ三つずつ増ふえていた。しかし対戦相手は実力的にどれもＢクラス以下の小物ばかりである。


「食い足たりねえにもほどがあるぜ。これじゃあ弱いもんイジメじゃねえか」


「これも作戦なんだよ。予選で草[image: ]にこっちの手の内を見せるわけにはいかないだろ？」


「そうは言ってもよ、やっぱ逃にげ回るってのはカッコ悪わりぃぜ」


　七瀬の手が素す速ばやく伸のび、秋嵩のカラフルな頭をガッキとわしづかみにした。力まかせに引き寄せ、耳元で怒ど鳴なりつける。


「あたしが好きでやってると思うのかい!?　叔お父じ貴きの命めい令れいだからしょうがなしにこんな恥はじ知しらずな真ま似ねをしてんじゃないか！」


「そ、そりゃ分わかってっけどよ」


「分かってんならガタガタ文もん句く言うんじゃないよ!!」


「……怒おこんなよなあ」


　秋嵩は七瀬の剣けん幕まくに鼻はな白じろんで、大きな身体からだを縮ちぢませた。


　ペタ……ペタ……


　不ふ意いに四し方ほうから聞こえてきた奇き妙みような足音に、二人は周しゆう囲いを見回した。フード付きの黒いマントをまとった男たち七人が、二人を取り囲かこむように近付いてくる。男たちの足元を見るなり七瀬はきな臭くさい表情になった。彼らは全員が裸足だったのである。


「てめえら……まさか!?」


　バババッ！


　男たちは一いつ斉せいにマントを脱ぬぎ捨すてた。


　その下から現れたのは水泳パンツ一いつ丁ちようのしなやかな肉体である。


　彼らは中央公園の一いつ角かくを占しめる黒い自然石で作られたカスケード風の池に向かって走り出した。臆おくすることなく次々と池に飛び込むと、浅い水すい深しんをものともせず華か麗れいなる泳ぎを披ひ露ろうし始める。


　水面を破やぶってニョキニョキと生はえる男の脚あし──


　トビウオのごとく跳はねる男たちの顔には満まん面めんの笑えみが──


　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす二人の眼がん前ぜんで、男子シンクロナイズドスイマーチーム〈フライング・シーマンズ〉の演えん技ぎが続いた。


「ワハハハ──水中こそが我われ等らが領域テリトリー！　恐おそれぬならばかかってくるがよい！」


　スイマーたちの高笑いが響ひびく。秋嵩が呻うめいて頭を抱かかえた。


「叔父貴に言いてえ文もん句くが一つ増ふえたぜ……」


「どんな？」


「なんで〈コミック部門〉は別にしといてくれなかったのか!?」


「──同感」


　頷うなずきながら七瀬は秋嵩の尻しりを蹴け飛とばした。


「え!?　俺がやんのかよ？」


「当たり前だろ、こちとら全身レザーなんだよ？　水なんかかぶったら後の手入れが大変じゃないか」


「ったく……」


　秋嵩はブツブツ文句を言いながら前に歩み出た。池の手前数メートルのところで立ち止まると、唇くちびるを尖とがらせて野や獣じゆうの唸うなりを思わせる獰どう猛もうな息い吹ぶきの声を上げる。


『フシュルルルルゥゥゥ────……』


　息吹の高まりとともに秋嵩の全身の筋きん肉にくが急きゆう激げきに膨ぼう張ちようし、ゴツゴツとした瘤こぶとなって盛もり上がった。赤黒く変へん色しよくした皮ひ膚ふがかすかに鉱こう物ぶつ的てきな光こう沢たくを帯おびる。


　四し股こを踏ふむ要領で両足を踏ん張ばって腰こしを落とす──次の瞬しゆん間かん、


　ダンッ！


　地を蹴る音とともに秋嵩は地上から消しよう失しつした。


　高々と宙に舞まい上がった巨きよ体たいが、泳およぎ回るスイマーズのど真ん中に落らつ下かする。


『──〈轟ごう衝しよう発はつ破ぱ〉ァッ!!』


　ドパァァァン！


　キノコ雲ぐものような水みず柱ばしらが上がった。


　スイマーズは池に溜たまっていたすべての水とともに吹ふき飛ばされ、公園のあちこちに墜つい落らくする。池の中央に残されたのは、両の掌てのひらを底に押し付けた姿し勢せいで固まっている秋嵩であった。


「フゥゥ──……」


　息を吐はきながら立ち上がった秋嵩の左手の腕うで輪わに四個目の白玉が加わる。


「フフン。ま、ざっとこんなもんだぜ」


「……あ～きぃ～た～か～」


　怒ど気きを含ふくんだ不ぶ気き味みな声に、秋嵩の得とく意いげな表情が凍こおり付いた。恐おそる恐る背はい後ごを振り向くと、そこには、頭から水を浴あびて全身ずぶ濡ぬれ状じよう態たいになった七瀬が、肩を震ふるわせながら般はん若にやのごとき形ぎよう相そうで秋嵩をにらみつけていた。


「あんた……覚かく悟ごはできてんだろうねえ!?」


　七瀬の足元の水溜まりに青白い電光がチロチロと瞬またたいた。


「ろ、漏電してんじゃねえのか、おい！」


「うるさいんだよ！」


　バチィ！


　濡れた地面を紫し電でんが走り、近くに倒たおれているスイマーズの身体からだがビクッと跳はね上がる。手首に巻いたチェーンを繰くり出そうと七瀬が腕を振り上げたその時、熱ねつ気きをともなった騒そう騒ぞうしい気け配はいが公園に駆かけ込こんできた。


「とうとう見つけたぞお前ら！　そこ動くなよ～～～ッ!!」


　現あらわれたのは、ＫＯＧを探さがす旅に出たはずの静馬であった。先せん刻こくの秋嵩の一撃を野や獣じゆうじみた感かん覚かくで察さつ知ちし、全速力でＵターンしてきたのだ。


「チッ、舞い戻もどってきやがった」


　静馬の声を聞くなり七瀬は苦にがい顔になったが、秋嵩は仁に王おう立だちのまま何な故ぜか不ふ敵てきな笑えみを浮うかべた。


「よーし七瀬、おめえは逃にげろ。俺が奴やつを引きつけてる間まにな」


「それじゃ意味がないだろ、このノータリン！」




[image: ]


　七瀬はチェーンを秋嵩の太い首に巻き付け、力任まかせに引ひっ張ぱった。頸けい動どう脈みやくを締しめ付けられた秋嵩はたまらず七瀬についていく。


「め、目の前に奴がいるんだぞ！　なのにケツまくって逃げんのか？　マジで!?」


「同じことを何度言わせりゃ気が済すむんだよ！」


「マ～～ジ～～で～～～ッ!?」


　秋嵩は七瀬に引きずられながら「マジで!?」を十回以上も繰り返した。


『おお～っと、これはどうしたことでしょう！　逃げていきます！　〈ナイツ・オブ・ゴールド〉の久遠七瀬と不動秋嵩、尻尾しつぽを巻いて逃げていく～～ッ!!』


　中村の屈くつ辱じよく的てきな実じつ況きようアナウンスを背に受けながらも、二人は静馬が現れたのとは逆方向の出口へと消えていった。


「……そんなにハッキリ逃げんでもええやんけ」


　静馬は興きようをそがれた顔でそう呟つぶやくと、ポリポリと頭を搔かいた。


「行っちゃいましたけど……追わないんですか？」


「アホ、誰だれが見み逃のがすかい！」


　大作の問といに、静馬は発はつ達たつした犬けん歯しをグワッとむき出しにして言い放はなった。


「このオレから逃げきれる思たら巨きよ大だいな間ま違ちがいじゃ！　バトルロイヤルに参加しとる限り、どうせ池袋からは出られへんのや……奴らの行きそうなとこへ先回りしてとっ捕つかまえたる！　見とれよボケナスが!!　キィィ～ヒッヒッヒヒヒィィ～ッ！」


　怒いかりと興こう奮ふんのあまり裏うら返がえった奇き声せいを発しながら、静馬は再ふたたび公園を飛び出していく。


「あの様よう子すじゃまともに相手してくれそうにないですけどね～」


　この鬼おにごっこは意外と長引きそうだ──そう予感しつつ、大作も静馬の後に続いた。





　　　　四





　静馬が血ち眼まなこになって七瀬たちを追い回しているちょうどその頃ころ──御剣家の食しよく卓たくでは歴れき史し上かつてない異い変へんが起きていた。


「──ワタリガニのパスタでございます」


「あら！」


「──カプレーゼ（モッツァレラチーズと薄うす切ぎりトマトのサラダ）でございます」


「あらあら！」


「──そしてこれがビシソワーズ（ジャガイモの冷たいポタージュ）でございます」


「んま～～っ！」


　涼子が食卓に料理を並ならべるたびに、叔お母ばのまどかはいちいち驚きよう嘆たんの声を上げた。しかしそのトーンは感心というよりは驚きよう愕がくに近く、さらにわずかながら畏怖の念が混まじっている。


「自分で晩ご飯を用意するって聞いたから、どういう風の吹ふき回しかと思ったけど……」


「ふっふ～ん！　どんなもんよ？」


　胸むねを張り、自じ慢まん気げに鼻はなを鳴ならす涼子。まどかは料理をしげしげと眺ながめ、


「本当スゴいわ～……で、誰が作ったの？」


　真ま顔がおでそう訊たずねられ、涼子はガクッと肩を落とした。


「……なんで分かるの？」


「バレないと思う方がどうかしてるわよ～。万が一、涼子ちゃんが突とつ然ぜん料理に目め覚ざめたとしても、作るとしたら和食に決まってるでしょ？　池いけ波なみ正しよう太た郎ろうの〈剣客商売〉に出てくるみたいの」


「あ、そ」


　完全に見み抜ぬかれていることに軽い落らく胆たんを見せつつ、涼子はパンパンと手を叩たたいた。するとカウンター式のキッチンの裏から熊くまのように巨大な影かげがのっそりと現あらわれる。立ち上がると上の棚たなに顔が隠かくれてしまうほどの大男であった。


　ジーンズ地のエプロンを着つけたその大男は、背を丸めて棚の下から顔を見せた。


「や、どうも……」


　南雲慶一郎は居い心ごこ地ち悪そうな苦にが笑わらいを浮うかべながら挨あい拶さつした。





　二人に勧すすめられて、慶一郎はまどかの向かい側の席に着いた。涼子が斜はす向むかいに座すわり、慶一郎にまどかを紹しよう介かいする。


「こちらがあたしの叔母さん──お父さんの妹いもうとで同どう居きよ人にんのまどかさん。仕事は看かん護ご婦ふ。外げ科かだか内科だかの主しゆ任にんさんなのよ。え～と、歳としはね……」


「余よ計けいなことまで言わなくていいの」


　まどかが涼子のおでこをペシッと叩く。その手つきが慣なれたものなのを見て、慶一郎は二人の間あいだ柄がらが叔母と姪めいというよりは姉し妹まいに近いようだと察した。


　御剣まどかは涼子の父親の丞じよう太た郎ろうによく似にていた。丞太郎がもともと女性的で優やさしげな顔つきだったこともあるが、髪かみがセミロングになっただけでほとんど同じに見える。柔にゆう和わで知的な容よう貌ぼうのわりに意外と神しん経けいが太く、バイタリティあふれる仕事好きの人間──外がい見けんばかりかそういった印いん象しようまで似に通かよっていた。


　年ねん齢れいは三十代前半といったところだが、所しよ帯たいじみていないためか実年齢よりも若々しく見える。もっとも、御剣家に家か事じが得とく意いな人間がいないことはキッチンを見れば明らかだった。角かく砂ざ糖とうはあっても粉こな砂糖はなく、醬しよう油ゆはあっても小こ瓶びんだけ（しかも賞しよう味み期限切れ）、包ほう丁ちようにはうっすらと錆さびが浮いていて、ガラス食器はすべて曇くもっているという有あり様さまである。しかもダイニングテーブルの上には雑ざつ誌しやら外国土産みやげ物ものらしい怪あやしげな物体やらが散さん乱らんしており、料理に取りかかる前に慶一郎はまず掃そう除じから始めねばならなかった。


「看護婦さんなんですか……女性が就つく仕事の中で、俺が二番目に尊そん敬けいする職業ですね」


「あら、じゃあ一番は？」


「主しゆ婦ふです」


　まどかが少し意外そうな顔をした。慶一郎は皮ひ肉にくに受け取られたかなと思ったが、それは杞き憂ゆうにすぎなかった。逆ぎやくに興きよう味みを惹ひかれたらしく、まどかの目に好こう奇きの色が浮かんだ。わずかに身を乗り出して慶一郎に訊たずねる。


「ついでに訊くけど、男の場合は？」


「父親……ですかね」


「親って職業なの？」


「もちろん」


　その答えを聞いたまどかは、左手の人差し指を顎あごの先に当てて少し考える仕し草ぐさを見せた。父親と主婦と看護婦の関かん連れん性せいについて思し考こうをめぐらせているようである。


「どっちもうちには居いないわね。うちの父親はどうも母親っぽいし」


　涼子の醒さめたコメントに、まどかが吹ふき出した。


　慶一郎はカウンターに置いてある写真のことを思い出した。そこには髭ひげ面づらの丞太郎とともにサファリルックの大おお柄がらな女性──涼子の母親の姿すがたが写うつっている。


　丞太郎と同じ考こう古こ学がく者しやだった涼子の母親は、発はつ掘くつ中の落らく石せき事じ故こで十年ほど前に亡なくなっている。丞太郎とは対たい照しよう的てきに骨ほね太ぶとでがっしりした体格の持ち主で、いかにもパワフルな人物に見える。実際その通りだったらしく、幼おさない頃ころの涼子の記き憶おくにある『頼たのもしい父親』のイメージの正しよう体たいが実は母親だった──という話も聞いている。


　涼子の体格やハンサムで力強い容貌（太めの眉まゆや涼すずしい目など）がおおむね母親譲ゆずりで、顔の輪りん郭かくやすっきりと通った鼻はな筋すじなど、優やさしげな女性らしい部分が父親譲りであることは一いち目もくしただけで明らかだった。女性的な父親と男性的な母親それぞれの良い部分が遺い伝でん子しレベルで絶ぜつ妙みようにブレンドされて涼子に受け継つがれたのだ。


（一つだけ間ま違ちがいがあったとするなら、男に生まれなかったことか……）


　その考えを口に出すと涼子が怒おこりそうなので、慶一郎は黙だまっておくことにした。


「ん～、このカニのスパいけるわねえ～！」


　まどかはよほどお腹なかが空すいていたのか、涼子に負けない旺おう盛せいな食しよく欲よくを見せた。大きめに切ったワタリガニにかぶりついてジューシーな身を堪たん能のうすると、涼しげなガラスの器うつわに入ったクリーム色のポタージュに手をつける。


「あら、冷たいわねこのスープ」


「夏の定番料理なんですよ。ジャガイモが安売りだったので作ってみました。一品だけフレンチになってしまいましたが」


「へえ～名前だけは聞いたことあるけど、これが……何て料理？」


「ビシソワーズ」


「そうそう。クリーミーで美お味いしいわね～これ。ところで──」


　まどかはようやく、涼子の家族として当然の質問を口にした。


「南雲先生は今日はどういったご用で？　わざわざ晩ばんご飯はんを作りにきてくれたわけじゃないんでしょう？」


「それは……」


「拾ひろってきたのよ」


　オリーブオイルの風ふう味みがきいたトマトを頰ほお張ばりながら、涼子が代かわりに答えた。


「捨すてられて公園でボ～ッとしてたんで、拾ってきたの」


「そんな……犬や猫ねこじゃあるまいし」


「似にたようなもんよ。放ほうっとくとすぐホームレスになっちゃうんだから。教師のくせに平気で公園のベンチで寝るのよ、この男は!?」


「本当に？」


　まどかが不ふ審しんな目つきで慶一郎を見る。いたずらに生徒の父ふ兄けいの心しん証しようを悪くするわけにはいかないと考え、慶一郎はつとめて明るい口く調ちようで答えた。


「大だい丈じよう夫ぶですよ。まだ夏だし、この辺にはサソリやハブなんかの猛もう毒どくを持つ危き険けんな生き物もいない。まったく問題なく安全です」


「安全かどうかなんてことはこの際問題じゃないのよ！」


　涼子がフォークを握にぎった拳こぶしでテーブルを叩たたいた。


「高校教師という立場にあるいい大人が、公園のベンチで寝ね泊とまりしてていいわけがないでしょ!?」


「歴史上有名なさる哲てつ学がく者しやは樽たるの中に住んでいたそうだが」


「現代日本じゃそういうのはただのホームレスってことになってんのよ！」


「まあまあまあ……」


　いきり立つ涼子をなだめて、まどかは改あらためて慶一郎に質問する。


「どうしてまた公園なんかで寝泊まりするハメに？」


「いろいろと事情がありまして……」


「お金がないとか？」


「そういうわけじゃないんですが」


「じゃあどこかに部へ屋やを借かりればいいんじゃない」


「わざわざ部屋を借りるほどのこともないですよ。第一、面めん倒どうくさいし」


「面倒くさい……？」


「それに屋や根ねのない生活には慣なれてますから」


「慣れてる……？」


「ほら、こーゆー男なのよ！」


　涼子は慶一郎の太い鼻はな先さきにフォークを突つきつけて力りき説せつした。


「この男に一いつ般ぱん常じよう識しきが通用すると思ったら大おお間ま違ちがいよ！　ちゃんと保ほ護ごしとかないと、すぐに宿やど無なしの環かん境きように馴な染じんで公園おじさんになっちゃうんだから」


「……担たん任にんが公園おじさんじゃ困こまるわよねえ」


「そ！　だからうちで飼かっていいでしょ？」


「俺は犬や猫じゃないんだが……」


「それ以下よ」


　慶一郎の異い議ぎ申し立ては無む情じようにも却きやつ下かされた。まどかが言い争あらそいを打ち切るようにパンパンと手を叩たたく。


「はいはい、涼子ちゃんもその辺にしときなさい。とりあえず今日のところは先生にうちに泊まっていただきましょ」


「いや、それは──」


「御ご馳ち走そうしてもらっておいて、先生を公園に寝泊まりさせるわけにはいかないわ。兄にいさんもメキシコじゃお世せ話わになったことだし……何だったら行き先が決まるまで居いてもらってもいいわよ」


「さっすがまどかさん！　そうこないとね」


「そこまでお世話になるわけには……」


「宿無しのくせにそんなこと気にしなくていいのよ！」


　涼子が内容だけは親しん切せつな台詞せりふを乱らん暴ぼうにぴしゃりと言い放はなつ。御剣家においては慶一郎の自由意い志しは認みとめられていないらしく、まどかと涼子の間ではすでに慶一郎を泊めることは決定事じ項こうになっていた。


「さて、そうと決まれば……御剣家のシキタリに則のつとって先生の歓かん迎げい会かいをしないとね～」


　まどかはそう言って相そう好ごうを崩くずすと、席を立って、いそいそとキッチンに入っていった。床ゆか下したの収しゆう納のう庫こを開け、中を覗のぞき込こみながら訊たずねる。


「先生～、ワインはお飲みになります？　それともビール？　ウォッカもありますけど～」


　浮うき浮きとしたまどかの声に、慶一郎は嫌いやな予感を感じた──





　　　　☆





　その頃ころ、池袋では──ヘルメットを被かぶった静馬が対戦の最中であった。


『──おお～～～っと！　ノーハンドのウィンドミルからのヘッドスピンだぁ～～～ッ!!　回る！　回る！　まだ回っている！　どこまで回るつもりなのか～～～ッ!?』


　中村の裏うら返がえり気ぎ味みの実じつ況きようアナウンスが響ひびく。


　特とく設せつフロア上では、ダンス系けいバイパーズ・チーム〈ヘヴンズ・ゲート・ブレイカーズ〉を相手に、静馬が豪ごう快かいなブレイキング（アクロバチックなダンス）を披ひ露ろうしていた。


　ウィンドミル（風ふう車しや）とは両足を大きく広げて肩かたを中心に回転するブレイキングの代表的な技わざ、そしてヘッドスピンは頭をフロアにつけて独こ楽まのように回転する大技である。静馬は普ふ通つうなら三点倒とう立りつから入るこの技にウィンドミルから移い行こうすると、異い常じようなまでのバランス感かん覚かくで軸じくを安定させたまま高速で回り続けていた。直前に敵てきチームのリーダーが見せたヘッドスピンの三倍は回るつもりらしい。


『おおっ、開いていた両足が天に向かって閉じていくぞ!?　速はやい！　超ちよう高速ドリルスピンだぁ～～～ッ！』


　ダンッ！


　静馬は倒立スピン状じよう態たいから右手でフロアを叩たたいて跳ちよう躍やくした。静馬の身体からだがきりもみを打ちながら宙を舞まい、顔がん面めんを下にして落らつ下かする。


　姿し勢せい制せい御ぎよに失敗したと察した周しゆう囲いの観かん客きやくたちが息を呑のんだ。


　しかし次の瞬しゆん間かん──静馬はフロアに両手をつき、背中から揃そろえた両足の先までを弓なりに反そらせた『シャチホコのポーズ』で見み事ごとに静止した。


　一瞬の静せい寂じやくが大きなどよめきに変わる。


　静馬は伸のび上がるような動きから再度跳躍し、回転をかけながら着地すると、敵チームをビシッと指さし、ポイントを決めた。


　特設フロアが割われんばかりの大だい歓かん声せいで満たされた。負けを認みとめた〈ＨＧＢ〉のメンバーたちが膝ひざから崩れ落ち、静馬の腕うで輪わに新たな勝ち星が三つ加くわわる。


「フッ……怖こわい！　怖いわ！　止とどまるところを知らんこのオレの才能が!!」


　外はずしたヘルメットを投げ捨すてると、静馬は乱みだれた髪かみを手て櫛ぐしで搔かき上げながらナルシスティックな笑えみを浮うかべた。その背はい後ごからデジカメ片手に大作が駆かけ寄ってくる。


「勝利の快かい感かんに浸ひたってるところ悪いんですけど……どうしてまたダンス対決なんかで本気出してるんです？」


「アホ！　いつ何なん時どき、誰だれの挑ちよう戦せんでも受けて立つっちゅーのがオレの流りゆう儀ぎや」


「そりゃあ立りつ派ぱな心がけだとは思いますけどね。でも確たしか僕らは〈ＫＯＧ〉を追つい跡せきしていたはずでは……？」


「あ！」


　静馬の顔面が硬こう直ちよくした。対戦に夢む中ちゆうになって完全に失しつ念ねんしていたのだ。


「そうや！　あのボケどもはどこへ消えた!?」


「ちょっと前までギャラリーに混まじって見けん物ぶつしてましたよ」


「何で教えへんねん!?」


「教えてあげたのに聞いてなかったのは静馬さんの方じゃないですか」


　大作の呆あきれ気ぎ味みのコメントを聞いて、静馬は両手で頭を搔きむしった。


「クソ～～ッ！　どっちや？　どっちへ逃にげよった!?」


「方ほう角がくとしては南の方だと思うんですけど……」


「よっしゃ、今度こそ捕つかまえたる！」


　言うなり見けん当とう違ちがいの方角へ走り出す静馬を追いながら、大作の心はすでに半なかば諦あきらめの境きよう地ちにあった──





　　　　☆





「じゃあその美雪ちゃんって子に『出てけ』って言われて家いえ出でしたわけ？　ほえ～～居い候そうろうは大変にょろねえ～」


　少々ろれつの怪あやしくなってきたまどかが同情の溜ため息をついた。


　慶一郎の歓かん迎げい会かいはテーブルからカウンターにその場所を移していた。まどかと涼子の二人がカウンターに座すわり、慶一郎がキッチンに立ってシェイカーを振ふっているこの状じよう況きようを、果はたして歓迎会と呼よべるかどうかははなはだ疑うたがわしい。


　アルコールが回って上じよう機き嫌げんになってきたまどかは、慶一郎の経けい歴れきや現在ホームレスになっている理由について根ほり葉ほり訊たずねてきた。慶一郎は適てき当とうにはぐらかしながら、カクテルや酒の肴さかなをサービスしてまどかの気を逸そらそうとしたが、横から口を挟はさんでくる涼子が何もかもバラしてしまうため、その努力はあまり報むくわれていなかった。


「オヤジ！　酒だ、酒！　冷やでいいぞ」


「誰だれがオヤジか!?」


　カウンターの方を振り向いた慶一郎は怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。矢や羽ば根ね模も様ようの着き物ものに着き替がえた涼子が、カウンターに頰ほお杖づえをついて徳とつく利りを振っている。着き流ながしのつもりか袴はかまは着つけていない。横に日に本ほん刀とう（模も造ぞう刀）を立てかけているところを見ると、どうやら時代劇の登場人物になりきっているらしい。


「未み成せい年ねんに飲ませるようなアルコールはないぞ」


「大だい丈じよう夫ぶ。あたし日本酒しか飲やんないから」


「……意味が分わかって言ってるのか？」


　ちぐはぐな会話にクレームをつけながら、慶一郎はすぐに別の問題に気付いた。


「よく飲んでるのか？」


「たまにね。まどかさんのお相手で」


「涼子ちゃん、けっこうイケる口なのよ～。三合ごうは軽いわよね」


　保ほ護ご者しやにあるまじきまどかの発言に、慶一郎の顔はわずかに強こわ張ばった。


「あのな御剣……俺が教師だということを忘れてないか？」


「宿やど無なしの分ぶん際ざいで利きいた風ふうな口を叩たたくんじゃないわよ。第一あんたの酒でもあるまいし」


「先生、その後うしろの冷れい蔵ぞう庫こに入ってるからね～」


「やれやれ……」


　二対一では勝てないと悟さとった慶一郎は言われた通りに小型冷蔵庫（酒専用）を開け、そこにあった〈明めい鏡きよう止し水すい〉なる銘めいの清せい酒しゆを取り出した。一いつ升しよう瓶びんの中なか身みは半分以下に減へっている。まどかが日本酒をリクエストしないところと見ると、涼子が一人で飲んだ可能性が高い。


　栓せんを抜ぬき、手て近ぢかの湯ゆ呑のみに一升瓶の中身を少しだけ注つぐ。


「あ～っ！　勝かつ手てに飲まないでよ」


「味あじ見みだ」


　慶一郎は無むし色よく透とう明めいの清酒を口に含ふくんだ。フルーティな香かおりと透とう明めい感かんのあるすっきりとした味わいが口の中に広がる。爽さわやかで上じよう品ひんな吟ぎん醸じよう酒しゆである。


「──よし、一合だけなら許ゆるす」


　結局、歓かん迎げい会かいは涼子も交まじえての酒さか盛もりになった。スルメをかじりながら猪口ちよこでちびちびと舐なめるように飲む涼子に対し、まどかの方は慶一郎の作るカクテルを次々と飲み干ほしていく。三杯ばい目めのマティーニを頼たのんだ後、まどかがまた慶一郎に訊きいてきた。


「それにしても……何が原げん因いんで追い出されちゃったの？　さてはエッチなことでもしたんでしょう？」


「天てん地ち神しん明めいに誓ちかって、そのような事実は一いつ切さいないです」


「本当にぃ～～？」


「その点は信用していいと思うけど。もしそれが事実だったら、今いま頃ごろはお師し匠しようさまにブッタ斬ぎられて、荒あれ果はてた荒こう野やに無む惨ざんな屍しかばねをさらしてるはずよ」


　涼子の言うその『荒れ果てた荒野』が日本のどの辺あたりにあるのか思わず訊たずねたくなったが、慶一郎はあえて黙だまっておいた。


「その美雪って子、中二だっけ？　けっこうキツいこと言うわよねえ。やっぱり反はん抗こう期き？」


「そんな感じじゃないわよ。すごくおとなしい子だし……」


　空からになった猪口を置くと、涼子はキッと慶一郎をにらみつけた。


「──で、本当は何があったわけ!?」


「あくまで俺が何かしたと思ってるな？」


「それ以外に考えようがないじゃない」


「だからお前が詮せん索さくする必要はないと言ったろ？」


「そうはいかないわよ。週の半分は道どう場じように行ってるんだから。先生がいないと誰がご飯はんを作るってのよ!?」


「それはもう言ったろ？　鉄てつ斎さい師匠が作ってくれるさ。お前の好きな和食をな」


「でも、弟で子しが師匠に食べさせてもらうというのは──」
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「だったらお前が作ればいいだろう」


「そんなことしたら……破は門もんされるわよ！」


「それは俺の関かん知ちするところじゃないな」


「無む責せき任にんな……」


「宿やど無なしだからな」


「むう～～～」


　逆ぎやくにやり込こめられた涼子は不ふ満まんそうに唇くちびるを尖とがらせた。


　まどかを黙らせるためにこっそりジンの割わり合あいを増ふやしたマティーニを出すと、慶一郎は自分用に五〇〇ccの缶かんビールを開けた。息いき継つぎなしに一気に呷あおり、空になった缶を不ふ燃ねんゴミ用のポリ袋ぶくろに放ほうり込む。すでに七本目。一連の動きはほとんど無む意い識しきによる機き械かい的てきな作業であった。二人の手前、表面的には平へい静せいを装よそおっているが、実際のところ飲まずにはいられない気分なのだ。


「……特別な理由なんて探さがす必要もないさ」


　八本目の缶を摑つかんだところで、慶一郎は深々と溜ため息を吐ついた。


「俺はしょせん何ど処こにも居い着つくことができないタイプの人間なんだ。他人にどう思われようが、自分の思った通りにしか行動できない性しよう分ぶんだからな。そして思い通りに行動すると決まって、よくしてくれた人にまで迷めい惑わくをかけ、最後には邪じや魔ま者もの扱あつかいされて出て行かざるを得えなくなる……そういう星の下に生まれついてるんだよ」


　バンッ！


　突とつ然ぜん、まどかがカウンターを叩たたいて椅い子すから立ち上がった。


「人ひと様さまにものを教える立場にある人間が、自分自身を卑ひ下げするような言葉を口にするもんじゃありません！」


　そう一いつ喝かつすると、据すわった目で慶一郎を見つめる。


「そんな拗すねた考え方は自分だけじゃなく周まわりの人間まで不ふ幸こうにする元です！　この世には余よ計けいな人なんていないんです！　第一、こ～んな美お味いしいご飯を作れる人が、余計者なんかであるもんですか!!」


　一気にまくし立てたまどかは喉のどが渇かわいたのかマティーニを飲み干し、すぐにお代かわりを要求した。


「──というわけで先生、どうせ行くあてがないんなら、いっそうちの子になんなさい」


「は？」


「毎日ご飯作ってくれるなら結婚してあげてもいいわよ～」


　慶一郎は思わずシェイカーを取り落としそうになってお手て玉だました。


「それはダメよ。まどかさん」


　徳とつく利りを逆さかさに振って垂たれてくる滴しずくを猪口ちよこで受けながら、涼子が口を挟はさむ。


「だって先生、香港ホンコンに美人妻がいるんだもの。まどかさんより一〇歳さいは若いわよ。スタイル抜ばつ群ぐんの美女でしかもお金持ち」


「ぬわんですってぇ～～～っ!?」


　まどかはさっき慶一郎を叱しかりつけた時よりもさらに険けわしい顔つきになった。


「妻つまのある身でホームレスとはいったいどういう了りよう見けん？　帰る家があるんじゃない！」


「暗あん殺さつ拳けんを伝でん承しようする香港マフィアらしいんで、あんまり帰りたくは……」


「ええい、黙だまらっしゃい！」


　その後、二人の論調は慶一郎がいかに甲か斐い性しようなしであるかという点に終しゆう始しした。


　まどかが『説せつ教きよう上じよう戸ご』だと慶一郎が気付くまでに、さしたる時間を要しなかった──





　　　　☆





　グリーン大通りを渡り、南池袋公園に足を踏ふみ入れた静馬は、普ふ通つうでない気け配はいを察して立ち止まった。


　バイパーズ・レイヴの中心地である池袋駅えき周しゆう辺へんや中央公園からは少し外はずれた場所にあり、頻ひん繁ぱんに対戦が行おこなわれる場所ではないが、それを差し引いても公園内はあまりに静かすぎた。鬱うつ蒼そうとした木々に囲かこまれているとはいえ、街まちの喧けん噪そうから隔かく絶ぜつされたような不自然な静けさがある。普ふ段だんはライトアップされている園内中央の噴ふん水すいも止められており、公園全体が妙みように薄うす暗ぐらい。


　静馬がすでに戦せん闘とう態たい勢せいに入っていることを察した大作は、数メートル離はなれた場所で取しゆ材ざい班はんを止めた。


　静馬は軽く膝ひざを曲げ、わずかに腰こしを落とした姿し勢せいで辺あたりを警けい戒かいする。照しよう明めいの届とどかない暗くら闇やみの中に潜ひそむ敵てきに備そなえているのだ。息を殺し、動くものの気配を探さぐる。


「……上か!?」


　静馬は噴水の近くまで走り、頭ず上じようをぐるりと見回した。月も見えない夜空を、一いつ瞬しゆん、黒い影かげが飛び過ぎる。鳥──にしては大きい。


　くぐもった悲ひ鳴めいが静馬の耳に届いた。続いて木々が激はげしく枝えだを揺ゆらす音──


　ザザザザザザッ！


　それは重い物体が木の枝にぶつかりながら落ちてくる音だった。落らつ下か地点に駆かけ寄った静馬は、その正しよう体たいを確かく認にんして目を剝むいた。


「ハル……!?」


　墜つい落らくしてきたのは静馬の見知った人間だった。古こ参さんのバイパーズ・チーム〈アースシェイカーズ〉の仁に志し雅まさ春はるである。


「グ……ウ……」


　仁志がかすかに呻うめいた。枝がクッションになったおかげで落下の衝しよう撃げきはかなり和やわらげられたようだが、深ふか手でを負おっているのは明らかだった。


　まだ闘たたかう意い志しが残っているのか、仁志は天に向かって左手を伸のばした。手首に着つけた腕うで輪わに三つ残っている赤い〈命の勾まが玉たま〉の一つが明めい滅めつし、渇かわいた音をたてて砕くだけ散る。


　白い軌き跡せきを描えがいて飛んでいく勾玉の光を目で追う。


　光の向かった先──そこはそびえ立つケヤキの天てつ辺ぺんであった。


　闇に溶とける黒いコートを羽は織おった男が、ケヤキの一番上の枝の先に立っている。街の光を受けてかすかに煌きらめく銀ぎん髪ぱつ。その前まえ髪がみの間から覗のぞく双そう眸ぼうは、血のように紅あかい眼がん光こうを放はなっている。


「フッ、ようやっと見つけたで……京きよう極ごく刹せつ羅ら！」


　静馬は発達した犬けん歯しを剝いて吼ほえた。


「ここで会おうたが百年目や！　コソコソ弱いもんイジメしとらんと、正々堂々このオレと勝しよう負ぶせえ!!」


　公園中に大声が響ひびく。静馬は相手の出方を待ったが、刹羅にはその気がないのか一いつ向こうに動く気配がなかった。


「何や？　ハルとは闘やったくせにオレとは闘やれへんっちゅうんか!?　出会った相手と片かたっ端ぱしから対戦すんのがバトルロイヤルやろ！　選えり好ごのみしとる場合か、コラァ!!」


　罵ば声せいを浴あびせられても刹羅はやはり動こうとしない。業ごうを煮にやした静馬は、遂ついに最終手段に訴うつたえた。刹羅に背を向けたかと思うと、カンフーズボンを下した着ぎごと下げて尻しりを出したのである。


「オ～ラ、かかってこんかい！　ボケがァ!!」


　突つき出した尻をペチペチと叩たたきながら、静馬は思い切り憎にくたらしい口く調ちようで挑ちよう発はつし始めた。場の雰ふん囲い気きに呑のまれて静せい観かんしていた中村がここぞとばかりに口を開く。


『おお～～っと！　ケツです！　草[image: ]静馬、とうとうケツを出しました！　この時代に恥はずかしげもなくケツを見せて挑発する男が他ほかにいるでしょうか!?　いや、いません！　今どき小学生にだっていません！　はっきり断だん言げんさせていただきますが、こいつは大バカです!!　この破ハ廉レン恥チ極きわまる男を前に、果はたして京極刹羅はどう動くのか～～～～ッ!?』


　卒そつ然ぜんと木々がざわめき始めた。


　じっとりと停てい滞たいしていた空気が動き、園内で渦うずを巻く。目に見えない巨きよ大だいな蛇へびが、木々の枝に鱗うろこを擦こすりつけながらとぐろを巻いているようだった。


　刹羅がコートを翻ひるがえして樹じゆ上じようから飛ひ翔しようした。一度ふわりと浮うき上がった後、頭を下にして急きゆう降こう下かしてくる。


「来よったか！」


　静馬は慌あわててズボンを上げて身み構がまえる。


　ゴウッ！


　黒い殺さつ気きをはらんだ颶ぐ風ふうが真上から叩きつけてきた。


　吹ふき飛ばされないように身を低くして〈凶まがツ風かぜ〉の風ふう圧あつに耐たえる。その颶風が吹き去ると、不ふ意いに、周しゆう囲いが真しん空くうと化したような静せい寂じやくが訪おとずれた。


「……ああん？」


　静馬は顔を上げて辺あたりを見回した。そして刹羅の姿すがたがどこにも見当たらないことに気付くと、元から赤い顔をさらに紅こう潮ちようさせて怒ど声せいを上げた。


「逃にげられた!?　クソッ……脱ぬぎ損ぞんや！」


「あっちにしてみれば見せられ損だったと思いますけど」


　風圧で数メートルも飛ばされた大作が、植うえ込こみの陰かげから顔を出す。他の取しゆ材ざい班はんのメンバーも軒のき並なみ転てん倒とうしていたが、静馬は構かまわず踵きびすを返した。


「やっぱり追いかけるんですか？」


「当たり前じゃ！　今日のバトルロイヤルはまだ終わってへん！」


　まるで懲こりた様よう子すもなく元気一いつ杯ぱいに走り去っていく静馬を見送りながら、大作は実際以上の疲ひ労ろうを感じた──





　　　　☆





　御み剣つるぎ家けは眼がん下かに三み園そのと高たか島しま平だいらの街まち並なみを見み下おろす高台の住宅地に建たっている。


　その二階にある広いベランダで、慶一郎は腹ごなしを兼かねた日につ課かの鍛たん錬れんをこなしていた。


　中国拳けん法ぽうの演えん舞ぶのような流りゆう麗れいさとも、空から手ての型のような剛ごう悍かんさとも異ことなるダイナミックな動き──それ以上に一いつ般ぱんに知られる格かく闘とう技ぎと異なっているのは、技の攻こう撃げき範はん囲いの広さだった。単純にリーチが長いだけではない。素す速ばやく鋭するどい移動と同時に攻撃する技がほとんどで、移動しつつ周囲の空間を薙なぎ払はらうような独特の動きも盛もり込まれている。


　それらの体たいさばきは、慶一郎が想定している闘たたかいが一対一の尋じん常じような対戦ではないところからきていた。慶一郎にとって想定すべき第一の敵てきは武ぶ装そうした五人以上の集団であり、その次に同じ〈神威カムイの拳けん〉の使い手、果はては体長数メートルの怪獣にまで及およぶのだ。闘い方もおのずとそれに対応したものにならざるを得えない。


〈神威の拳〉には決まった型や練習法はない。特別な呼こ吸きゆう法ほうにより〈神しん気き〉のパワーを全身に充じゆう実じつさせ、五感を含ふくめた肉体の能力を極きよく限げんまで引き出すことに真しん髄ずいがある。〈神威の拳〉は格闘技や武ぶ術じゆつの体たい系けいではなく、肉体の操そう作さ法そのものであると言える。


　実際に使うそれぞれの技は慶一郎自身が過か去こに出会った格闘技を参考にしたり、独自に工く夫ふうして編あみ出したものである。実戦でそれらの技を活いかすためには、単体の技を磨みがくことはもちろん、ありとあらゆる種類のコンビネーションを研究して肉体に覚おぼえさせておく必要があった。


　慶一郎は過去にプロの格闘家だったことはない。また求きゆう道どう者しや的てきな武術家でもなかった。傭よう兵へい部隊にいた時期もあったが、決して兵士として優ゆう秀しゆうだったわけではない。慶一郎にとって闘いとはあくまで自分自身の闘いを闘い抜ぬくことに意味があり、そうでない闘いは不ふ純じゆんに感じるからである。


　倒たおすべき〈敵〉を自分の手で倒す──それだけが目もく的てきであり、鍛錬の理由だった。


「ずいぶん熱ねつ心しんにやってるわね。一し階たまで響ひびいてくるわよ」


　二階に上がってきた涼子が声をかけた。涼子は風ふ呂ろ上がりらしく、髪かみの水みず気けをタオルで拭ふきながら、紙パックのジュースを飲んでいる。タンクトップにホットパンツという、大作が見たら大おお喜よろこびするであろう無む防ぼう備びな姿すがたに、慶一郎は少し渋しぶい顔になった。


「御剣……家にいる時のお前は本当に緊きん張ちよう感かんってものがないな」


「自分ちにいるのにリラックスして何が悪いのよ？」


「そんな様ざまだといざという時に不ふ覚かくを取るぞ。強ごう盗とうでも入ったらどうする？」


「うちには盗とられる物なんてないわよ。あるのは父親が持ち帰ってくるワケの分わかんない外国の土産みやげ物ものくらいね。どっちかってゆーと持ってってもらった方が有あり難がたいわ」


　涼子はベランダに出てサンダルを突つっかけると、夕ゆう涼すずみ用に出してある竹たけ製せいのベンチに腰こし掛かけた。


「アルコールはもう抜けたようだな」


「最は初なから酔よってもいないわよ。一本しか飲んでないのに」


　ケロッとした涼子の言い草に、慶一郎は返す言葉を持たなかった。


「お風呂空あいたから、入れば？」


「彼女……まどかさんは？」


「あの様よう子すじゃどうせ明あ日すの昼まで起きてきやしないわよ」


　飲み過ぎてダウンしたまどかは階下の自室で寝ている。


「困こまった人だな」


「何言ってんのよ。先生がホイホイ飲ませたからじゃない」


　まどかの説せつ教きようを早く終わらせようとしてカクテルを勧すすめたのは慶一郎自身の仕し業わざであった。だが慶一郎が判断を誤あやまったとすれば、それは引ひっ張ぱられるまま涼子の家に来てしまったことだろう。正常な判断力が残っていればまず来るはずのない場所であった。藤とう堂どう校長に事情を話して高校の宿しゆく直ちよく室しつを借かりてもよかったのである。


　しかし涼子に『拾ひろわれて』来なければ、もし今夜がどしゃ降ぶりの雨だったとしても、おそらく自分はあのまま公園のベンチに寝ていたのではないか──慶一郎はそう思う。


「ところでさ、これからどうするつもり？」


「……これから？」


「そうよ。鬼おに塚づかの家に帰れないなら、やっぱりどこかに部へ屋やを借りて住むことになるわけでしょ？　それともうちに居い候そうろうする？」


「まさかな」


　慶一郎はベランダの手すりに腰をもたれ、夜空を仰あおいだ。高速を走る車のライトが暗い空に白っぽい帯おびを映うつしている。神じん社じやの境けい内だいほど数は多くないが、ゆく夏を惜おしむ虫の声がどこからともなく聞こえてくる。


「考えてみれば……あえて日本に留とどまる理由もないわけだな」


「何よ、いきなり？」


「いや……つまり部屋を借りる必要がないって話だが」


「ちょっと待ちなさいよ。先生は静馬を調教するためにわざわざ校長に呼よび寄せられて来たんでしょ？　それを途と中ちゆうでほっぽり出すの？」


「俺が草くさ[image: ]なぎに教えるようなことなんて一つもないさ。奴やつなら誰だれからも教わらなくても、自分で勝かつ手てに強くなっていくだろ。現に今までだって俺は何も教えていない」


「そりゃまあ確たしかにあのバカは天然物だけど……でも、何で急にそんなこと言い出すのよ？」


「潮しお時どきかと思ってな。ゲイツの刺し客かくやソルバニアの怪かい物ぶつを相手にしながら現い在まの生活を続けていくのは無む理りがある。戦せん場じようを選ぶならいっそ日本じゃない方がいい」


「じゃあアメリカへ戻もどる？」


「香港ホンコンという手もあるが……拳けん銃じゆうを所しよ持じしていても怪あやしまれないとなるとアメリカかな。あっちなら召しよう喚かんされようがゲイツに狙ねらわれようがどうとでも対たい処しよできる。俺の周しゆう囲いの人間に危き害がいが及およぶ心配もないしな」


「それって……美雪ちゃんを危き険けんな目に遭あわせないようにってこと？」


　その問といに慶一郎は答えなかった。だがその沈ちん黙もくこそが何よりの肯こう定ていになっていた。


　涼子は慶一郎のその反はん応のうを面おも白しろがって鼻はなを鳴ならした。


「ふう～ん……ほ～んと先生って、美雪ちゃんのこととなると一いつ所しよ懸けん命めいになるんだから」


「勘かん違ちがいするな。俺はロリコンじゃないぞ」


「へえ～、どうだか」


「茶ちや化かすなよ。俺はただ……恩おん返がえしをしたかっただけだ」


　慶一郎は涼子に背を向けて、東の方ほう角がくにあるこんもりとした雑ぞう木き林ばやしに視し線せんを移した。その視し界かいの奥には飛ひ天てん神じん社じやがある。


「俺が中学から高校まで鬼塚家にいたことは知ってるだろ。その間、美雪ちゃんの母親の美み咲さきさんには本当に世せ話わになった。現在の俺があるのも彼女のおかげだ」


「宿やど無なしなのに？」


「それは今に始まったことじゃないだろ。もっと別の……人間として守るべきギリギリの境界線ラインを踏ふみ外はずさずにやってこれたのは、どんな時も、美咲さんが悲しむような──美咲さんに軽けい蔑べつされるような男にはなりたくないと思ってきたからだ。彼女との思い出があったからこそ、俺は人間として落ちぶれずに済すんだ……」


「そう？　落ちぶれてるじゃない。しっかりと」


「あのなあ──」


　慶一郎は一いつ瞬しゆん頭に血が上のぼりそうになったが、相手が子供だと思い直した。


「言っておくが、俺は自分が宿無しだからって落ちぶれたとは思わんし、哀あわれむべき立場だとも思ってはいない。とりあえず今夜は幸さいわいにも屋や根ねの下で眠ねむれるんだ。十じゆう分ぶんな食事も摂とったし、酒も飲んだ。その気になれば風ふ呂ろにだって入れる。明日あしたのことは明日にまかせて、小こ綺ぎ麗れいな寝ね床どこで安あん眠みんすることができる」


「そんなの当たり前じゃない。それが人間らしい生活ってもんよ」


「その『人間らしい当たり前の生活』ってやつを、この地球上でどのくらいの人間ができてると思う？」


「それは……そんなの知らないわよ」


「せいぜい三割ってとこだ」


「さ──」


　涼子はその数字の意味をにわかには理り解かいしかねる様よう子すだった。慶一郎はその動どう揺ようを衝つくように畳たたみかけた。


「蛇じや口ぐちをひねれば飲み水が出る。スイッチを入れれば電気がつく。暑あつさ寒さで死ぬ心配はない。不当な理由で逮たい捕ほされ、投とう獄ごくされる心配もない。戦せん闘とうに巻き込まれたり、虐ぎやく殺さつに怯おびえることもない。その辺を散さん歩ぽしていて地じ雷らいを踏ふんだり、警けい告こく無なしの発はつ砲ぽうで射しや殺さつされる心配もない。食しよく糧りようはたっぷりあって手持ちの金で買うことができる。疫えき病びように冒おかされたり、栄えい養よう失しつ調ちようで生命の危き機きに瀕ひんしているわけでもない。五ご体たい満まん足ぞくで医者の世せ話わにはなっていないし、自分の足で行きたい場所に自由に行ける。何より明日の心配をせずに眠ねむれる──これを恵めぐまれていると言わずに何を恵まれていると表現する？　俺は確実に断言できるぞ。『私は地球上に生きる全人類の七割よりも恵まれています』とな」


「そりゃあ……」


　涼子は反論しようとしたが、言うべき言葉が見つからず、悔くやしさに唇くちびるを嚙かんだ。せいぜい日本国内限定の常じよう識しきしか持たない自分が、地球規き模ぼの常識で語る慶一郎を納なつ得とくさせられるような意見を言えるはずもないと悟さとったからだった。


「まあ……恵まれているからといって幸福とは限らんところが人間の難むずかしさだが」


　少し言い過ぎたと反はん省せいして、慶一郎は語気を和やわらげた。


「ともかく俺は美咲さんに返しきれないほどの恩おんがある。だから彼女の代かわりにはなれなくても、美雪ちゃんのために出で来きる限りのことはしようと思っていた……だが、どうやら美雪ちゃんにとっては迷めい惑わくな話だったようだ」


「そんなことないわよ！　美雪ちゃんが先生のこと嫌きらいなはずがないわ」


「しかし現実にはこの様ざまだ。どうも俺は他ひ人との気持ちを察するのが苦にが手てでね……実際のところ美雪ちゃんの目に俺がどう映うつっていたのかは皆かい目もく見けん当とうもつかん。美咲さんへの恩返しという考えで接していたことで、かえってあの子を傷きずつけていたのかもしれないな」


「だからって素す直なおに消えるわけ!?」


「それが美雪ちゃんの希望なら、その通りにするまでだ。だから大門高校の教師でいるわけにもいかない」


「くっ……」


　涼子は激げつ昂こうしそうになりながらも辛かろうじて自分を抑おさえた。何かが間ま違ちがっていると叫さけびたかったが、それが何なのかは涼子には分わからなかった。


「日本を出るって……いつ？　まさか明日なんて言わないでしょうね!?」


「いや、とりあえず例のバイパーズの大会を見み届とどけてからだ。京極幻げん弥やとの決けつ着ちやくも着つけておかないといけないしな」


「……そう」


　涼子は胸むねに溜ためた息を吐はいて、ベンチから立ち上がった。


「じゃああたし、そろそろ寝るから……風ふ呂ろはお湯抜ぬいて掃そう除じしといてよね」


「待て」


　ベランダから部へ屋やに戻もどろうとする涼子を慶一郎が呼よび止めた。


「俺が恵めぐまれていると言える点が、もう一つあった」


「何よ？」


「……この俺を心配してくれる人間がいるってことだ」


　強こわ張ばっていた涼子の顔が、口元からみるみるほころんだ。


「な、何よ……バカね！　照てれるじゃない」


「お前のことだとは言ってないぞ」


「ぐっ……」


　慶一郎の真ま顔がおのコメントに、涼子は顔を真まっ赤かに染そめ、口をパクパクさせる。


「誰だれもあんたのことなんか心配してないわよ！」


　ドバン！


　涼子はガラスが割われそうな勢いきおいで戸を閉めていった。





　　　　☆





　カキィィンッ！


　人体から発するものとはとても思えない撃げき音おんが響ひびき、それに数すう瞬しゆん遅おくれて、ギャラリーが波は濤とうのようにどよめいた。


　池袋西口公園──午後一一時五〇分。


　石いし畳だたみの上に仰あお向むけに倒たおれた男が、全身を小こ刻きざみに震ふるわせながら起き上がろうとする。


「て……めえ……」


　アフロヘアが特とく徴ちよう的てきな長ちよう身しん瘦そう軀くの男──チーム〈ワイルドアンセム〉のリーダー・坂さか崎ざきの視し線せんの先には、最後の一撃を放はなったその形のまま静止している少年の姿すがたがあった。


　少年は右の掌てのひらを前方に突つき出し、左手でその手首を横から摑つかんで固定している。坂崎がかつて見たことのない技わざであった。身体からだの中心を丸まる太たで撃うち抜ぬかれたような衝しよう撃げきに、もはや立ち上がることも、指一本満まん足ぞくに動かすことすらかなわない。


「その……わ、ざ……いったい……!?」


　少年がゆっくりと構かまえを解とき、呼こ気きを吐はく。


「──〈神威カムイ〉」


　その少年──氷ひ室むろ那な智ちは、悶もん絶ぜつした坂崎に背を向けながらボソリと呟つぶやいた。


　この対戦を以もつて、予よ選せんバトルロイヤル第二日目は終しゆう了りようした──





　　　　五





「なるほど……とうとう無む敗はいは草[image: ]静馬と氷室那智の二人だけとなったか！」


　翌よく日じつ──九月十四日・土曜日の昼。


　校長室には大作以下取しゆ材ざい班はんメンバーを含ふくむＫファイト実行委員会メンバー全員が顔を揃そろえていた。


「正せい確かくには〈ナイツ・オブ・ゴールド〉もですよ。こっちでは確かく認にんがとれませんけど」


「彼らはシード選手扱あつかいだ。数に入れる必要はないだろう。それに昨日きのうは下したっ端ぱのバイパーズしか相手にしなかったのだろう？」


「でも〈アースシェイカーズ〉の仁志が京極刹羅に倒たおされてますよ？」


「ザコだと思われたんじゃないのかね。まあどちらにせよ順当な結果だが……」


　大作たちの報ほう告こく書しよに目を通しながら、藤堂校長は浮うき浮きした気分を隠かくさなかった。


「今夜はいよいよ予選最終日か……ところで決勝戦の日につ程ていはどうなっているのかね？　決勝の場所は？」


「まだ何も発表されてませんよ。場所どころか日時もね」


「ふむ……今日は土曜日だったな。それに月曜まで休きゆう日じつということは──」


　藤堂は卓たく上じようカレンダーを凝ぎよう視しすると、何かを企たくらんでいるような怪あやしげな笑えみを浮かべた。


「予選から決勝の間にそれほど長い猶ゆう予よ期間を設もうけるとは思えんな。ズバリ、決勝戦は明日の十五日か、その翌日の十六日と見た！」


「それぐらい僕らでも予想できますけど……というか、そのつもりでもう準じゆん備びを始めてますよ」


「むう……」


　自分の大だい胆たん予想がまるで驚おどろかれなかったことに、藤堂はいたくプライドが傷きずついたらしく不ふ機き嫌げんな顔つきになった。


「まあいい。ところで南雲君の姿すがたが見えないようだが？」


　全員の視し線せんが応おう接せつセットに向けられる。そこに座すわっていなければならないはずの大男は、校内放送で呼よび出されたにもかかわらずまだ姿を現あらわしていない。


「南雲先生なら二時限目の途中で失踪して以来、見てませんけど」


「またなのかね!?　まったく……彼には教師としての自じ覚かくはあるのか？」


「同じ台詞せりふを誰だれかさんにも言いたいところですけどね」


　大作のコメントに、委員会メンバー全員が力強く頷うなずいて同意する。


　──Ｐｒｒｒｒｒ！


　携けい帯たい電話の呼び出し音が鳴なった。


「あ、僕のです」


「校内ではマナーモードにしておきたまえ」


　藤堂の注意を背中で受けながら、大作は一人廊ろう下かに出た。受じゆ信しんボタンを押して電話に出る。


「はい、神かみ矢やですけど……はい？　右う京きようさん!?」


　電話を聞いている大作は次し第だいに怪け訝げんな面おも持もちに変わり──やがて青ざめた。


「どういう意味ですか、それは!?　も、もしかして……まさか、場合によっては……今日、僕、死ぬってことですか!?　ねえ、右京さん！　右京さーん!!」


　大作の切せつ羽ぱ詰つまった声が、誰もいない廊下に響ひびき渡った。





　　　　☆





　その頃ころ、異い世せ界かいソルバニアでは──


「イェネンの鬼き神しん──いえ、ケイ。脱だつ出しゆつしてください。そのままではいずれ死にます」


「いや、そう言われてもな……」


　巨きよ大だいな魔ま獣じゆうの下した敷じきになっている慶一郎は、鬼神召しよう喚かん士しレイハのまるで感情のこもっていない忠ちゆう告こくに生なま返へん事じを返した。


　魔獣の大きさは縦たても横もおよそ五メートル、ぼた餅もちの表面に数十個のタコの吸きゆう盤ばんを合がつ体たいさせたようなシュールな外がい見けんをしている。頭どころか目め鼻はなや口らしき物もなく、移動や攻こう撃げきのための手足も持たない。あえて例たとえるなら海かい綿めん動物に似にている。その異い様ような姿すがたを見ただけで『何が悲しくて俺はこんな得え体たいの知れない物体と闘たたかわねばならないのか!?』という疑ぎ念ねんが湧わき、著いちじるしく戦せん意いを殺そがれる怪かい物ぶつであった。




[image: ]


　あまりに摑つかみ所のないその姿すがたに油ゆ断だんした瞬しゆん間かん、海綿魔獣がいきなりゴロンと転ころがり、逃にげ損そこねた慶一郎はその下敷きになったのである。


　下敷きになってすでに二時間が経けい過かしていた。


（腹が減へったな……）


　毒どくを注ちゆう入にゆうされるわけでもなく、血を吸すわれるわけでもなく、ただ吸盤で吸い付いたまま乗っかっているだけの怪物と格かく闘とうしているうち、慶一郎は空くう腹ふくを覚おぼえていた。確たしかにこのままではいずれ栄えい養よう失しつ調ちようで死に至いたる。しかしそれは果はたして何日後のことであろうか。


　レイハが紅あかい目で慶一郎の顔を覗のぞき込こみながら訊たずねる。


「ケイ、闘うつもりがあるのですか？」


「そいつはこの化ばけ物に聞いてくれ。こいつは俺とやり合う気があるのか、ないのか？」


「戦意を喪そう失しつしてはいけません」


「やる気がないわけじゃないんだが、どうにもな……」


　言いながら、慶一郎は大きな欠伸あくびをした。眠ねむ気けのため次し第だいに目ま蓋ぶたが重くなってくる。


「その魔獣は〈惰だ眠みんを貪むさぼる獣けもの〉の末まつ裔えいです。怠たい惰だの誘ゆう惑わくに負けては──」


　レイハの声が急きゆう速そくに遠のいた。居い眠ねむりを始めた慶一郎の首がガクリとうなだれる。


　次の瞬間──魔獣の表面にナイフで切せつ断だんしたような亀き裂れつが放ほう射しや状じように走り、ぼた餅状の塊かたまりは蕾つぼみが開くように変形した。その内側には、オニヒトデのトゲを思わせる無数の〈牙きば〉が生はえそろっている。


　海綿魔獣は全身を顎あぎとに変形させ、眠りに落ちた慶一郎に襲おそいかかった。





　　　　☆





　午後二時──


　最終予選のためのミーティングを終えた大作は、一人飛ひ天てん神じん社じやへの道を急いでいた。


　カメラの入ったバッグを脇わきに抱かかえ、しきりに周しゆう囲いに警けい戒かいの視し線せんを走らせながら、歩ほ道どうの端はしを小走りに駆かける。その姿は端はたから見ると不ふ審しん人物のそれであったが、大作の表情にはそんなことを気にしている余よ裕ゆうはなかった。


「ったく……先生が急にいなくなったりするから、僕がこういう目に遭あうんだ」


　ブツブツと文もん句くを言いながら、高速五号線の通りに出る。見通しのいい高こう架か線せんの周囲を見回した大作は、向かい側の歩道をトボトボと歩いている小こ柄がらな後うしろ姿を発見した。それは、四よツ葉ば中の制服を着きた美雪であった。


「美雪ちゃん……？　制服ってことはこれから家に帰るところなのかな」


　歩ほ行こう者しや信号が青に変わる。大作はバッグを抱かかえ直してダッシュした。高架下を渡りきると、美雪に追いつくためにそのまま右に曲がる。


「……あれ？」


　大作の右側を追い越こしていった黒いワゴンが、歩いている美雪の真横で停車した。


　ワゴンのドアが開き、サングラスをかけた黒い服の男が二人、歩道に降おりてくる。二人の男が背はい後ごから美雪をいきなり抱だきかかえ、ワゴンの中に押し込んだ。ほんの五秒足たらずの出で来き事ごとである。


「み、美雪ちゃん!?」


　声を出してから、大作はしまったと思った。足を止めるのを忘れていたため、すでにワゴンとの距きよ離りは五メートルもない。


　この場で、大作一人の力で美雪を救きゆう出しゆつすることは不可能である。大作にできることはワゴンのナンバーを記き憶おくして警けい察さつに通つう報ほうすることだった。しかし──


（この距離は……近すぎる！）


　身の危き険けんを確かく信しんしながらも、大作はその場に棒ぼう立だちになった。


　男の一人が懐ふところから何か黒い筒つつのような物体を取り出す。


　それが消しよう音おん器き付きの拳けん銃じゆうだと悟さとった時、大作の背せ筋すじに寒いものが走った。


　男の動作は必要最小限のものだった。


　バシュッ。


　くぐもった銃じゆう声せいとともに、大作は胸むねに衝しよう撃げきを感じた。


「……あれ？」


　反はん射しや的てきに胸に手を当てる。その掌てのひらがぬるりとした奇き妙みような感かん触しよくを得えた。


　大作のシャツの胸が、みるみる真しん紅くに染そまっていった。


「あは、やっぱりだ……」


　かすかにそう呟つぶやいた大作は、そのまま膝ひざから崩くずれ落ち、うつ伏ぶせに倒たおれた。


　大作の身体からだの下から、生なま温ぬるい液体が歩道に流れ出す。


　急発進して走り去るワゴンのエンジン音を、大作は無む言ごんのまま聞いていた──






　あとがき







　読者の皆様、どうもお久しぶりです。


　ガンダム占うらないだと該がい当とうＭＳはガンタンクのくせに何な故ぜか愛あい機きはゴッグ（！）の雑賀礼史です。


　本当～～～～に長らくお待たせいたしました。


　ここに召喚教師リアルバウトハイスクール第九巻をお届とどけいたします！


　第八巻から実に一年と三か月ぶり、ＥＸ４から数えても丸一年！　その間いったい何をしていたのかというと……


　[image: ]ニュータイプ能力を磨みがいていた


　[image: ]うかうかしていた


　[image: ]よく覚えていない


　客観的な事実だけを言えば[image: ]なんですが、正直なところ、昨年の後半はまったく書ける状じよう態たいにありませんでした。


　書かけないといっても体たい調ちよう不ふ良りようだったとか生活苦で首が回らなかったとかいった外的な要よう因いんからではなく、また深しん刻こくなスランプだったのかといえばそうでもありません。書くべきネタは決まっていたし、いい文章だって書けば書けるのに、肝かん心じんの執しつ筆ぴつ意い欲よくがサッパリ湧わいてこないという状態が長く続いていたのでした。


　正確に表現するなら、執筆意欲ではなく想そう像ぞう力りよく（妄もう想そう力？）がダウンしていたというべきでしょうか。


　ストーリーのアイデアを考えたりプロットを練ねったりする時と違い、執筆の際には作者自身がその作品世界に入り込み、そこに生きるキャラクター自身になりきってリアルタイムに演技しないと生きた作品にはならないのですが、肝かん心じんの『作品世界に入り込む』ことがまったくできなかったのです。この状態を「ログインできない」というとそれっぽいのに「本の中の世界に入っていけない」というと突然メルヘンっぽくなるから不ふ思し議ぎ。作家じゃなきゃ頭のお薬くすりが必要な人ですが（同じか？）。


　今になって自じ己こ分ぶん析せきしてみると、どうやら脳内にある〈小説を書くためのシステム〉そのものをオーバーホール＆バージョンアップしていた、というのが正解のようです。調整にやたら手間取りましたが、おかげで性能は以前のおよそ１・３倍（どこが？）。頭にツノも付いたし、これで執筆速度が３倍になれば文句なしなんですが……


　ともあれ、予告通りこの第九巻でいよいよ〈Ｖ─１エクストリーム編〉に突とつ入にゆうです。


　ストリート・バイパーズの雌し雄ゆうを決する大会ではありますが、今回の引きでお察さつしの通り、ただの格かく闘とう大会では終わりません。慶一郎＆涼子はもちろん意い外がいな人物も参さん戦せんし、読者の予想をぶっちぎるとんでもない展てん開かいを用意してあるので乞こうご期き待たい！





　ところで今回の新キャラですが……とうとう出してしまいました。作者が敬虔な悪魔教徒だけに、いつかは出さねばならなかった宿しゆく命めいのキャラといえます。『最強のイロモノチーム』という触れ込みですが、決して変へん態たいではありません（断言）。次巻では大活かつ躍やくする予定ですのでどうかよろしく。


　あとコミック版ではすでにお馴な染じみの涼子の叔お母ば・まどかが小説初登場です。書いてみたらやっぱり酒好きでした（笑）。ちなみに涼子のお気に入りの純じゆん米まい吟ぎん醸じよう酒しゆ『明めい鏡きよう止し水すい』は実じつ在ざいします。よい子は二十歳になってから飲みましょう。





　　　　☆





　それではＥＸ４で出題したクイズの解答を。


　三つのヒントから特定される作品は『神しん聖せいモテモテ王おう国こく』。


　正解は、作者であるながいけん閣下の処女作品集。そのタイトルは──


〈Ａ：チャッピーとゆかいな下僕ども〉


　でした。


　自分にとっては超メジャーなんですが、どうやら世間的にはかなりマイナーらしく（そんなんばっかしや）、正解者は一人くらい……いたかな？


『神聖～』も久々に読んでみたところ、あまりの破は壊かい力りよくに腸ちようがねじ切れて死ぬかと思いました（笑いの秘ひ孔こうを突つかれて）。復活を熱望するマンガ家[image: ]１です。


　閣かつ下かのキャラを流行の食しよく玩かんフィギュアにも加えてほしいなあ。笛ふえ座ざ輪りん芸げいとか怪盗ドロボウとか宇う宙ちゆう戦せん艦かん金こん剛ごうとか……出たら絶対コンプリートするのに（誰が作るんだ？）。


　では今回のクイズです。


〈Ｑ：デルモンテ＝嘉門が腰こしに着けているベルトは何代目ライダーのものか？〉


　……というような問題を考えていたのですが、最近あまりに出題内容がマニアックすぎて付き合ってくれる読者も減る一方なので、今回は誰にでも参加できる問題にしたいと思います。というわけで今回の問題。


〈Ｑ：第十巻における慶一郎・涼子・静馬の対戦相手は誰か？〉


　山ほどやる予定の対戦すべての組み合わせではなく、慶一郎・涼子・静馬それぞれに用意してある『意外な対戦相手』について当ててください。


　意外な、というからには『慶一郎vs京極幻げん弥や』といった当たり前の組み合わせではありません。普通に考えれば予想の範囲外にある相手との対戦です。


『慶一郎vs○○』『涼子vs××』『静馬vs△△』といった形式で答えてください。


　ヒントは以下の三つ。


[image: ]立場的には敵てき側がわの人間である


[image: ]フルネームが明らかになっている


[image: ]涼子と静馬の対戦相手はある意味では順当


　一番難しいのは間違いなく慶一郎の対戦相手でしょう。オマケでもう一つ「十分に闘う能力を持った人間」であると名めい言げんしておきます。


　あれこれ予想しながら第十巻を楽しみにしておいてください。


　その他、ご意見ご感想もあわせてお待ちしております。





　　　　☆





〈召喚教師〉を冠するリアルバウトはこれからが正しよう念ねん場ばです。


　次巻では予選バトルロイヤル最終日に続き、Ｖ─１エクストリーム決勝戦のラストまで一気に書ききる予定です。少年マンガのごとくバトルにつぐバトルの連続になるため、果たしてどれくらいの枚数になるのか予想もできませんが、行き着くところまでとことんやります！　そら～もうガッツンガッツンにやってやりますとも!!


　あと、ドラマガ本誌の連れん載さい〈リアルバウト・アーリーデイズ〉の方も近いうちに再開する予定ですので、そちらもよろしく。


　それでは、また。











　　平成十四年四月四日




雑賀　礼史





召喚教師


リアルバウトハイスクール９





雑さい賀が礼れい史じ
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